
 札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

（第
だい

６期
き

） 

 札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふくし

計画
けいかく

（第
だい

２期
き

）（案
あん

） 

みなさまからのご意見
いけ ん

を募集
ぼしゅう

します 

～パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の実施
じっし

について～ 

札幌市
さっぽろし

では、現在
げんざい

、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

及
およ

び児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づき、札
さっ

幌
ぽろ

市
し

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

（第
だい

６期
き

）・札
さっ

幌
ぽろ

市
し

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふくし

計画
けいかく

（第
だい

2期
き

）の策定
さくてい

（計画
けいかく

期間
きか ん

：2021年度
ねんど

～2023年度
ねんど

）に取
と

り組
く

んでいます。 

この計画
けいかく

は、 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

を目的
もくてき

に、

サービス
さ ー び す

ごとの必要
ひつよう

な量
りょう

の見込
み こ

みなどについて定
さだ

めるものです。 

この計画
けいかく

の案
あん

について、みなさまのご意見
いけん

を募集
ぼしゅう

いたします。 

なお、みなさまからお寄
よ

せいただいたご意見
いけん

等
とう

について個別
こべつ

の回答
かいとう

は

いたしませんが、ご意見
いけん

等
とう

の概要
がいよう

とそれらに対
たい

する札幌市
さっぽろし

の考
かんが

え方
かた

につ

きまして、令和
れいわ

３年
ねん

（20２１年
ねん

）３月
がつ

頃
ころ

に公表
こうひょう

いたします。 

令和
れいわ

２年
ねん

（2020年
ねん

）12月
がつ

札幌市
さっぽろし

募集
ぼしゅう

期間
きか ん

：令和
れいわ

２年
ねん

12月
がつ

21日
にち

（月曜日
げつようび

）から 

     令和
れい わ

３年
ねん

 １月
がつ

25日
にち

（月曜日
げつようび

）まで 【必着
ひっちゃく

】 

市政等資料番号 

01 - F04 - 20 – 1884



公表
こうひょう

資料
しりょう

札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい福祉
ふく し

計画
けいかく

（第
だい

６期
き

）・札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふく し

計画
けいかく

（第
だい

2期
き

）（案
あん

）

公表
こうひょう

場所
ばし ょ

１ 市
し

役所
やくしょ

等
とう

における配布
はいふ

・閲覧
えつらん

・市
し

役所
やくしょ

（3階
かい

障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

、2階
かい

市政
しせい

刊行物
かんこうぶつ

コーナー
こ ー な ー

） 

・各区
かくく

役所
やくしょ

（総務企画課広聴係
そうむきかくかこうちょうがかり

、保健
ほけん

福祉課
ふ く し か

） 

・各
かく

まちづくりセンター
せ ん た ー

・身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふく し

センター
せ ん た ー

・視聴覚
しちょうかく

障
しょう

がい者
しゃ

情報
じょうほう

センター
せ ん た ー

２ 札幌市
さっぽろし

ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

による閲覧
えつらん

[ U R L
ゆーあーるえる

] http://www.city.sapporo.jp/shogaifukushi/keikaku/

[ Q R
きゅーあーる

コード
こ ー ど

] 

 ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

は右
みぎ

の Q R
きゅーあーる

コード
こ ー ど

からも閲覧
えつらん

する 

ことができます。

※ Q R
きゅーあーる

コード
こ ー ど

は株式
かぶしき

会社
がいしゃ

デ
で

ン
ん

ソ
そ

ー
ー

ウ
う

ェ
ぇ

ー
ー

ブ
ぶ

の登録
とうろく

商 標
しょうひょう

です。 

ご意見
いけん

の募集
ぼしゅう

期間
きか ん

令和
れいわ

2年
ねん

12月
がつ

21日
にち

（月曜日
げつようび

）～令和
れいわ

3年
ねん

 １月
がつ

25日
にち

（月曜日
げつようび

）【必着
ひっちゃく

】 



ご意見
いけん

の提
てい

出
しゅつ

方法
ほうほう

「ご意見
いけん

記入
きにゅう

用紙
よう し

」又
また

はこれに準
じゅん

じた様式
ようしき

にて、下記
か き

提出先
ていしゅつさき

へ郵送
ゆうそう

、

持参
じさん

、ファクス
ふ ぁ く す

、電子
でんし

メール
め ー る

のいずれかの方法
ほうほう

により提出
ていしゅつ

してくださ

い。（ご意見
いけん

の概要
がいよう

等
とう

を公表
こうひょう

する場合
ばあい

、氏名
しめい

及
およ

び住所
じゅうしょ

は公表
こうひょう

いたしま

せん。） 

※ 電子
でんし

メール
め ー る

による場合
ばあい

は、ウィルス
う ぃ る す

感染
かんせん

を避
さ

けるため、ファイル
ふ ぁ い る

は

添付
てんぷ

せず、件名
けんめい

に「障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

に対
たい

する意見
いけん

」と記載
きさい

し、本文
ほんぶん

に、

ご意見
いけん

記入
きにゅう

用紙
よう し

に準
じゅん

じてご意見
いけん

を記載
きさい

し、送信
そうしん

してください。 

※ 障
しょう

がいなどにより、上記
じょうき

の方法
ほうほう

によるご意見
いけん

の提
てい

出
しゅつ

が困難
こんなん

な場合
ばあい

は、点字
てんじ

によるご意見
いけん

の受付
うけつけ

や、手話
しゅわ

によるご意見
いけん

の通訳
つうやく

などを行
おこな

い

ますので、下記
か き

のお問
と

い合
あ

わせ先
さき

まで個別
こべつ

にご相
そう

談
だん

ください。 

ご意見
いけん

の提
てい

出先
しゅつさき

・お問合
といあ

わせ先
さき

札幌市
さっぽろし

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

局
きょく

障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

（札幌市
さっぽろし

役所本
やくしょほん

庁舎
ちょうしゃ

3階
かい

） 

〒060-8611 札幌市
さっぽろし

中央区
ちゅうおうく

北
きた

1条
じょう

西
にし

2丁目
ちょうめ

ファクス
ふ ぁ く す

 011-218-5181  電話
でん わ

 011-211-2936 

電子
でん し

メール
め ー る

 jigyoukeikaku@city.sapporo.jp 

受付
うけつけ

時間
じか ん

：平日
へいじつ

の午前
ごぜん

8時
じ

45分
ふん

から午後
ご ご

5時
じ

15分
ふん

まで（持参
じさん

の場合
ばあい

） 

※令和
れいわ

2年
ねん

12月
がつ

29日
にち

（火
か

曜日
ようび

）～令和
れいわ

３年
ねん

１月
がつ

3日
にち

（日
にち

曜日
ようび

）を除
のぞ

く 

【漢字
かんじ

の表記
ひょうき

について】 

札幌市
さっぽろし

では障害
しょうがい

の「害
がい

」の文字
も じ

は、漢字
かんじ

の「害
がい

」という言葉
ことば

に否定的
ひていてき

な印象
いんしょう

があるため、原則
げんそく

としてひらがなで表記
ひょうき

しています。ただし、

「障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

」や「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

」といった、法律
ほうりつ

などで定
さだ

め

られた用語
ようご

については、漢字
かんじ

をそのまま使
つか

っています。 





～さっぽろ障
しょう
がい者

しゃ
プラン
ぷ ら ん

2018～

札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい福祉

ふ く し
計画
けいかく

(第
だい
６期

き
) 

札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい児

じ
福祉
ふ く し

計画
けいかく

(第
だい
２期

き
) 

(案
あん
)の概要

がいよう

札幌市
さっぽろし



概要
がいよう

1 

第
だい
１章
しょう
 計
けい
画
かく
の策
さく
定
てい
にあたって 

１ 策定
さくてい
の趣旨

し ゅ し

 障
しょう
がいのある方

かた
の多様
たよう

なニーズ
に ー ず

にきめ細
こま
かく対

たい
応
おう
するための支援

しえん
拡 充
かくじゅう

、

社会
しゃかい

参加
さんか
の促進
そくしん

、バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

の推進
すいしん

といった国
くに
の計画
けいかく

等
とう
に示
しめ
される新

あら
たな

方向性
ほうこうせい

に対応
たいおう

し、本市
ほんし
の 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の更
さら
なる充 実

じゅうじつ
を図
はか
るため、計

けい

画
かく
期
き
間
かん
の終
しゅう
了
りょう
に伴
ともな
い策
さく
定
てい
する。 

２ 策定
さくてい

の根拠
こんきょ

 障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

（第
だい
88 条
じょう
第
だい
１項
こう
）及
およ
び児童
じどう
福祉法
ふくしほう

（第
だい
33 条
じょう
の 20第

だい
１項
こう
）

に基
もと
づき策定

さくてい
する。 

 「障 害
しょうがい

福祉
ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
及
およ
び障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

等
とう
の円滑
えんかつ

な実施
じっし
を確保
かくほ
するため

の基本的
きほんてき

な指針
ししん
（以下

い か
、「国

くに
の基本
きほん
指針
ししん
」という。）」において、令和

れいわ
３年
ねん
度
ど
から令和

れいわ

５年
ねん
度
ど
までの計画

けいかく
の作成
さくせい

に当
あ
たって即

そく
すべき事

じ
項
こう
が定
さだ
められている。 

３ 計画
けいかく

期間
きかん

 2021年
ねん
度
ど
（令
れい
和
わ
３年
ねん
度
ど
）から 2023年

ねん
度
ど
（令和
れいわ
５年
ねん
度
ど
）までの３年

ねん
間
かん
。 

４ 計画
けいかく
の位

い
置
ち
付
づ
け 

○ 障
しょう
がい（児

じ
）福祉
ふくし

計画
けいかく

は、本市
ほんし
の 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

及
およ
び 障
しょう
がい児通所

じつうしょ
支援
しえん

等
とう
に係
かか
る 提 供
ていきょう

体制
たいせい

の確
かく
保
ほ
等
とう
を総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

に進
すす
めるための計画

けいかく
。

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと
づく 障

しょう
がい者

しゃ
計画
けいかく
（ 障
しょう
がい福祉

ふくし
の基本的
きほんてき

な施策
しさく
を定
さだ
める）

とともに、さっぽろ 障
しょう
がい者

しゃ
プラン
ぷ ら ん

2018（以下
い か
、「プラン

ぷ ら ん
」という。）を構成

こうせい
す

る。

○プラン
ぷ ら ん

は、まちづくりの基本
きほん
指針
ししん
である「札幌市

さっぽろし
まちづくり戦 略

せんりゃく
ビジョン
び じ ょ ん

」を

上位
じょうい

計画
けいかく

とする 障
しょう
がい福祉

ふくし
施策
しさく
に関
かん
する部門

ぶもん
別
べつ
の個別
こべつ

計画
けいかく

。保健
ほけん
福祉
ふくし

関連
かんれん

計画
けいかく

をはじめとした本市
ほんし

が定
さだ
める他

ほか
の関連
かんれん

計画
けいかく

のほか、国
くに
・北海道
ほっかいどう

との

整合性
せいごうせい

を図
はか
り策定
さくてい

する。 



概要
がいよう

2

 札幌市
さっぽろし

においては、各種
かくしゅ

計画
けいかく

へ S
えす
D
でぃー
G
じー
s
ず
の視点
してん
を反映
はんえい

するなど、 S
えす
D
でぃー
G
じー

s
ず
の達
たっ
成
せい
に向

む
け積 極 的
せっきょくてき

に取
と
り組

く
んでいます。

 本計画
ほんけいかく

においても、 S
えす
D
でぃー
G
じー
s
ず
の視点

してん
を反映
はんえい
します。 



概要
がいよう
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第
だい
２章
しょう
 計
けい
画
かく
策
さく
定
てい
の背景
はいけい

１ 障
しょう
がい福祉

ふ く し
施策
し さ く
をめぐる国

くに
の動向
どうこう

 障
しょう
がいのある方

かた
の社会
しゃかい

参加
さんか
の促進
そくしん

や、 障
しょう
がいのある子

こ
どもへの支援

しえん
体制
たいせい

の

強化
きょうか

が進
すす
められている。 

２ 札幌市
さっぽろし

の現 状
げんじょう

○次期
じ き
計画
けいかく

期間
きかん
においても、 障

しょう
がいのある方

かた
の増加
ぞうか
が見

み
込
こ
まれる。 

 障
しょう
がい者

しゃ
手帳
てちょう

（身体
しんたい

・療 育
りょういく

・精神
せいしん

）所持者数
しょじしゃすう

は、2016年度
ねんど

末
まつ
から約

やく
６千
せん

人
にん
増
ぞう
、2019年度

ねんど
末
まつ
時点
じてん
で約
やく
13万
まん
２千
せん
人
にん
(本
ほん
市
し
人
じん
口
こう
の約
やく
７ ％
ぱーせんと

)。特
とく
に精 神 障
せいしんしょう

がいの手帳
てちょう

所持
しょじ

者
しゃ
数
すう
の増加
ぞうか
が大
おお
きい。難 病

なんびょう
患者数
かんじゃすう

も微増
びぞう
。社会増
しゃかいぞう

（転 入
てんにゅう

超過
ちょうか

）の傾向
けいこう

。 

〇 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の利用者数
りようしゃすう

・給付費
きゅうふひ

は年々
ねんねん

増加
ぞうか

傾向
けいこう

にある。事
じ
業
ぎょう
所
しょ
数
すう

も増
ふ
えている。 

・障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

及
およ
び児童
じどう
福祉法
ふくしほう

の改正
かいせい

（就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん
の創設
そうせつ

等
とう
）

（平
へい
成
せい
30年
ねん
４月
がつ
１日
にち
施行
しこう
） 

・障 害 者
しょうがいしゃ

文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

推進法
すいしんほう

の施行
しこう
（平成
へいせい

30年
ねん
６月
がつ
) 

・読書
どくしょ

バ
ば
リ
り
ア
あ
フ
ふ
リ
り
ー
ー
法
ほう
の施行
しこう
（令和
れいわ

元
がん
年
ねん
６月
がつ
） 

・就 学 前
しゅうがくまえ

の 障
しょう
がい児

じ
の発達
はったつ

支援
しえん
の無償化
むしょうか

（令和
れいわ

元
がん
年
ねん
10月
がつ
1日
にち
施行
しこう
） 

・障 害
しょうがい

福祉
ふくし

人材
じんざい

の処遇
しょぐう

改善
かいぜん

及
およ
び消費
しょうひ

税率
ぜいりつ

引
ひ
き上

あ
げに 伴

ともな
う報 酬
ほうしゅう

改定
かいてい

（令和
れいわ

元
がん
年
ねん
10月
がつ
１日
にち
施行
しこう
）



概要
がいよう
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３ 令和元
れいわがん

年度
ねんど
札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい児者

じしゃ
実態
じったい

等
とう
調査
ちょうさ

結果
けっか
（概要
がいよう

） 

障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

について 
（単位

たんい
： ％
ぱーせんと

）

障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ

障
しょう
がい児

じ
調査
ちょうさ

2016 2019 2016 2019 

量
りょう （おおむね）満足

まんぞく 78.9 80.9 78.8 83.6

（あまり）満足
まんぞく
していない 14.6 14.1 19.1 15.7

内容
ないよう （おおむね）満足

まんぞく 76.1 78.2 83.2 84.3

（あまり）満足
まんぞく
していない 14.6 16.3 13.9 15.3

質
しつ （おおむね）満足

まんぞく 75.1 76.2 79.1 78.5

（あまり）満足
まんぞく
していない 15.2 17.3 11.1 13.7

事業所
じぎょうしょ

の対応
たいおう

（おおむね）満足
まんぞく 77.4 79.6 84.3 90.2

（あまり）満足
まんぞく
していない 13.6 15.1 11.8 9.8

障
しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する市民

しみん
理解
りかい

・前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

（2016）同様
どうよう

、「深
ふか
まっている」よりも「深

ふか
まっていると思

おも
わな

い」と回
かい
答
とう
する割

わり
合
あい
が上
うわ
回
まわ
る。

障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

について

・前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より、 量
りょう
・内容
ないよう

は「(おおむね)満足
まんぞく

」の割合
わりあい

は増
ふ
えたが「(あま

り)満足
まんぞく

してない」と感
かん
じる方

かた
も一
いっ
定数
ていすう

存在
そんざい

。

・質
しつ
や事業所
じぎょうしょ

の対応
たいおう

は、ある程度
ていど

満足
まんぞく

していると感
かん
じている方

かた
がいる一方

いっぽう

で、前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より「(あまり)満足
まんぞく

していない」割合
わりあい

が若 干
じゃっかん

増加
ぞうか
。
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４ 目
め
指
ざ
すべき共 生

きょうせい
社会
しゃかい

に向
む
けて ～ 障

しょう
がい福祉

ふくし
施策
しさく
の視点
してん
から～

 障
しょう
がい児者

じしゃ
実態
じったい

等
とう
調査
ちょうさ

から、共 生
きょうせい

社会
しゃかい

のイメージ
い め ー じ

として挙
あ
げられている、

障
しょう
がい等

とう
に対
たい
する理解

りかい
が進
すす
み心
こころ
のバリアフリー化

ば り あ ふ り ー か
がなされた社会

しゃかい
や、就 労

しゅうろう
を

はじめ社会
しゃかい

参加
さんか
の機会
きかい
が充 実
じゅうじつ

した社会
しゃかい

は、共 生
きょうせい

社会
しゃかい

を構成
こうせい

する重 要
じゅうよう

な要素
ようそ

であり、これらに共 通
きょうつう

する「 障
しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する理解

りかい
のより一

いっ
層
そう
の促進
そくしん

」

が、札幌市
さっぽろし

の 障
しょう
がい福祉

ふくし
施策
しさく
の継続的
けいぞくてき

な課題
かだい
といえる。

目
め
指
ざ
すべき 共

きょう
生
せい
社
しゃ
会
かい
像
ぞう

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

実現
じつげん

に必要
ひつよう

な施策
しさく

心
こころ
のバリアフリー

ば り あ ふ り ー
化
か
がなされた社会

しゃかい

障
しょう
がいは個人

こじん
の特性
とくせい

のひとつであ

り、その差異
さ い
により差別

さべつ
や偏見
へんけん

が 生
しょう
じ

ない社会
しゃかい

、互
たが
いに支

ささ
え合

あ
える社会

しゃかい

・心
こころ
のバリアフリー化

ば り あ ふ り ー か
実現
じつげん

にむけた施策
しさく

障
しょう
がいへの理解

りかい
促進
そくしん

や、 障
しょう
がい

の有無
う む
に関
かか
わらず共

とも
に育
そだ
つ 環 境
かんきょう

( イ
い
ン
ん
ク
く
ル
る
ー
ー
シ
し
ブ
ぶ
 ) や 交 流

こうりゅう
機会
きかい

の

創 出
そうしゅつ

等
とう

就 労
しゅうろう

をはじめとした社会
しゃかい

参加
さんか
の機会
きかい

が充 実
じゅうじつ

した社会
しゃかい

 障
しょう
がいの有無

う む
によらず、それぞれに

ふさわしい自立
じりつ

した生活
せいかつ

を 営
いとな
み、

社会
しゃかい

参加
さんか
ができる社会

しゃかい

・ 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

の拡 充
かくじゅう

・余暇
よ か
活動
かつどう

支援
しえん

や情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

手法
しゅほう

の

拡 充
かくじゅう

・就 労
しゅうろう

支援
しえん
制度
せいど

の拡 充
かくじゅう

・改善
かいぜん

や一
いっ

般
ぱん
就 労
しゅうろう

機会
きかい
の拡 充
かくじゅう

 令和元
れいわがん

年度
ねんど
に本市
ほんし
が実施
じっし
した調査

ちょうさ
では、 障

しょう
がいのある方

かた
への理解

りかい
がまだ

十
じゅう
分
ぶん
とはいえないことや、前回

ぜんかい
調査
ちょうさ

より改善
かいぜん

傾向
けいこう

にあるものの、サービス
さ ー び す

の質
しつ
についてはさらなる充 実

じゅうじつ
を求
もと
める声

こえ
が寄

よ
せられているなど、 障

しょう
がいの

ある方
かた
やその家族

かぞく
にとっては、いまだに生活

せいかつ
のしづらさが残

のこ
っている状 態

じょうたい
。 

 また、計画
けいかく

期間
きかん
（2021～2023年

ねん
）においては、各 種 障

かくしゅしょう
がい者

しゃ
手帳
てちょう

所
しょ
持
じ
者
しゃ

数
すう
の増加

ぞうか
などに伴

ともな
って、障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の利用
りよう
が広
ひろ
がることが見

み
込
こ
ま

れる。引
ひ
き続
つづ
き 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の提 供
ていきょう

体制
たいせい

を確保
かくほ
していくことが課

か

題
だい
となっている。
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第
だい
３章
しょう
 計
けい
画
かく
の体系
たいけい

１ 基本
きほん
理念
りねん
・計画
けいかく

目 標
もくひょう

 本計画
ほんけいかく

はプラン
ぷ ら ん

を構成
こうせい

する計画
けいかく

であることから、引
ひ
き続
つづ
きプラン

ぷ ら ん
に掲
かか
げる

基本
きほん
理念
りねん

等
とう
の推進
すいしん

を目
め
指
ざ
す。 

２ 2023年度
ねんど
の成果
せいか

目 標
もくひょう

継続
けいぞく

して取
と
り組

く
む必要
ひつよう

があるものは引
ひ
き続
つづ
き設定
せってい

し、国
くに
の基本
きほん
指針
ししん
で示
しめ
され

た新
あら
たな 考

かんが
え方
かた
や 障
しょう
がい福祉

ふくし
施
し
策
さく
の視

し
点
てん
から目

め
指
ざ
すべき共

きょう
生
せい
社
しゃ
会
かい
の実

じつ
現
げん
に向

む

けた取
とり
組
くみ
も反
はん
映
えい
。 

■基本
きほん
理念
りねん

障
しょう
がいのある人

ひと
もない人

ひと
も、その 命

いのち
の尊厳
そんげん

が当然
とうぜん

に保障
ほしょう

され、市民
しみん

誰
だれ
も

が互
たが
いに人格

じんかく
と個性
こせい
を尊 重
そんちょう

し支
ささ
え合

あ
う 共
きょう
生
せい
社
しゃ
会
かい
の実
じつ
現
げん

■計画
けいかく

目 標
もくひょう

 １ 地域
ちいき

社会
しゃかい

の 障
しょう
がいのある人

ひと
に対
たい
する理解

りかい
促進
そくしん

 ２ 障
しょう
がいのある人

ひと
の自己

じ こ
決定
けってい

の尊 重
そんちょう

と意思
い し
決定
けってい

の支援
しえん

 ３ 施設
しせつ
、病 院
びょういん

から地域
ちいき
への移行

いこう
推進
すいしん

と地域
ちいき

生活
せいかつ

を支
ささ
えるためのサービス

さ ー び す

   提
てい
供
きょう
基
き
盤
ばん
の一層
いっそう

の充 実
じゅうじつ

 ４ 市民
しみん
、事

じ
業 者
ぎょうしゃ

、行 政
ぎょうせい

などの連携
れんけい

強化
きょうか

による地域
ちいき
の福祉力
ふくしりょく

の向 上
こうじょう

 ５ 障
しょう
がいのある子

こ
どもへの支

し
援
えん

６ 障
しょう
がいを理由

りゆう
とする差別

さべつ
の解 消
かいしょう
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【現行
げんこう

計画
けいかく

の成果
せいか

目 標
もくひょう

と達成
たっせい

状 況
じょうきょう

】

2020年度
ねんど
の成果
せいか

目 標
もくひょう

目 標
もくひょう

（値
ち
） 達成

たっせい
状 況
じょうきょう

入
にゅう
所
しょ
施
し
設
せつ
の 入
にゅう
所
しょ

者
しゃ
の地

ち
域
いき
生
せい
活
かつ
への 

移
い
行
こう

2017 年度
ねんど

末
まつ
の 施

し
設
せつ
入
にゅう
所
しょ

者
しゃ
のうち、125人

にん
（6 ％

ぱーせんと
）

が地域
ちいき

生活
せいかつ

へ移行
いこう

2018年
ねん
度
ど
末
まつ
時
じ
点
てん
で移

い
行
こう
者
しゃ

数
すう
27人
にん
（1.3 ％

ぱーせんと
) 

2017 年
ねん
度
ど
末
まつ
の施

し
設
せつ
入
にゅう
所
しょ

者
しゃ
数
すう
から 83人

にん
（4 ％

ぱーせんと
）

が減 少
げんしょう

2019年度
ねんど

末
まつ
までに 85 人

にん

減 少
げんしょう

（４ ％
ぱーせんと

） 

精 神 障
せいしんしょう

がいにも対
たい

応
おう
し た 地域

ちいき
包括
ほうかつ

ケ
け

ア
あ
シ
し
ス
す
テ
て
ム
む
の構築
こうちく

に

向
む
けた協議

きょうぎ
の場

ば
の

設
せっ
置
ち

協議
きょうぎ

の場
ば
の設
せっ
置
ち

2020年度中
ねんどちゅう

に設
せっ
置
ち
予定
よてい

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう
の整備
せいび 設

せっ
置
ち
（少
すく
なくとも１か所

しょ
） 2020年度中

ねんどちゅう
に整備
せいび
予定
よてい

福祉
ふくし
施設
しせつ
から一般

いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

福
ふく
祉
し
施
し
設
せつ
を 退

たい
所
しょ
し 一

いっ
般
ぱん

就
しゅう
労
ろう
へ移

い
行
こう
した人

ひと
の数
かず

が 666人
にん

2019年度
ねんど

実績
じっせき

：621人
にん

就
しゅう
労
ろう
移
い
行
こう
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
の利

り

用
よう
者
しゃ
数
すう
が 846人

にん 2019年度
ねんど

実績
じっせき

：797人
にん

就
しゅう
労
ろう
移
い
行
こう
率
りつ
が３割

わり
以
い
上
じょう
の

就
しゅう
労
ろう
移
い
行
こう
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
所
しょ
が全

ぜん

体
たい
の５割

わり
以
い
上
じょう

2018年度
ねんど

実績
じっせき

：51.4 ％
ぱーせんと
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2020年度
ねんど
の成果
せいか

目 標
もくひょう

目 標
もくひょう

（値
ち
） 達成

たっせい
状 況
じょうきょう

福祉
ふくし
施設
しせつ
から一般

いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

に

よる職場
しょくば

定 着 率
ていちゃくりつ

（1年後
ねんご
）

が 8割
わり

2019年度
ねんど
実績
じっせき
：84.6 ％

ぱーせんと

医療的
いりょうてき

ケア
け あ

を 必要
ひつよう

とする 障
しょう
がいのあ

る子
こ
どもを支援

しえん
する

ための 関
かん
係
けい
機
き
関
かん
の

協
きょう
議
ぎ
の場

ば
の設
せっ
置
ち

協議
きょうぎ

の場
ば
の設置
せっち

2018年度
ねんど
に設置
せっち

障
しょう
がいのある人

ひと
に

対
たい
する理解

りかい
促進
そくしん

（本市
ほんし
独自
どくじ

目 標
もくひょう

） 

障
しょう
がいのある人

ひと
にとって

地域
ちいき
で暮

く
らしやすいまちで

あると思
おも
う 障
しょう
がいのある

人
ひと
の割合
わりあい

：60 ％
ぱーせんと

2018年度
ねんど
：40.8 ％

ぱーせんと

2019年度
ねんど
：48.4 ％

ぱーせんと

「指標
しひょう

達成度
たっせいど

調査
ちょうさ

」より 

障
しょう
がいのある子

こ
どもにと

って地域
ちいき
で暮

く
らしやすいま

ちであると思
おも
う保護者

ほごしゃ
の

割合
わりあい

：60 ％
ぱーせんと

2019年度
ねんど
：35.4 ％

ぱーせんと

「 障
しょう
がい児者

じしゃ
実態
じったい

等
とう
調
ちょう
査
さ
」

より 
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【2023年度
ねんど
の成果
せいか

目 標
もくひょう

】 

2023年度
ねんど
の成果
せいか

目 標
もくひょう

目 標
もくひょう

（値
ち
） 設

せっ
定
てい
の 考
かんが
え方
かた

成果
せいか

目 標
もくひょう

① 継続
けいぞく

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ
の 入
にゅう
所
しょ

者
しゃ
の地域
ちいき

生活
せいかつ

への 

移
い
行
こう

施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の 地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行者数
いこうしゃすう

：60人
にん
以上
いじょう

（2019年度
ねんど

末
まつ
2,009人

にん
の 3 ％

ぱーせんと
）

施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の 高齢化
こうれいか

や

障
しょう
がい程度

ていど
の重度化
じゅうどか

から、

今
こん
後
ご
も地域
ちいき
への移行

いこう
は伸

の
び

悩
なや
む想定
そうてい

。目 標
もくひょう

達成
たっせい

に向
む

けた方策
ほうさく

を講
こう
じることで

2016～2018年度
ねんど

の「施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への

移行者数
いこうしゃすう

」の年
ねん
平均
へいきん

増加率
ぞうかりつ

(約
やく
 2.1 ％

ぱーせんと
 )達成
たっせい

を目
め
指
ざ

し、60人
にん
以上
いじょう

と設定
せってい

施設
しせつ

入 所 者 数
にゅうしょしゃすう

の減 少
げんしょう

：110人
にん
以上
いじょう

（2019年度
ねんど

末
まつ
2,009人

にん
から約

やく
5.5 ％

ぱーせんと
）

施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

のサ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す

利用
りよう

実績
じっせき

から、2017～2019

年
ねん
度
ど
の 年

ねん
平
へい
均
きん
減
げん
少
しょう
率
りつ

(1.4 ％
ぱーせんと

)が今
こん
後
ご
も続
つづ
くと

の見
み
込
こ
み 

成果
せいか

目 標
もくひょう

② 強化
きょうか

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう
の整備
せいび

及
およ
び機能
きのう

の充 実
じゅうじつ

１ か 所
しょ
以上
いじょう

の 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう
を確保
かくほ
し、その

機能
きのう
の充 実
じゅうじつ

のため年
ねん
１回
かい

以
い
上
じょう
運
うん
用
よう
状
じょう

況
きょう

を 検
けん

証
しょう
・検
けん
討
とう

国
くに
の基本
きほん
指針
ししん
どおり 
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2023年度
ねんど
の成果
せいか

目 標
もくひょう

目 標
もくひょう

（値
ち
） 設

せっ
定
てい
の 考
かんが
え方
かた

成果
せいか

目 標
もくひょう

③ 継続
けいぞく

福祉
ふくし
施設
しせつ
から一般

いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

を通
つう
じた一

いっ
般
ぱん
就
しゅう
労
ろう
への

移行者数
いこうしゃすう

 680 人
にん
以上
いじょう

 /2019

年度
ねんど
実績比
じっせきひ

1.11倍
ばい
以上
いじょう

・就 労
しゅうろう

移行
いこう
支援
しえん
利用者
りようしゃ

(430人
にん
/1.01倍

ばい
)以上
いじょう

・就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ
えー
型
がた
利用者
りようしゃ

(100人
にん
/1.15倍

ばい
)以上
いじょう

・就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえ ん
Ｂ型
びーがた

利用者
りようしゃ

(150人
にん
/1.36倍

ばい
)以上
いじょう

法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

引
ひ
き上

あ
げもあり

2018～2019年度
ねんど
は好 調
こうちょう

に

推移
すいい
。引

ひ
き続
つづ
き各種
かくしゅ

就 労
しゅうろう

支
し
援
えん
施
し
策
さく
を推

お
し進
すす
め、この

２ 年
ねん
間
かん
の 年

ねん
平均
へいきん

就 労
しゅうろう

移行率
いこうりつ

の達成
たっせい

を目
め
指
ざ
し、

680人
にん
以上
いじょう

と設定
せってい

。各
かく
サ
さ
ー
ー

ビ
び
ス
す
の 目 標
もくひょう

についてもこ

の２年
ねん
間
かん
の年
ねん
平均
へいきん

就 労
しゅうろう

移行率
いこうりつ

達成
たっせい

を目
め
指
ざ
し設定
せってい

就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

を 通
つう
じ て 一般

いっぱん
就 労
しゅうろう

に

移行
いこう
する方

かた
のうち、就 労

しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

を利用
りよう
する

割合
わりあい

：７割
わり

国
くに
の基本
きほん
指針
ししん
どおり 

成果
せいか

目 標
もくひょう

④ 強化
きょうか

医療的
いりょうてき

ケア
け あ

を 必要
ひつよう

とする 障
しょう
がいのあ

る子
こ
どもへの支援

しえん

医療的
いりょうてき

ケア
け あ
を必要
ひつよう

とする

障
しょう
がいのある子

こ
ども等

とう
に

関
かん
するコーディネート

こ ー で ぃ ね ー と
機能
きのう

の構築
こうちく

本市
ほんし

の社会
しゃかい

資源
しげん

の 状 況
じょうきょう

等
とう
をふまえ設定

せってい
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【2023年度
ねんど
の成果
せいか

目 標
もくひょう

】前
ぜん
頁
ぺーじ
からの続

つづ
き 

2023年度
ねんど
の成果
せいか

目 標
もくひょう

目 標
もくひょう

（値
ち
） 設

せっ
定
てい
の 考
かんが
え方
かた

成果
せいか

目 標
もくひょう

⑤ 新規
しんき

障
しょう
がい福祉

ふくし
サ
さ
ー
ー
ビ
び

ス
す
等
とう
の質
しつ
の向 上
こうじょう

を

図
はか
るための取組

とりくみ
の

推進
すいしん

本市
ほんし

における 障
しょう
がい福祉

ふくし

サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の質
しつ
の向 上
こうじょう

を

図
はか
るための 取組

とりくみ
の実施

じっし

体制
たいせい

を確保
かくほ
していくほか、

事業所
じぎょうしょ

支援
しえん
の取
とり
組
くみ
を推進
すいしん

市
し
職
しょく
員
いん
向
む
け の 取組

とりくみ
と

事業所
じぎょうしょ

支援
しえん

の 取組
とりくみ

を

両 輪
りょうりん

で推進
すいしん

していきなが

らサービス
さ ー び す

等
とう
の質
しつ
の向 上
こうじょう

を図
はか
る 

成果
せいか

目 標
もくひょう

⑥ 継続
けいぞく

障
しょう
がいのある方

かた
に

対
たい
する理解

りかい
促進
そくしん

(本市
ほんし
独自
どくじ

目 標
もくひょう

)

障
しょう
がいのある方

かた
にとって

地域
ちいき
で暮

く
らしやすいまちで

あると思
おも
う 障
しょう
がいのある

方
かた
の割合
わりあい

：60 ％
ぱーせんと

プラン
ぷ ら ん

の基本
きほん
理念
りねん
の推進
すいしん

を

目
め
指
ざ
し、前計画

ぜんけいかく
で未達成
みたっせい

で

あることから継続
けいぞく

し設定
せってい

する。目標値
もくひょうち

は、札幌市
さっぽろし

ま

ちづくり 戦 略
せんりゃく

ビジョン
び じ ょ ん

や

他
た
計画
けいかく

との整合性
せいごうせい

を図
はか
り

設定
せってい

障
しょう
がいのある子

こ
どもにと

って地域
ちいき
で暮

く
らしやすいま

ちであると思
おも
う保護者

ほごしゃ
の

割合
わりあい

：60 ％
ぱーせんと
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【成果
せいか

目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

】 

2023年度
ねんど
の成果
せいか

目 標
もくひょう

達成
たっせい

するための主
おも
な方策
ほうさく

成果
せいか

目 標
もくひょう

① 

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ
の 入
にゅう
所
しょ

者
しゃ
の地域
ちいき

生活
せいかつ

への 

移
い
行
こう

・地域
ちいき

生活
せいかつ

を 行
おこな
うために必要

ひつよう
な介護
かいご
・見

み
守
まも
り体制
たいせい

の 

充 実
じゅうじつ

強化
きょうか

・グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の整備
せいび

推進
すいしん

等
とう
による住

す
まいの確保

かくほ

・相談
そうだん

支援
しえん
（地域
ちいき
移行
いこう
支援
しえん

及
およ
び地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん
）の充 実

じゅうじつ

成果
せいか

目 標
もくひょう

② 

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう
の整備
せいび

及
およ
び機能
きのう

の充 実
じゅうじつ

・地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう
の整備
せいび

及
およ
び機能
きのう
の充 実
じゅうじつ

強化
きょうか

成果
せいか

目 標
もくひょう

③

福祉
ふくし
施設
しせつ
から一般

いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

雇用
こよう
の促進
そくしん

や就 労
しゅうろう

の安定
あんてい

、支援者
しえんしゃ

の能 力
のうりょく

向 上
こうじょう

を図
はか

るための各種
かくしゅ

取組
とりくみ

（ 障
しょう
がい者

しゃ
就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

、障
しょう
がい者

しゃ
元気
げんき
スキルアップ
す き る あ っ ぷ

事業
じぎょう

、 障
しょう
がい者

しゃ
協
きょう

働
どう
事業
じぎょう

等
とう
）を実施

じっし

成果
せいか

目 標
もくひょう

④ 

医療的
いりょうてき

ケア
け あ

を 必要
ひつよう

とする 障
しょう
がいのあ

る子
こ
どもへの支援

しえん

・医療的
いりょうてき

ケア児
け あ じ

支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

の充 実
じゅうじつ

新規
しんき

・ 障
しょう
がい福祉

ふくし
事業所
じぎょうしょ

や学校
がっこう

や保育所
ほいくしょ

等
とう
を支援
しえん
するサ

さ
ポ
ぽ

 ー
ー
ト
と
医師
い し
の配置
はいち

新規
しんき

成果
せいか

目 標
もくひょう

⑤ 

障
しょう
がい福祉

ふくし
サ
さ
ー
ー
ビ
び

ス
す
等
とう
の質
しつ
の向 上
こうじょう

を

図
はか
るための取組

とりくみ
の

推進
すいしん

・ 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
に係
かか
る各種
かくしゅ

研 修
けんしゅう

の実施
じっし

新規
しんき

・指導
しどう
監査
かんさ
結果
けっか
の関係
かんけい

市町村
しちょうそん

との共 有
きょうゆう

新規
しんき

・ 障
しょう
がい福祉

ふくし
人材
じんざい

確保
かくほ
・定 着
ていちゃく

サポート
さ ぽ ー と

事業
じぎょう

（研 修
けんしゅう

、

 キャリ
き ゃ り

アパス
あ ぱ す

制度
せいど

導 入
どうにゅう

事業所
じぎょうしょ

支援
しえん
、 障
しょう
がい福祉

ふくし
の仕

し

 事
ごと
の魅力
みりょく

発信
はっしん

）の実施
じっし

新規
しんき



概要
がいよう

13 

【成果
せいか

目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

】前
ぜん
頁
ぺーじ
からの続

つづ
き

2023年度
ねんど
の成果
せいか

目 標
もくひょう

達成
たっせい

するための主
おも
な方策
ほうさく

成果
せいか

目 標
もくひょう

⑤ 

障
しょう
がい福祉

ふくし
サ
さ
ー
ー
ビ
び

ス
す
等
とう
の質
しつ
の向 上
こうじょう

を

図
はか
るための取組

とりくみ
の

推進
すいしん

・集 団
しゅうだん

指導
しどう

等
とう
の実施
じっし
、自立
じりつ
支援
しえん
審査
しんさ
システム
し す て む

審査
しんさ
結果
けっか

等
とう

 の共 有
きょうゆう

新規
しんき

・ 障
しょう
がい児

じ
地域
ちいき
支援
しえん
マネージャー
ま ね ー じ ゃ ー

による事業所
じぎょうしょ

への技
ぎ

 術
じゅつ
支
し
援
えん
等
とう
新
しん
規
き

・新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感 染 症
かんせんしょう

等
とう
の対策
たいさく

に係
かか
る事業所
じぎょうしょ

 支援
しえん

新規
しんき

・ 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の質
しつ
を評価
ひょうか

する仕
し
組
く
みの検討

けんとう

新規
しんき

成果
せいか

目 標
もくひょう

⑥ 

障
しょう
がいのある方

かた
に

対
たい
する理解

りかい
促進
そくしん

(本市
ほんし
独自
どくじ

目 標
もくひょう

)

心
こころ
のバリアフリー

ば り あ ふ り ー
の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

の推進
すいしん

強化
きょうか

 ・市民
しみん
、企

き
業
ぎょう
向
む
けの 心

こころ
のバリアフリー

ば り あ ふ り ー
研 修
けんしゅう

の実施
じっし

 ・心
こころ
のバリアフリーガイド

ば り あ ふ り ー が い ど
（わかりやすい版

ばん
）の小 学

しょうがく

  ４年
ねん
生
せい
への配布

はいふ
、出前
でまえ
講座
こうざ
などを通

つう
じた、子

こ
どもの理

り

  解
かい
促
そく
進
しん

 ・ヘルプマーク
へ る ぷ ま ー く

・ヘルプカード
へ る ぷ か ー ど

の配布
はいふ
・周知
しゅうち

 ・札幌市
さっぽろし

心
こころ
のバリアフリー

ば り あ ふ り ー
推進
すいしん

マーク
ま ー く

を活用
かつよう

した普
ふ

  及
きゅう
啓
けい
発
はつ
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第
だい
４章
しょう
 障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の種
しゅ
類
るい
ごとのサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
量
りょう
見
み
込
こ
み 

・国
くに
の基

き
本
ほん
指針
ししん
に基
もと
づき、過去

か こ
実績
じっせき

等
とう
から見込量

みこりょう
を算 出
さんしゅつ

。 概
おおむ
ね増加
ぞうか

傾向
けいこう

の見
み
込
こ

み。 

・下表
かひょう

に記載
きさい
している 障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

以外
いがい
にも、本書

ほんしょ
では、国

くに
の基本
きほん
指針
ししん

等
とう

に基
もと
づいて「相談

そうだん
支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

・強化
きょうか

等
とう
」や「 障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の質
しつ

の向 上
こうじょう

」、「その他
た
の社会
しゃかい

参加
さんか
に係
かか
る支援
しえん
」などに係

かか
る見込量
みこみりょう

を設
せっ
定
てい
。 

【主
おも
な 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の種類
しゅるい

ごとのサービス
さ ー び す

量
りょう
見
み
込
こ
み】

サービス
さ ー び す

種別
しゅべつ

単位
た ん い 2021 2022 

2023 
(2020決見比

け つ み ひ
)

訪問
ほうもん

系
けい

居宅
きょたく

介護
かいご
、重度
じゅうど

訪
ほう
問
もん

介護
かいご
、同行
どうこう

援護
えんご
、行
こう
動
どう

援
えん
護
ご
、 重
じゅう
度
ど
障
しょう
がい

者
しゃ
等
とう
包
ほう
括
かつ
支援
しえん

利用
りよう

人数
にんずう

（人
にん
/月
つき
） 6,021 6,151

6,291

(107 ％
ぱーせんと

)

利用
りよう
時間数
じかんすう

（時間
じかん
/月
つき
） 239,150 256,500

275,730

(125 ％
ぱーせんと

)

日 中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

生
せい
活
かつ
介
かい
護
ご
、 自

じ
立
りつ
訓
くん

練
れん
、 就
しゅう
労
ろう
移
い
行
こう
・継
けい

続
ぞく
・定
てい
着
ちゃく
支
し
援
えん
、療
りょう

養
よう
介
かい
護
ご
、短
たん
期
き
入
にゅう
所
しょ

利用
りよう

人数
にんずう

（人
にん
/月
つき
） 18,970 19,930

20,880

(116 ％
ぱーせんと

)

利用
りよう

日数
にっすう

（人
にん
日
にち
/月
つき
） 293,990 302,070

310,280

(109 ％
ぱーせんと

)

居 住
きょじゅう

系
けい

自
じ
立
りつ
生
せい
活
かつ
援
えん
助
じょ
、 共
きょう

同
どう
生
せい
活
かつ
援
えん
助
じょ
、 施

し
設
せつ

入
にゅう
所
しょ
支
し
援
えん

利用
りよう

人数
にんずう

（人
にん
/月
つき
） 5,943 6,236

6,559

(116 ％
ぱーせんと

)



概要
がいよう

15 

【主
おも
な 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の種類
しゅるい

ごとのサービス
さ ー び す

量
りょう
見
み
込
こ
み】前

ぜん
頁
ぺーじ
からの続

つづ
き

サービス
さ ー び す

種別
しゅべつ

単位
た ん い 2021 2022

2023 
(2020決見比

け つ み ひ
)

相談
そうだん

支援
しえん

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん 利用

りよう
人数
にんずう

（人
にん
/月
つき
） 9,545 10,161

10,777

(121 ％
ぱーせんと

)

障
しょう
がい児

じ
支援
しえん

サービス
さ ー び す

児
じ
童
どう
発
はっ
達
たつ
支
し
援
えん
 ( 医

い

療
りょう
型
がた
・居
きょ
宅
たく
訪
ほう
問
もん
型
がた

含
ふく
む)、放

ほう
課
か
後
ご
等
とう
デ
で
イ
い

サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
、保

ほ
育
いく
所
しょ
等
とう

訪
ほう
問
もん
支
し
援
えん
、 障
しょう
がい

児
じ
相
そう
談
だん
支
し
援
えん

利用
りよう
児童数
じどうすう

（人
にん
/月
つき
） 15,108 16,302

17,496

(126 ％
ぱーせんと

)

利用
りよう

日数
にっすう

（人
にん
日
にち
/月
つき
） 134,580 144,390

154,200

(124 ％
ぱーせんと

)
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第
だい
５章
しょう
 計画
けいかく
の推進
すいしん
体制
たいせい

○計画
けいかく

（Plan
ぷらん

） 

国
くに
の計画
けいかく

や基本
きほん
指針
ししん

等
とう
に基
もと
づき、障

しょう
がいのある方

かた
や関係者
かんけいしゃ

、市民
しみん
のご意

い
見
けん
をお

聴
き
きしながら、本

ほん
計
けい
画
かく
を策定
さくてい
。

○実行
じっこう

（Do
どぅー
） 

作成
さくせい

した計画
けいかく

を、障
しょう
がいのある方

かた
も含
ふく
め、広

ひろ
く市民
しみん
に周知
しゅうち

するとともに、関係
かんけい

部局
ぶきょく

とも連携
れんけい

しながら、目 標
もくひょう

等
とう
の達成
たっせい

に向
む
けて施策

しさく
を推進
すいしん

。 

○評価
ひょうか

（Check
ち ぇっ く

） 

本計画
ほんけいかく

に基
もと
づき施策

しさく
の実績
じっせき

や達成
たっせい

状 況
じょうきょう

等
とう
について、札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさく

推進審
すいしんしん

議会
ぎかい
、札幌市
さっぽろし

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい
、札幌市
さっぽろし

精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほけん
福祉審
ふくししん

議会
ぎかい

等
とう
の関
かん

係
けい
機関
きかん
に報告
ほうこく

し、中 間
ちゅうかん

評価
ひょうか

を 行
おこな
う。 

○改善
かいぜん

（Act
あくと
） 

中 間
ちゅうかん

評価
ひょうか

の結果
けっか

等
とう
を受

う
け、関係

かんけい
機関
きかん
の意見
いけん

等
とう
も踏

ふ
まえながら、必要

ひつよう
に応
おう
じ、施策

しさく

の見
み
直
なお
しや新規

しんき
施策
しさく
の追加
ついか
など、計画

けいかく
の見

み
直
なお
しを 行

おこな
う。 





～さっぽろ障
しょう
がい者

しゃ
プラン
ぷ ら ん

2018～

札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい福祉

ふ く し
計
けい
画
かく
(第
だい
６期

き
) 

札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい児

じ
福祉
ふ く し

計画
けいかく

(第
だい
２期

き
) 

(案
あん
) 

札幌市
さっぽろし



はじめに

はじめに 

令
れい
和
わ
３年
ねん
（2021 年

ねん
）3月

がつ

札幌
さっぽろ
市長
しちょう
 秋元
あきもと
 克
かつ
広
ひろ

 市
し
長
ちょう
挨
あい
拶
さつ
文
ぶん
 掲
けい
載
さい
予
よ
定
てい



目次
もくじ

第
だい
１章
しょう
 計画
けいかく
の策定
さくてい
にあたって                  

１ 策定
さくてい

の趣旨
しゅし

1
２ 策定

さくてい
の根拠

こんきょ
1

３ 計画
けいかく
期間
きか ん

2 
４ 計画

けいかく
の位置

い ち
づけ                    2

５ さっぽろ障
しょう
がい者

しゃ
プラン
ぷ ら ん

 2018 の概要
がいよう

3
（１）プラン

ぷ ら ん
の位置

い ち
づけ                  3

（２）プラン
ぷ ら ん

の計画
けいかく
期間
きか ん

3 
（３）プラン

ぷ ら ん
に関連

かんれん
する主

おも
な計画

けいかく
4 

（４）プラン
ぷ ら ん

の体系
たいけい

6 

第
だい
２章
しょう
 計画
けいかく
策定
さくてい
の背景
はいけい

１ 障
しょう
がい者

しゃ
福祉
ふくし
をめぐる国

くに
の動向

どうこう
13

２ 札幌市
さっぽろし

の現状
げんじょう

15 
（１）札幌市

さっぽろし
における施策

しさく
展開
てんかい

15 
（２）障

しょう
がいのある方

かた
の状 況
じょうきょう

15 
（３）障

しょう
がい別

べつ
の状 況
じょうきょう

17 
（４）障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
利
り
用
よう
者
しゃ
数
すう
・給付費
きゅうふひ

の推移
すいい

20 
３ 令和元

れいわがん
年度
ねん ど
札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい児者

じしゃ
実態
じったい
等
とう
調査
ちょうさ
結果
けっ か
（概要
がいよう
）    22 

（１）調査
ちょうさ
の概要

がいよう
22 

（２）調査
ちょうさ
結果
けっ か

23
4 目

め
指
ざ
すべき共

きょう
生
せい
社
しゃ
会
かい
に向

む
けて ～障

しょう
がい福祉

ふく し
施
し
策
さく
の視

し
点
てん
から～ 30 



目次
もくじ

第
だい
３章
しょう
 計画
けいかく
の体系
たいけい

１ 基本
きほ ん
理念
りね ん
・計画
けいかく

目標
もくひょう

32
２ 2023年度

ねん ど
の成果

せいか
目標
もくひょう

33
成果
せいか

目標
もくひょう

① 入所
にゅうしょ

施設
しせ つ
の入所者

にゅうしょしゃ
の地域

ちいき
生活
せいかつ

への移行
いこう

34 
成果
せいか

目標
もくひょう

② 地域
ちい き
生活
せいかつ
支援
しえ ん
拠点
きょてん
等
とう
の整

せい
備
び
及
およ
び機

き
能
のう
の充実

じゅうじつ
37 

成果
せいか

目標
もくひょう

③ 福祉
ふく し
施設
しせ つ
から一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移行
いこう

38 
成果
せいか

目標
もくひょう

④ 医療的
いりょうてき

ケア
け あ
を必要
ひつよう
とする障

しょう
がいのある子

こ
どもへ 

の支援
しえん

41
成果
せ い か

目標
もくひょう

⑤ 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の質

しつ
の向上
こうじょう

を図
はか
るため 

の取組
とりくみ
の推進
すいしん

43
成果
せいか

目標
もくひょう

⑥ 障
しょう
がいのある方

かた
に対

たい
する理解

りかい
促進
そくしん

46 

第
だい
４章
しょう
 障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の種
しゅ
類
るい
ごとのサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
量
りょう
見
み
込
こ
み    

１ 訪問
ほうもん
系
けい
サービス
さ ー び す

48 
２ 日中

にっちゅう
活動
かつどう
系
けい
サービス
さ ー び す

50
３ 居住

きょじゅう
系
けい
サービス
さ ー び す

等
とう

54 
４ 相談

そうだん
支援
しえ ん
サービス
さ ー び す

56 
５ 障

しょう
がい児

じ
支援
しえん
サービス
さ ー び す

57 
６ 発達障

はったつしょう
がい者

しゃ
支援
しえん

60 
７ 精神障

せいしんしょう
がいにも対応

たいおう
した地域

ちいき
包括
ほうかつ
ケアシステム
け あ し す て む

の構築
こうちく

62 
８ 相談

そうだん
支援
しえ ん
体制
たいせい
の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか
等
とう

63 
９ 障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の質

しつ
の向上

こうじょう
64 

10 地域
ちい き
生活
せいかつ
支援
しえ ん
事業
じぎょう
等
とう
のサービス

さ ー び す
66 

11 その他
た
の社会

しゃかい
参加
さん か
に係
かか
る支援

しえん
80 

12 サービス
さ ー び す

見込量
みこみりょう

等
とう
確保
かく ほ
のための主

おも
な方策
ほうさく

82



目次
もくじ

第
だい
５章
しょう
 計画
けいかく
の推進
すいしん
体制
たいせい

１ P D C A
ぴーでぃーしーえー

サイクル
さ い く る

について                83 
２ P D C A

ぴーでぃーしーえー
サイクル
さ い く る

の実施
じっし

83 

第
だい
６章
しょう
 資料編
しりょうへん

１ 検討
けんとう
体制
たいせい

85
２ 令和元

れいわがん
年度
ねん ど
札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい児者

じしゃ
実態
じったい
等
とう
調査
ちょうさ

85
３ 市民

しみん
意見
いけ ん
募集
ぼしゅう

85
４ パ

ぱ
ブ
ぶ
リ
り
ッ
っ
ク
く
コ
こ
メ
め
ン
ん
ト
と
で寄

よ
せられた意

い
見
けん

90
５ 計

けい
画
かく
案
あん
からの修

しゅう
正
せい
点
てん

90 
６ 障

しょう
がい児

じ
・者数
しゃすう

91 
７ 事業所数

じぎょうしょすう
（指

し
定
てい
障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
事
じ
業
ぎょう
所
しょ
等
とう
）     95 

８ 障
しょう
がい福祉

ふくし
計画
けいかく
（第
だい
５期

き
）・障

しょう
がい児

じ
福祉
ふくし
計画
けいかく
（第
だい
１期

き
）    

    の成果
せいか

目標
もくひょう

の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

98
９ 障

しょう
がい福祉

ふくし
計画
けいかく
（第
だい
６期

き
）・障

しょう
がい児

じ
福祉
ふくし
計画
けいかく
（第
だい
２期

き
） 

    の成
せい
果
か
目
もく
標
ひょう
の国

くに
の基

き
本
ほん
指
し
針
しん
との対応

たいおう
関係
かんけい

100
10 障

しょう
がい福祉

ふくし
計画
けいかく
（第
だい
５期

き
）・障

しょう
がい児

じ
福祉
ふくし
計画
けいかく
（第
だい
１期

き
） 

    のサービス
さ ー び す

見
み
込
こみ
量
りょう
の進捗

しんちょく
状 況
じょうきょう

104 
11 用語集

ようごしゅう
110 



第
だい
１ 章
しょう

 計 画
けいかく

の策 定
さくてい

にあたって

1

第
だい
１章
しょう
 計画
けいかく
の策定
さくてい
にあたって 

１ 策定
さくてい
の趣旨

し ゅ し

札幌市
さっぽろし

では、現在
げんざい
、「共生

きょうせい
社会
しゃかい
の実現
じつげん
」を基本

きほん
理念
りねん
とする「さっぽろ障

しょう
がい者

しゃ
プラン
ぷ ら ん

2018」（以下
い か
、「プラン

ぷ ら ん
」という。）に基

もと
づき、障

しょう
がい者

しゃ
計画
けいかく
によって施

し
策
さく
の方向性
ほうこうせい

を

定
さだ
めるとともに、障

しょう
がい福祉

ふくし
計画
けいかく
（第
だい
５期

き
）及
およ
び障
しょう
がい児

じ
福祉
ふくし
計画
けいかく
（第
だい
１期

き
）によ

り障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の提供
ていきょう

体制
たいせい
の確保

かくほ
を図
はか
っているところです。 

プラン
ぷ ら ん

策定後
さくていご

、国
くに
においては、社会

しゃかい
のバリア

ば り あ
（社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

）の除去
じょきょ
に向

む
けた取

とり
組
くみ
が

推進
すいしん

されるとともに、障
しょう
がいのある方

かた
の社
しゃ
会
かい
参
さん
加
か
の促

そく
進
しん
のため、障害者

しょうがいしゃ
文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう
推進法
すいしんほう

や読
どく
書
しょ
バ
ば
リ
り
ア
あ
フ
ふ
リ
り
ー
ー
法
ほう
が施行

しこう
されました。また、障

しょう
がいのある方

かた
が自

みずか
ら

の望
のぞ
む生

せい
活
かつ
が地

ち
域
いき
で 営

いとな
めるよう、生活

せいかつ
と就労

しゅうろう
に関

かん
する支

し
援
えん
の充実

じゅうじつ
や多様化

た よ う か
する

ニーズ
に ー ず

にきめ細
こま
かく対

たい
応
おう
するための支援

しえん
の拡充
かくじゅう

等
とう
、サービス

さ ー び す
の質
しつ
の確
かく
保
ほ
及
およ
び向
こう
上
じょう
を

図
はか
るための環

かん
境
きょう
整
せい
備
び
も進

すす
められるなど、障

しょう
がいのある方

かた
を取

と
り巻

ま
く環

かん
境
きょう
は変

へん
化
か
し

続
つづ
けています。 

計画
けいかく
期間
きかん
の終 了
しゅうりょう

に伴
ともな
い作
さく
成
せい
する札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい福祉

ふくし
計
けい
画
かく
（第
だい
６期

き
）及
およ
び札幌市

さっぽろし
障
しょう

がい児
じ
福
ふく
祉
し
計画
けいかく
（第
だい
２期

き
）においては、こうした社

しゃ
会
かい
背
はい
景
けい
や国
くに
の計
けい
画
かく
に示
しめ
される新

あら
た

な方
ほう
向
こう
性
せい
に対
たい
応
おう
し、今後

こんご
の札幌市

さっぽろし
における障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の更
さら
なる充実

じゅうじつ
を図

はか

ってまいります。 

２ 策定
さくてい
の根拠
こんきょ

札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい福祉

ふくし
計
けい
画
かく
（第

だい
６期

き
）及

およ
び札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい児

じ
福
ふく
祉
し
計画
けいかく

（第
だい
２期

き
）は、

「障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ
及
およ
び社会
しゃかい
生活
せいかつ
を総合的
そうごうてき

に支援
しえん
するための法律

ほうりつ
」（以

い
下
か
、「障害者

しょうがいしゃ

総合
そうごう
支援法
しえんほう

」という。）（第
だい
88 条

じょう
第
だい
１項
こう
）及
およ
び児童

じどう
福祉法
ふくしほう

（第
だい
33 条

じょう
の 20第

だい
１項
こう
）に基

もと

づき策定
さくてい
する「市町村

しちょうそん
障害
しょうがい

（児
じ
）福祉

ふくし
計画
けいかく
」です。  
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国
くに
が定
さだ
める「障害

しょうがい
福祉
ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
及
およ
び障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん
等
とう
の円滑
えんかつ
な実施

じっし
を確保

かくほ
する 

ための基本的
きほんてき

な指針
ししん
」（以下

い か
、「国

くに
の基本

きほん
指針
ししん
」という。）では、市町村

しちょうそん
が、令和

れいわ
３年度

ねんど

から令和
れいわ
５年度

ねんど
までの「市町村

しちょうそん
障害
しょうがい

（児
じ
）福祉
ふくし
計画
けいかく
」の作

さく
成
せい
に当

あ
たって即

そく
すべき事

じ
項
こう

が定
さだ
められています。 

３ 計画
けいかく
期間
き か ん

2021年
ねん
度
ど
（令
れい
和
わ
３年
ねん
度
ど
）から 2023年

ねん
度
ど
（令
れい
和
わ
５年
ねん
度
ど
）までの３年

ねん
間
かん
とします。 

４ 計画
けいかく
の位置

い ち
づけ 

札幌市
さっぽろし

の 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

及
およ
び 障

しょう
がい児

じ
通
つう
所
しょ
支
し
援
えん
等
とう
に係

かか
る提供

ていきょう
体制
たいせい

の確保
かくほ
等
とう

を総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

に進
すす
めるための計画

けいかく
です。2018年

ねん
（平成
へいせい
30年

ねん
）３月

がつ
に策定
さくてい
した障

しょう

がい者
しゃ
計画
けいかく

1とともに、さっぽろ障
しょう
がい者

しゃ
プラン
ぷ ら ん

2018 を構
こう
成
せい
しています。 

【図
ず
１】計画

けいかく
の構成
こうせい

1 障
しょう
害
がい
者
しゃ
基
き
本
ほん
法
ほう
に基

もと
づく「市

し
町
ちょう
村
そん
障
しょう
害
がい
者
しゃ
計
けい
画
かく
」。札

さっ
幌
ぽろ
市
し
の障

しょう
がい福祉

ふ く し
に関

かん
する基

き
本
ほん
的
てき
な施

し
策
さく
を

定
さだ
めている。 

さっぽろ障
しょう
がい者

しゃ
プラン
ぷ ら ん

2018

障
しょう
がい者

しゃ
計画
けいかく

（2018-2023）

障
しょう
がい福祉

ふ く し
計画
けいかく

（第
だい
６期

き
）

障
しょう
がい児

じ
福祉
ふ く し
計画
けいかく
（第
だい
２期

き
）

（2021-2023） 

障
しょう
がい福祉

ふくし
計画
けいかく

（第
だい
５期

き
）

障
しょう
がい児

じ
福祉
ふくし
計画
けいかく
（第
だい
１期

き
）

（2018-2020） 
改定
かいてい



第
だい
１ 章
しょう

 計 画
けいかく

の策 定
さくてい

にあたって

3

５ さっぽろ障
しょう
がい者

しゃ
プラン
ぷ ら ん

2018 の概要
がいよう

（１）プラン
ぷ ら ん

の位
い
置
ち
づけ 

札幌市
さっぽろし

のまちづくりの基本
きほん
指針
ししん
である「札幌市

さっぽろし
まちづくり戦略

せんりゃく
ビジョン
び じ ょ ん

」を 

上
じょう
位
い
計
けい
画
かく
とする障

しょう
がい福祉

ふくし
施策
しさく
に関
かん
する部門

ぶもん
別
べつ
計画
けいかく
。国
くに
・北海道
ほっかいどう

・札幌市
さっぽろし

が定
さだ

める関連
かんれん
計画
けいかく
と整合
せいごう
を図
はか
り策定
さくてい
しています。 

【図
ず
２】他

た
計画
けいかく
との関係

かんけい
イメージ
い め ー じ

（２）プラン
ぷ ら ん

の計
けい
画
かく
期
き
間
かん

2018年
ねん
度
ど
（平成
へいせい
30年

ねん
度
ど
）から 2023年

ねん
度
ど
（令
れい
和
わ
５年
ねん
度
ど
）までの６年

ねん
間
かん

【図
ず
３】計画

けいかく
期間
き か ん
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（３）プラン
ぷ ら ん

に関連
かんれん
する主

おも
な計画
けいかく

 少子
しょうし
高齢化
こうれいか

や核家族化
かくか ぞ く か

の進行
しんこう
等
とう
、地域

ちいき
社会
しゃかい

を取
と
り巻

ま
く環

かん
境
きょう
は大

おお
きく変

か
わり、

市民
しみん
の多様

たよう
なニーズ

に ー ず
や複雑化

ふくざつか
した課題

かだい
に対

たい
し包括的

ほうかつてき
な対応

たいおう
が求

もと
められています。 

 保健
ほけん
福祉
ふくし
関係
かんけい
の各計画
かくけいかく

の策定
さくてい
や推進
すいしん
に当

あ
たっては、各計画

かくけいかく
の成
せい
果
か
指
し
標
ひょう
や進捗

しんちょく

状 況
じょうきょう

を共有
きょうゆう

・協議
きょうぎ

しながら施策
しさく
を展開

てんかい
するとともに、「札幌市

さっぽろし
保健
ほけん
福祉
ふくし
施策
しさく

総合
そうごう
推進
すいしん
本部
ほんぶ

2」にて一体的
いったいてき

に検討
けんとう
・調整
ちょうせい

することとしています。 

■札幌市
さっぽろし

地域
ち い き
福祉
ふ く し
社会
しゃかい
計画
けいかく
2018 

幅
はば
広
ひろ
い市民

しみん
の主体的
しゅたいてき

な参加
さんか
と、事

じ
業者
ぎょうしゃ

、行政
ぎょうせい

等
とう
の協働
きょうどう

により、地域
ちいき
福祉
ふくし
に関
かん
連
れん
す

る取
とり
組
くみ
を進

すす
めることで、「みんなで支

ささ
え合

あ
い住

す
み慣

な
れた地域

ちいき
で安心

あんしん
して暮

く
らし続

つづ
けら

れるまちさっぽろ」を実現
じつげん
することを目的

もくてき
として策定

さくてい
したものです。 

■札幌市
さっぽろし

高齢者
こうれいしゃ

支援
し え ん
計画
けいかく
2018・2021 

 要介護
ようかいご

状態
じょうたい

となっても住
す
み慣

な
れた地域

ちいき
で自分

じぶん
らしい暮

く
らしを人生

じんせい
の最後

さいご
まで続

つづ
け

ることができるよう、地域
ちいき
包括
ほうかつ
ケア
け あ
体制
たいせい

の深化
しんか
に向

む
けた取組

とりくみ
を定

さだ
める「高齢者

こうれいしゃ
保健
ほけん

福祉
ふくし
計画
けいかく
」と「介護

かいご
保険
ほけん
事業
じぎょう
計画
けいかく
」を一体的

いったいてき
に策定
さくてい
したものです。2021年

ねん
から３年

ねん
間
かん

を計
けい
画
かく
期
き
間
かん
とする札幌市

さっぽろし
高齢者
こうれいしゃ

支援
しえん
計画
けいかく
2021 を新

あら
たに策定

さくてい
しました。 

■さっぽろ医療
いりょう
計画
けいかく
2018 

市民
しみん
が生涯

しょうがい
を通
とお
して健康

けんこう
で安心

あんしん
して暮

く
らせる社会

しゃかい
の実現

じつげん
に向

む
け、在宅

ざいたく
医療
いりょう
体制
たいせい

の

強化
きょうか

や医療
いりょう

に関
かん
する適切

てきせつ
な情報

じょうほう
提供
ていきょう

を行
おこな
うなど医療

いりょう
・保健

ほけん
システム
し す て む

の確立
かくりつ

を基本
きほん

理念
りねん
として策定

さくてい
したものです。  

2 札幌市
さっぽろし

における保健
ほけ ん
福祉
ふ く し
施策
し さ く
を総合的

そうごうてき
かつ効果的

こうかてき
に推進

すいしん
するために、札幌市

さっぽろし
内部
な い ぶ
に設

もう
けられた

委員会
いいんかい

。 
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【図
ず
４】３計画

けいかく
との関係

かんけい
イメージ
い め ー じ

【障
しょう
害
がい
者
しゃ
基
き
本
ほん
法
ほう
による“障

しょう
害
がい
者
しゃ
”の定

てい
義
ぎ
】 

  障
しょう
害
がい
者
しゃ
基
き
本
ほん
法
ほう
第
だい
２条
じょう
で“ 障

しょう
害
がい
者
しゃ
”は、「身

しん
体
たい
障
しょう
害
がい
、知

ち
的
てき
障
しょう
害
がい
、精
せい
神
しん
障
しょう
害
がい

（発
はっ
達
たつ
障
しょう
害
がい
を含
ふく
む。）その他

た
の心
しん
身
しん
の機

き
能
のう
の障
しょう
害
がい
（以

い
下
か
「障
しょう
害
がい
」と総

そう
称
しょう
す

る。）がある者
もの
であって、障

しょう
害
がい
及
およ
び社
しゃ
会
かい
的
てき
障
しょう
壁
へき
により継

けい
続
ぞく
的
てき
に日
にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
又
また
は社
しゃ

会
かい
生
せい
活
かつ
に相
そう
当
とう
な制
せい
限
げん
を受

う
ける状

じょう
態
たい
にあるもの」とされています。 

2013年
ねん
（平
へい
成
せい
25年

ねん
）４月

がつ
に施

し
行
こう
された障

しょう
害
がい
者
しゃ
総
そう
合
ごう
支
し
援
えん
法
ほう
では、制

せい
度
ど
の谷
たに
間
ま
の

ない支
し
援
えん
を提
てい
供
きょう
する観

かん
点
てん
から、障

しょう
がい者

しゃ
の定
てい
義
ぎ
に新
あら
たに難

なん
病
びょう
等
とう
を追
つい
加
か
し、障

しょう

がい福
ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の対
たい
象
しょう
としました。
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（４）プラン
ぷ ら ん

の体系
たいけい

■基本
き ほ ん
理念
り ね ん

 障
しょう
がいのある人

ひと
もない人

ひと
も、その命

いのち
の尊厳
そんげん
が当然
とうぜん
に保障
ほしょう
され、市民

しみん
誰
だれ
もが互

たが
いに

人格
じんかく
と個性

こせい
を尊重
そんちょう

し支
ささ
え合

あ
う共生
きょうせい

社会
しゃかい
の実現
じつげん

■計画
けいかく

目標
もくひょう

１ 地域
ちいき

社会
しゃかい

の 障
しょう
がいのある人

ひと
に対
たい
する理解

りかい
促進
そくしん

２ 障
しょう
がいのある人

ひと
の自己

じ こ
決定
けってい

の尊 重
そんちょう

と意思
い し
決定
けってい

の支援
しえん

３ 施設
しせつ
、病院
びょういん

から地域
ちいき
への移行

いこう
推進
すいしん
と地域

ちいき
生活
せいかつ
を支
ささ
えるためのサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
提
てい
供
きょう
基
き
盤
ばん

の一層
いっそう
の充実
じゅうじつ

４ 市民
しみん
、事

じ
業者
ぎょうしゃ

、行政
ぎょうせい

などの連携
れんけい
強化
きょうか
による地域

ちいき
の福祉力
ふくしりょく

の向上
こうじょう

５ 障
しょう
がいのある子

こ
どもへの支援

しえん

６ 障
しょう
がいを理由

りゆう
とする差別

さべつ
の解 消
かいしょう

■施策
し さ く
（※障

しょう
がい者

しゃ
計画
けいかく
） 



第
だい
１ 章
しょう

 計 画
けいかく

の策 定
さくてい

にあたって

7

■分野
ぶ ん や
ごとの基本

き ほ ん
施策
し さ く
（※障

しょう
がい者

しゃ
計画
けいかく
） 

【横断的
おうだんてき

分野
ぶ ん や
１ 障

しょう
がい等

とう
への理解

り か い
促進
そくしん
】 

基本
き ほ ん
方針
ほうしん

基本
きほん
方針
ほうしん

１ 障
しょう
がいのある人

ひと
もない人

ひと
も、市民

しみん
誰
だれ
もが互

たが
いに人格

じんかく
と個性

こせい
を尊重
そんちょう

し支
ささ
え合

あ
う「共生

きょうせい
社会
しゃかい
」の理念

りねん
の普及
ふきゅう
を図
はか
ります。 

基本
きほん
方針
ほうしん
２ 市民

しみん
や企業
きぎょう
の自主的

じしゅてき
な福祉

ふくし
活動
かつどう
を支援

しえん
し、理解

りかい
促進
そくしん

を図
はか
ります。 

基本
き ほ ん
施策
し さ く

基本
きほん
施策
しさく
１ 啓発

けいはつ
・広報
こうほう
活動
かつどう
、福祉

ふくし
教育
きょういく

などの推進
すいしん

基本
きほん
施策
しさく
２ 公共

こうきょう
サービス
さ ー び す

従事者
じゅうじしゃ

、企業
きぎょう
、学校
がっこう
などに対

たい
する理解

りかい
促進
そくしん

基本
きほん
施策
しさく
３ ボランティア

ぼ ら ん て ぃ あ
活動
かつどう
・社会
しゃかい
貢献
こうけん
活動
かつどう
への支援

しえん

【横断的
おうだんてき

分野
ぶ ん や
２ 生活

せいかつ
環境
かんきょう

の整備
せ い び
】 

基本
き ほ ん
方針
ほうしん

基本
きほん
方針
ほうしん
１ 全

すべ
ての市民

しみん
が安心
あんしん
して快適

かいてき
に暮

く
らせるまちづくりを進

すす
めます。 

基本
き ほ ん
施策
し さ く

基本
きほん
施策
しさく
１ バリアフリー

ば り あ ふ り ー
に基
もと
づくまちづくりの推進

すいしん

基本
きほん
施策
しさく
２ 住

す
まいの確保

かくほ
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【横断的
おうだんてき

分野
ぶ ん や
３ 情報

じょうほう
アクセシビリティ
あ く せ し び り て ぃ

の向上
こうじょう

・意思
い し
疎通
そ つ う
支援
し え ん
の充実
じゅうじつ

】 

基本
き ほ ん
方針
ほうしん

基本
きほん
方針
ほうしん
１ 障

しょう
がい特性

とくせい
に応
おう
じたコミュニケーション

こ み ゅ に け ー し ょ ん
手段
しゅだん
の理解

りかい
と利用

りよう
を促
そく
進
しん

し、障
しょう
がいのある人

ひと
が情報
じょうほう

を取得
しゅとく
したり、コ

こ
ミ
み
ュ
ゅ
ニ
に
ケ
け
ー
ー
シ
し
ョ
ょ
ン
ん
しや

すい環 境
かんきょう

づくりを進
すす
めます。 

基本
きほん

方針
ほうしん

２ 障
しょう
がいのある人

ひと
の情報
じょうほう

通信
つうしん
技術
ぎじゅつ
の利用

りよう
及
およ
び活用
かつよう
の機会

きかい
の拡大
かくだい
を図
はか

      り、情報
じょうほう

アクセシビリティ
あ く せ し び り て ぃ

の向上
こうじょう

につなげます。 

基本
き ほ ん
施策
し さ く

基本
きほん
施策
しさく
１ 障

しょう
がい特性

とくせい
に応
おう
じたコミュニケーション

こ み ゅ に け ー し ょ ん
手段
しゅだん
の理解

りかい
促進
そくしん

基本
きほん
施策
しさく
２ 障

しょう
がい特性

とくせい
に応
おう
じたコミュニケーション

こ み ゅ に け ー し ょ ん
手段
しゅだん
の利用

りよう
促進
そくしん

基本
きほん
施策
しさく
３ 障

しょう
がいに配慮

はいりょ
した市政

しせい
情報
じょうほう

の提供
ていきょう

基本
きほん
施策
しさく
４ 情報

じょうほう
通信
つうしん
技術
ぎじゅつ
による情報

じょうほう
アクセシビリティ
あ く せ し び り て ぃ

の向上
こうじょう

【横断的
おうだんてき

分野
ぶ ん や
４ 障

しょう
がいを理由

り ゆ う
とする差別

さ べ つ
の解消
かいしょう

・権利
け ん り
擁護
よ う ご
】 

基本
き ほ ん
方針
ほうしん

基本
きほん
方針
ほうしん
１ 障害者

しょうがいしゃ
差別
さべつ
解消法
かいしょうほう

に基
もと
づき、障

しょう
がいを理由

りゆう
とする差別

さべつ
の解消
かいしょう

及
およ
び

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ
の提供
ていきょう

の推進
すいしん
に取

と
り組

く
みます。 

基本
きほん
方針
ほうしん
２ 「障害者

しょうがいしゃ
虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし
、障害者
しょうがいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい
する支援

しえん
等
とう
に関
かん
する法律

ほうりつ

（障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

）」に基
もと
づく障

しょう
がい者

しゃ
虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし
等
とう
、障
しょう
がい

のある人
ひと
の権利

けんり
擁護
ようご
を進
すす
めます。 

基本
き ほ ん
施策
し さ く

基本
きほん
施策
しさく
１ 障

しょう
がいを理由

りゆう
とする差別

さべつ
の解消
かいしょう

の推進
すいしん

基本
きほん
施策
しさく
２ 行政

ぎょうせい
サービス
さ ー び す

等
とう
における合理的

ごうりてき
配慮
はいりょ
の提供
ていきょう

及
およ
び合理的

ごうりてき
配慮
はいりょ
を受

う
けや

      すくする環境
かんきょう

の整備
せいび

基本
きほん
施策
しさく
３ 権利

けんり
擁護
ようご
等
とう
の推進
すいしん

基本
きほん
施策
しさく
４ 障

しょう
がい児

じ
・者
しゃ
虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし
の推進
すいしん
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【施策
し さ く
分野
ぶ ん や
１ 暮

く
らしの支援

し え ん
】 

基本
き ほ ん
方針
ほうしん

基本
きほん
方針
ほうしん
１ 障

しょう
がいのある人

ひと
の自己

じ こ
決定
けってい
、自己

じ こ
選択
せんたく
を尊重
そんちょう

し、個々
こ こ
のニーズ

に ー ず
に 

対応
たいおう
した支援

しえん
体制
たいせい
の整備

せいび
と、サービス

さ ー び す
提供
ていきょう

基盤
きばん
の一層
いっそう
の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

基本
きほん
方針
ほうしん

２ 障
しょう
がいのある人

ひと
が地域

ちいき
で安心

あんしん
して暮

く
らすことができるよう、関係

かんけい

機関
きかん
、事

じ
業者
ぎょうしゃ

、ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

等
とう
の地域

ちいき
の社会

しゃかい
資源
しげん
の活用

かつよう
により、

ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
おう
じた切

き
れ目

め
のない相談

そうだん
支援
しえん
・サービス

さ ー び す
提供
ていきょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか
ります。 

基本
き ほ ん
施策
し さ く

基本
きほん
施策
しさく
１ 個々

こ こ
のニーズ

に ー ず
に対応
たいおう
した支援

しえん
体制
たいせい
、サービス

さ ー び す
提供
ていきょう

基盤
きばん
の整備

せいび

基本
きほん
施策
しさく
２ 施設

しせつ
入所者
にゅうしょしゃ

・精神科
せいしんか

病院
びょういん

入院
にゅういん

患者
かんじゃ
の地域

ちいき
生活
せいかつ
への移行

いこう
推進
すいしん

基本
きほん
施策
しさく
３ 福祉

ふくし
用具
ようぐ
などの普及

ふきゅう
促進
そくしん
・利用

りよう
支援
しえん

基本
きほん
施策
しさく
４ 地域

ちいき
福祉
ふくし
を担う

にな  
人材
じんざい
育成
いくせい
・確保

かくほ

【施策
し さ く
分野
ぶ ん や
２ 保健

ほ け ん
・医療
いりょう
の推進
すいしん
】 

基本
き ほ ん
方針
ほうしん

基本
きほん
方針
ほうしん
１ 健康

けんこう
づくりや各種

かくしゅ
検査
けんさ
に関
かん
する普及

ふきゅう
・啓発
けいはつ
を推進
すいしん
し、障

しょう
がいの原因

げんいん
と

なる疾病
しっぺい
の予防

よぼう
や、障

しょう
がいの早期

そうき
発見
はっけん
に努
つと
め、適切

てきせつ
な支援

しえん
につなげま

す。 

基本
きほん
方針
ほうしん

２ 難病
なんびょう

患者
かんじゃ

を含
ふく
む 障

しょう
がいのある人

ひと
に対

たい
する保健

ほけん
・医療

いりょう
サービス
さ ー び す

の

充実
じゅうじつ

を図
はか
り、地域

ちいき
生活
せいかつ
を支援

しえん
します。 

基本
き ほ ん
施策
し さ く

基本
きほん
施策
しさく
１ 障

しょう
がいの原因

げんいん
となる疾病

しっぺい
の予防

よぼう
対策
たいさく
や、障

しょう
がいの早期

そうき
発見
はっけん
の推進
すいしん

基本
きほん
施策
しさく
２ 障

しょう
がいに対

たい
する適切

てきせつ
な保健

ほけん
・医療
いりょう
サービス
さ ー び す

の充実
じゅうじつ

基本
きほん
施策
しさく
３ 精神

せいしん
保健
ほけん
・医療
いりょう
の充実
じゅうじつ

基本
きほん
施策
しさく
４ 難病

なんびょう
に関
かん
する保健

ほけん
・医療
いりょう
施策
しさく
の推進
すいしん
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【施策
し さ く
分野
ぶ ん や
３ 療育

りょういく
・教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

】 

基本
き ほ ん
方針
ほうしん

基本
きほん
方針
ほうしん
１ 母子

ぼ し
保健
ほけん
、療育
りょういく

、保育
ほいく
、教育
きょういく

、福祉
ふくし
、医療
いりょう
、就労
しゅうろう

等
とう
の関係
かんけい
機関
きかん
の連携
れんけい

の下
もと
、乳幼児期
にゅうようじき

から成人期
せいじんき

までの切
き
れ目

め
のない支援

しえん
体制
たいせい
の充実
じゅうじつ

を図
はか
り

ます。 

基本
きほん
方針
ほうしん
２ 障

しょう
がいのある子

こ
どもが、その障

しょう
がいの状 況

じょうきょう
に応
おう
じた適切

てきせつ
な支援

しえん
を

受
う
けながら、社会

しゃかい
から孤立

こりつ
することなく、社会

しゃかい
の一員
いちいん
として包

つつ
み支
ささ
え

合
あ
い、障

しょう
がいのない子

こ
どもとともに、住

す
み慣

な
れた地

ち
域
いき
で安心
あんしん
して成長

せいちょう

していける環境
かんきょう

づくりを推進
すいしん
します。 

基本
き ほ ん
施策
し さ く

基本
きほん
施策
しさく
１ ライフステージ

ら い ふ す て ー じ
に応
おう
じた支援

しえん
体制
たいせい
の充実
じゅうじつ

基本
きほん
施策
しさく
２ 療育

りょういく
の充実
じゅうじつ

基本
きほん
施策
しさく
３ 学校

がっこう
教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

基本
きほん
施策
しさく
４ 成人期

せいじんき
への移行

いこう
支援
しえん

【施策
し さ く
分野
ぶ ん や
４ 雇用

こ よ う
・就労
しゅうろう

の促進
そくしん
】 

基本
き ほ ん
方針
ほうしん

基本
きほん
方針
ほうしん
１ 障

しょう
がいのある人

ひと
それぞれに合

あ
った就労

しゅうろう
支援
しえん
を、雇用

こよう
・福祉

ふくし
・教育
きょういく

等
とう

の関係
かんけい
機関
きかん
と連携
れんけい
して取

と
り組

く
み、支援

しえん
の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか
を図
はか
ります。 

基本
きほん
方針
ほうしん
２ 障

しょう
がいのある人

ひと
の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう
を推進
すいしん
し、雇用

こよう
の定着
ていちゃく

を図
はか
るほ

か、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

への支援
しえん
を充実
じゅうじつ

し、工賃
こうちん

水準
すいじゅん

の向上
こうじょう

を図
はか
ります。

基本
き ほ ん
施策
し さ く

基本
きほん
施策
しさく
１ 個々

こ こ
のニーズ

に ー ず
に対応
たいおう
した就労

しゅうろう
相談
そうだん
支援
しえん
体制
たいせい
の充実
じゅうじつ

基本
きほん
施策
しさく
２ 雇用

こよう
の場

ば
の拡充
かくじゅう

（一般
いっぱん

就労
しゅうろう

、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

） 

基本
きほん
施策
しさく
３ 障

しょう
がいのある人

ひと
の一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

の推進
すいしん

基本
きほん
施策
しさく
４ 福祉的

ふくしてき
就 労
しゅうろう

における工賃
こうちん

向 上
こうじょう



第
だい
１ 章
しょう

 計 画
けいかく

の策 定
さくてい

にあたって

11

【施策
し さ く
分野
ぶ ん や
５ スポーツ

す ぽ ー つ
・文化

ぶ ん か
等
とう
の振興
しんこう
】 

基本
き ほ ん
方針
ほうしん

基本
きほん
方針
ほうしん

１ スポーツ
す ぽ ー つ

や文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう
等
とう
を通

つう
じて、障

しょう
がいのある人

ひと
と障

しょう
がいの

ない人
ひと
との交流

こうりゅう
の機会

きかい
を提供

ていきょう
し、 障

しょう
がいのある人

ひと
に対

たい
する理解

りかい

促進
そくしん
を図
はか
ります。 

基本
きほん
方針
ほうしん
２ 障

しょう
がい者

しゃ
スポーツ
す ぽ ー つ

、障
しょう
がい者

しゃ
の文化

ぶんか
芸術
げいじゅつ

活動
かつどう
を支援

しえん
し、障

しょう
がいの

ある人
ひと
の体力
たいりょく

の増強
ぞうきょう

や交流
こうりゅう

、余暇
よ か
の充実
じゅうじつ

を図
はか
ることで、心

こころ
豊
ゆた
かな

地域
ちいき
生活
せいかつ
を支援

しえん
します。 

基本
き ほ ん
施策
し さ く

基本
きほん
施策
しさく
１ スポーツ

す ぽ ー つ
・文化

ぶんか
芸術
げいじゅつ

活動
かつどう
・生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

活動
かつどう
に対
たい
する支援

しえん

【施策
し さ く
分野
ぶ ん や
６ 安全

あんぜん
・安心
あんしん
の実現
じつげん
】 

基本
き ほ ん
方針
ほうしん

基本
きほん
方針
ほうしん

１ 障
しょう
がいのある人

ひと
が地域

ちいき
で安全

あんぜん
・安心

あんしん
に生活

せいかつ
することができるよう、

防災
ぼうさい
対策
たいさく
や災害
さいがい
時
じ
における要

よう
配慮者
はいりょしゃ

対策
たいさく
を推進
すいしん
します。 

基本
きほん
方針
ほうしん
2 障

しょう
がいのある人

ひと
が地域

ちいき
で孤立

こりつ
しないよう、地域

ちいき
の共助
きょうじょ

による重層的
じゅうそうてき

な見
み
守
まも
り体制
たいせい
を構築
こうちく
します。 

基本
き ほ ん
施策
し さ く

基本
きほん
施策
しさく
１ 災害

さいがい
や雪
ゆき
に強
つよ
いまちづくりの推進

すいしん

基本
きほん
施策
しさく
２ 災害

さいがい
時
じ
における対応力

たいおうりょく
の向上
こうじょう

基本
きほん
施策
しさく
３ 地域

ちいき
における見

み
守
まも
り活動
かつどう
の推進
すいしん

基本
きほん
施策
しさく
４ 消費者

しょうひしゃ
被害
ひがい
の防止
ぼうし
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【S
えす
D
でぃ
G
じー
ｓ
ず
（持

じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な開
かい
発
はつ
目
もく
標
ひょう
）との関

かん
係
けい
性
せい
】 

 「持
じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な開
かい
発
はつ
目
もく
標
ひょう
（Sustainable

さ す て ぃ な ぶ る
 Development
で ぃ べ ろ っ ぷ め ん と

 Goals
ご ー る ず

：S D G s
えすでぃーじーず

〔エ
え

ス
す
・デ

で
ィ
ぃ
ー
ー
・ジ

じ
ー
ー
ズ
ず
〕）」とは、2015 年

ねん
（平
へい
成
せい
27 年

ねん
）９月

がつ
の国
こく
連
れん
サ
さ
ミ
み
ッ
っ
ト
と
で採
さい

択
たく
された「持

じ
続
ぞく
可
か
能
のう
な開
かい
発
はつ
のための 2030 ア

あ
ジ
じ
ェ
ぇ
ン
ん
ダ
だ
」にて記

き
載
さい
された 2030 年

ねん

までに持
じ
続
ぞく
可
か
能
のう
でよりよい世

せ
界
かい
を目

め
指
ざ
す国
こく
際
さい
目
もく
標
ひょう
です。17 のゴ

ご
ー
ー
ル
る
（目
もく
標
ひょう
）

と 169 のタ
た
ー
ー
ゲ
げ
ッ
っ
ト
と
（取
とり
組
くみ
・手
しゅ
段
だん
）から構

こう
成
せい
され、「地

ち
球
きゅう
上
じょう
の誰
だれ
一
ひ
人
とり
として取

と

り残
のこ
さない（no

のー
 one
わ ん
 will
うぃる
 be
びー
 left
れふと
 behind
びはいんど

）」ことを誓
ちか
っています。SDG s

えすでぃじーず
は

発
はっ
展
てん
途
と
上
じょう
国
こく
のみならず、先

せん
進
しん
国
こく
も含
ふく
めた全

すべ
ての主

しゅ
体
たい
が取

と
り組

く
む普

ふ
遍
へん
的
てき
なもので

あり、日
に
本
ほん
においても積

せっ
極
きょく
的
てき
に取

と
り組

く
んでいます。 

札
さっ
幌
ぽろ
市
し
においては、2018 年

ねん
（平
へい
成
せい
30 年

ねん
）６月

がつ
に「SD G s

えすでぃじーず
未来
みらい
都市
と し
」に選

せん

定
てい
されたほか、札

さっ
幌
ぽろ
市
し
まちづくり戦

せん
略
りゃく
ビ
び
ジ
じ
ョ
ょ
ン
ん
・ア

あ
ク
く
シ
し
ョ
ょ
ン
ん
プ
ぷ
ラ
ら
ン
ん
2019 をはじ

めとした各
かく
種
しゅ
計
けい
画
かく
へS
えす
D
でぃ
G
じー
s
ず
の視

し
点
てん
を反
はん
映
えい
するなど、S

えす
D
でぃ
G
じー
s
ず
の達
たっ
成
せい
に向

む
け積
せっ

極
きょく
的
てき
に取

と
り組

く
んでいます。 

本
ほん
計
けい
画
かく
においても、札幌市

さっぽろし
の障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

及
およ
び障
しょう
がい児

じ
通
つう
所
しょ
支
し
援
えん
等
とう
に

係
かか
る提供
ていきょう

体制
たいせい
の確保

かくほ
等
とう
を総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

に進
すす
めることで、17 のゴール

ご ー る
のうち

「３ すべての人
ひと
に健康
けんこう
と福祉

ふくし
を」「10 人

ひと
や国
くに
の不平等
ふびょうどう

をなくそう」の達成
たっせい
に

つなげていきます。 

【本計画
ほんけいかく

が目指
め ざ
すS
えす
D
でぃ
G
じー
s
ず
のゴール

ご ー る
】 
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第
だい
２章
しょう
 計画
けいかく
策定
さくてい
の背景
はいけい

１ 障
しょう
がい者

しゃ
福祉
ふ く し
をめぐる国

くに
の動向
どうこう

■障
しょう
がい者

しゃ
制度
せ い ど
改革
かいかく
の動
うご
き 

わが国
くに
では、2007年

ねん
（平成
へいせい
19年

ねん
）に「障害者

しょうがいしゃ
の権利

けんり
に関
かん
する条約

じょうやく
（障害者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条約
じょうやく

）」に署名
しょめい
して以降

いこう
、国内
こくない
の必要
ひつよう
な制度

せいど
改革
かいかく
が進
すす
められ、2011年

ねん
（平成
へいせい
23年

ねん
）

には、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

が改正
かいせい
され、「日常

にちじょう
生活
せいかつ
又
また
は社会
しゃかい
生活
せいかつ
において障

しょう
がい者

しゃ
が受

う

ける制限
せいげん
は、社会

しゃかい
の在

あ
り方
かた
との関

かん
係
けい
によって生

しょう
ずる」といういわゆる「社会

しゃかい
モデル
も で る

」

に基
もと
づく「障

しょう
がい者

しゃ
」の概念

がいねん
や「合理的

ごうりてき
配慮
はいりょ
」の理念

りねん
が盛

も
り込

こ
まれました。 

  2013年
ねん
（平成
へいせい
25年

ねん
）４月

がつ
に施行

しこう
された障害者

しょうがいしゃ
総合
そうごう
支援法
しえんほう

では、改正
かいせい

障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の理念
りねん
が掲

かか
げられるとともに、障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
の対象

たいしょう
範囲
はんい
に難病

なんびょう
患者
かんじゃ
等
とう
も

加
くわ
わるなどの見

み
直
なお
しが行

おこな
われました。 

  また、同年
どうねん
６月
がつ
、「障

しょう
がいを理由

りゆう
とする差別

さべつ
の解消
かいしょう

の推進
すいしん
に関
かん
する法律

ほうりつ
（障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ
解消法
かいしょうほう

）」が制定
せいてい

され、「障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう
の推進

すいしん
に関

かん
する法律

ほうりつ
（障害者

しょうがいしゃ
雇用
こよう

促進法
そくしんほう

）」の改正
かいせい
では雇用

こよう
分野
ぶんや
における障

しょう
がいのある方

かた
への差別

さべつ
の禁止

きんし
等
とう
が定
さだ
めら

れました。（ともに 2016年
ねん
（平成
へいせい
28年

ねん
）４月

がつ
施行
しこう
。） 

  さらに、2016年
ねん
（平成
へいせい
28年

ねん
）６月

がつ
には、障

しょう
がいのある方

かた
の望
のぞ
む地域

ちいき
生活
せいかつ
への支援

しえん

の一層
いっそう
の充実
じゅうじつ

や障
しょう
がい児

じ
支援
しえん
の多様化

た よ う か
するニーズ

に ー ず
へのきめ細

こま
かな対応

たいおう
、サ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す

の質
しつ
の確

かく
保
ほ
・向

こう
上
じょう
に向

む
けた環

かん
境
きょう
整
せい
備
び
を主

おも
な内容

ないよう
として障害者

しょうがいしゃ
総合
そうごう
支
し
援
えん
法
ほう
及
およ
び

児童
じどう
福祉法
ふくしほう

が改正
かいせい
されました。（ともに 2018年

ねん
（平成
へいせい
30年

ねん
）４月

がつ
施行
しこう
。） 

その後
ご
、障
しょう
がいのある方

かた
の社会
しゃかい
参加
さんか
の促進

そくしん
のため、2018年

ねん
（平成
へいせい
30年

ねん
）６月

がつ
に

「障害者
しょうがいしゃ

による文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

に関
かん
する法律

ほうりつ
（ 障害者

しょうがいしゃ
文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

推進法
すいしんほう

）」が、2019年
ねん
（令和

れいわ
元年
がんねん

）６月
がつ
には「視覚

しかく
障害者
しょうがいしゃ

等
とう
の読書
どくしょ

環境
かんきょう

の整備
せいび
の

推進
すいしん
に関
かん
する法律

ほうりつ
（読書
どくしょ
バ
ば
リ
り
ア
あ
フ
ふ
リ
り
ー
ー
法
ほう
）」が施行

しこう
されているほか、就学前

しゅうがくまえ
の障
しょう
が

い児
じ
の発達

はったつ
支援
しえん
の無償化

むしょうか
など、障

しょう
がいのある子

こ
どもへの支援

しえん
体制
たいせい

の強化
きょうか

が進
すす
めら

れています。また、同年
どうねん
10月

がつ
には障害

しょうがい
福祉
ふくし
人材
じんざい
の処遇
しょぐう
改善
かいぜん
及
およ
び消
しょう
費
ひ
税
ぜい
率
りつ
引
ひ
き上

あ
げ

に伴
ともな
う報
ほう
酬
しゅう
改
かい
定
てい
が行
おこな
われました。 
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■ニーズ
に ー ず

の高度化
こ う ど か

・多様化
た よ う か

障
しょう
がいのある方

かた
が地域

ちいき
で安心

あんしん
して生活

せいかつ
していくことができるよう、障害者

しょうがいしゃ

総
そう
合
ごう
支援法
しえんほう

に基
もと
づく 障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
を中心

ちゅうしん
に、さまざまな取組

とりくみ
を実施

じっし
して   

いるところですが、個々
こ こ
の 障

しょう
がいの程度

ていど
や 状 況

じょうきょう
に応

おう
じたきめ細

こま
やかな支援

しえん
、   

出 生
しゅっしょう

から学齢期
がくれいき

、成人
せいじん

に至
いた
るまで、ライフステージ

ら い ふ す て ー じ
に応

おう
じた切

き
れ目

め
のない   

支援
しえん
などが求

もと
められています。 

  これらの高度化
こ う ど か

・多様化
た よ う か

したニーズ
に ー ず

には、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう
支援法
しえんほう

等
とう
による法

ほう
定
てい

サービス
さ ー び す

のみでは対応
たいおう

が 難
むずか
しいため、就労

しゅうろう
支援型
しえんがた

の地域
ちいき
活動
かつどう
支援
しえん
センター
せ ん た ー

の   

運
うん
営
えい
等
とう
、札幌市

さっぽろし
独自
どくじ

の取組
とりくみ

も併
あわ
せて実施

じっし
するなど、 障

しょう
がい特性

とくせい
等
とう
に配慮

はいりょ
した   

きめ細
こま
やかな支援

しえん
の在

あ
り方
かた
について引

ひ
き続
つづ
き検討
けんとう
していく必要

ひつよう
があります。 

  また、今般
こんぱん

の新型
しんがた
コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

については、社会
しゃかい
全体
ぜんたい

にさまざまな

影響
えいきょう

を与
あた
えているところです。こうした感染症

かんせんしょう
流行
りゅうこう

時
じ
にあっても、障

しょう
がいのあ

る方
かた
の暮

く
らしを支

ささ
えるため、感染

かんせん
予防
よぼう

や拡大
かくだい

の防止
ぼうし

を図
はか
りながら、安定的

あんていてき
な

サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

を確保
かくほ
していくことが大切

たいせつ
です。 

■地域
ち い き
の社会
しゃかい
資源
し げ ん
の活用
かつよう

国
くに
における 障

しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
が大

おお
きく変

か
わっていくなかで、 障

しょう
がいのある方

かた
の   

ニ
に
ー
ー
ズ
ず
に応

おう
じた質

しつ
の高

たか
い支援

しえん
を 行

おこな
っていくためには、行政

ぎょうせい
による取組

とりくみ
のほか   

に、地域
ちいき
のボランティア

ぼ ら ん て ぃ あ
、関係

かんけい
団体
だんたい

、事
じ
業者
ぎょうしゃ

等
とう
の地域

ちいき
の多様

たよう
な社会

しゃかい
資源
しげん
を活用

かつよう

するなど、障
しょう
がいのある方

かた
を地域

ちいき
全体
ぜんたい
で支
ささ
え合

あ
う体
たい
制
せい
づくりが必要

ひつよう
です。 
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２ 札幌市
さっぽろし

の現状
げんじょう

（１）札幌市
さっぽろし

における施策
し さ く
展開
てんかい

札幌市
さっぽろし

は、2003年
ねん
（平成
へいせい
15年

ねん
）３月

がつ
、障
しょう
がいのある方

かた
が地域

ちいき
で自立

じりつ
した生活

せいかつ

を送
おく
ることができる共生

きょうせい
社会
しゃかい
の実現
じつげん
を目的
もくてき
として、障

しょう
がいのある方

かた
の生活
せいかつ
全般
ぜんぱん

に関
かか
わる施策

しさく
を体系化

たいけいか
し、基本的

きほんてき
な方向性
ほうこうせい

を示
しめ
した「札幌市

さっぽろし
障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん
福祉
ふくし
計
けい
画
かく
」

を策定
さくてい
しました。 

その後
ご
、2007年

ねん
（平成
へいせい
19年

ねん
）３月

がつ
に、障

しょう
がいのある方

かた
の地域

ちいき
生活
せいかつ
への移行

いこう
や、

就労
しゅうろう

支援
しえん
を一層

いっそう
推進
すいしん

し、誰
だれ
もがいきいきと暮

く
らせるような元気

げんき
あふれる街

まち
づく

りを進
すす
めるために、「札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい福祉

ふくし
計画
けいかく
（第
だい
１期

き
）」を策定

さくてい
しました。 

この２計画
けいかく
を、2012年

ねん
（平成

へいせい
24年

ねん
）３月

がつ
に「さっぽろ障

しょう
がい者

しゃ
プラン
ぷ ら ん

」とし

て統合
とうごう
し、2015年

ねん
（平成
へいせい
27年

ねん
）３月

がつ
の改定
かいてい
では、「安全

あんぜん
・安心
あんしん
」「差別

さべつ
の解消
かいしょう

・

権利
けんり
擁護
ようご
」「行政

ぎょうせい
サービス
さ ー び す

における配慮
はいりょ
」の３分野

ぶんや
を新設
しんせつ
し、重点的

じゅうてんてき
に取組
とりくみ
を行
おこな

ってきたところです。

また、2016年
ねん
（平成
へいせい
28年

ねん
）４月

がつ
の障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ
解消法
かいしょうほう

、2017年
ねん
（平成
へいせい
29年

ねん
）12

月
がつ
の「札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい特性

とくせい
に応

おう
じたコミュニケー

こ み ゅ に け ー
ション
し ょ ん

手段
しゅだん

の利用
りよう
の促進

そくしん
に関

かん
す

る条例
じょうれい

」、2018年
ねん
（平成
へいせい
30年

ねん
）３月

がつ
の「札幌市

さっぽろし
手話
しゅわ
言語
げんご

条例
じょうれい

」などの施行
しこう
や、国

くに

の第
だい
４次

じ
障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん
計画
けいかく
等
とう
を踏

ふ
まえ、2018年

ねん
（平成
へいせい
30年

ねん
）３月

がつ
に「さっぽろ障

しょう

がい者
しゃ
プ
ぷ
ラ
ら
ン
ん
2018」を策定

さくてい
しました。 

（２）障
しょう
がいのある方

かた
の状 況
じょうきょう

   札幌市
さっぽろし

発行
はっこう
の各
かく
種
しゅ
障
しょう
がい者

しゃ
手
て
帳
ちょう
（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう
、療育
りょういく

手帳
てちょう
、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん
福祉
ふくし
手帳
てちょう
）の所持者数

しょじしゃすう
の合計
ごうけい
は、2019年度

ねんど
末
まつ
時点
じてん
で約
やく
13万

まん
2千人
せんにん
（札幌市

さっぽろし
の 

人
じん
口
こう
の約
やく
７ ％
ぱーせんと

）、2016年度
ねんど
から約

やく
６千人
せんにん
増
ふ
えています。

   身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう
の所
しょ
持
じ
者
しゃ
数
すう
は横
よこ
ばいの傾

けい
向
こう
にありますが、療

りょう
育
いく
手
て
帳
ちょう
、精
せい
神
しん

障
しょう
害
がい
者
しゃ
保
ほ
健
けん
福祉
ふくし
手帳
てちょう
の所
しょ
持
じ
者
しゃ
数
すう
は年々
ねんねん
増加
ぞうか
の傾向
けいこう
にあります。【表

ひょう
１】 
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   また、札幌市
さっぽろし

は、医
い
療
りょう
機
き
関
かん
等
とう
の社
しゃ
会
かい
資
し
源
げん
が多
おお
いこともあり、３手帳

てちょう
とも、市

し
外
がい

  からの転
てん
入
にゅう
者
しゃ
数
すう
が転
てん
出
しゅつ
者
しゃ
数
すう
を上

うわ
回
まわ
る転

てん
入
にゅう
超
ちょう
過
か
の傾

けい
向
こう
がみられます。【表

ひょう
２】 

   こうした状 況
じょうきょう

から、計
けい
画
かく
期
き
間
かん
（2021～2023年

ねん
度
ど
）においては、引

ひ
き続
つづ
き障

しょう

  がいのある方
かた
の増
ぞう
加
か
が予想

よそう
されます。

【表
ひょう
１】各

かく
障
しょう
がい手帳

てちょう
所持者数
しょじしゃすう

等
とう
の推移

す い い

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
。ただし、札幌市

さっぽろし
の人口

じんこう
は４月

がつ
１日

にち
時点
じてん
。）（単位

たんい
：人

にん
） 

【表
ひょう
２】各

かく
障
しょう
がい手

て
帳
ちょう
所持者数
しょじしゃすう

の転入
てんにゅう

・転出者数
てんしゅつしゃすう

の推移
す い い

（各年度中
かくねんどちゅう

）（単位
たんい
：人
にん
） 

2016年度
ね ん ど

2017年度
ね ん ど

2018年度
ね ん ど

2019年度
ね ん ど

　札幌市
さっぽろし

の人口
じんこう 1,946,407 1,949,947 1,953,883 1,958,408

125,727 127,652 129,594 132,091

　身体障
しんたいしょう

がい 83,564 83,585 83,534 83,780

　知的
ち て き

障
しょう

がい 17,375 18,041 18,722 19,416

　精神障
せいしんしょう

がい 24,788 26,026 27,338 28,895

　手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

全体
ぜんたい

2016年度
ね ん ど

2017年度
ね ん ど

2018年度
ね ん ど

2019年度
ね ん ど

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

全体
ぜんたい

転入
てんにゅうしゃすう

者数 1,294 1,331 1,290 1,466

転出
てんしゅつしゃすう

者数 769 700 761 778

身体
しんたい

障
しょう

がい 転入
てんにゅうしゃすう

者数 833 876 804 891

転出
てんしゅつしゃすう

者数 488 470 503 532

知的
ち て き

障
しょう

がい 転入
てんにゅうしゃすう

者数 177 174 205 225

転出
てんしゅつしゃすう

者数 173 160 152 172

精神
せいしん

障
しょう

がい 転入
てんにゅうしゃすう

者数 284 281 281 350

転出
てんしゅつしゃすう

者数 108 70 106 74
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（３）障
しょう
がい別

べつ
の状 況
じょうきょう

■身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

年齢
ねんれい
別
べつ
では、全体

ぜんたい
の７割

わり
以
い
上
じょう
を占

し
める 65歳

さい
以
い
上
じょう
の手

て
帳
ちょう
所
しょ
持
じ
者
しゃ
数
すう
が、年

ねん
々
ねん
増
ぞう
加
か

していることがわかります。【表
ひょう
３】 

また、障
しょう
がい状 況

じょうきょう
別
べつ
では、肢体

したい
不自由
ふ じ ゆ う

が最
もっと
も多
おお
く、次

つ
いで内部障

ないぶしょう
がいとなっ

ています。【表
ひょう
４】 

【表
ひょう
３】身体

しんたい
障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

の年齢
ねんれい
別
べつ
推移
す い い

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
）（単位

たんい
：人
にん
） 

2016年度
ねんど

2017年度
ねんど

2018年度
ねんど

2019年度
ねんど

18歳
さい
未満
みまん 1,484 1,455 1,460 1,441

18歳
さい
以上
いじょう
65歳

さい
未満
みまん 22,387 21,911 21,435 21,132

65歳
さい
以上
いじょう 59,693 60,219 60,639 61,207

【表
ひょう
４】身体

しんたい
障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

の障
しょう
がい状 況

じょうきょう
別
べつ
推移
す い い

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
）（単位

たんい
：人
にん
） 

2016年度
ねんど

2017年度
ねんど

2018年度
ねんど

2019年度
ねんど

視覚障
しかくしょう

がい 4,424 4,394 4,402 4,439

聴覚
ちょうかく

・平衡
へいこう
機能
きのう

障
しょう
がい 5,278 5,263 5,269 5,296

音声
おんせい

・言語
げん ご
又
また
はそしゃく機能

きの う
障
しょう
がい 833 832 860 863

肢体
したい
不自由
ふ じ ゆ う 48,018 47,494 46,710 46,093

内部
ないぶ

障
しょう
がい 25,011 25,602 26,293 27,089

合計
ごうけい 83,564 83,585 83,534 83,780
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■療育
りょういく

手帳
てちょう

 どの 障
しょう
がい程度

ていど
においても増加

ぞうか
の傾向

けいこう
にありますが、特

とく
にＢ

びー
－
ばー
（軽度

けいど
）の手帳

てちょう

所持者数
しょじしゃすう

が増
ふ
えています。【表

ひょう
５】 

年齢
ねんれい
別
べつ
でみると、18歳

さい
以上
いじょう

の所持者数
しょじしゃすう

は年々
ねんねん
増加
ぞうか
していますが、65歳

さい
以
い
上
じょう
の方

かた
の

割
わり
合
あい
は少
すく
なく、2019年

ねん
度
ど
は全
ぜん
体
たい
のおよそ６ ％

ぱーせんと
弱
じゃく
（1,100人

にん
）となっています。【表

ひょう

６】。療
りょう
育
いく
手
て
帳
ちょう
所持者数
しょじしゃすう

の増
ぞう
加
か
は、以

い
前
ぜん
に比
くら
べて知

ち
的
てき
障
しょう
がいに対

たい
する認

にん
知
ち
度
ど
が高
たか
く

なったことが、要
よう
因
いん
のひとつと考

かんが
えられます。

【表
ひょう
５】療育

りょういく
手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

の障
しょう
がい程度

て い ど
別
べつ
推移
す い い

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
）（単位

たんい
：人
にん
） 

2016年度
ねんど

2017年度
ねんど

2018年度
ねんど

2019年度
ねんど

Ａ
えー
（重度
じゅうど
） 5,788 5,870 5,974 6,083

Ｂ
びー
（中度
ちゅうど
） 3,836 3,943 4,032 4,108

Ｂ
びー
－
ばー
（軽度

けいど
） 7,751 8,228 8,716 9,225

合計
ごうけい 17,375 18,041 18,722 19,416

【表
ひょう
６】療育

りょういく
手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

の年齢
ねんれい
別
べつ
推移
す い い

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
）（単位

たんい
：人
にん
） 

2016年度
ねんど

2017年度
ねんど

2018年度
ねんど

2019年度
ねんど

18歳
さい
未満
みまん 4,757 4,839 4,888 4,957

18歳
さい
以上
いじょう 12,618 13,202 13,834

14,459

※うち 65歳
さい
以上
いじょう
1,100
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■精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん
福祉
ふ く し
手帳
てちょう

身体障
しんたいしょう

がい、知的
ちてき

障
しょう
がい、精神障

せいしんしょう
がいの３障

しょう
がいの手帳

てちょう
所持者
しょじしゃ

のうち、こ  

の４年間
ねんかん
でもっとも増加

ぞうか
しているのが、精神障

せいしんしょう
がいです。【表

ひょう
７】のとおり、2016

年度
ねんど
と 2019年度

ねんど
を比較

ひかく
すると４千人

せんにん
以上
いじょう
増加
ぞうか
していることがわかります。 

  精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん
福祉
ふくし
手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

の増加
ぞうか
は、以前

いぜん
に比
くら
べて精神障

せいしんしょう
がいに対

たい
する

社
しゃ
会
かい
の理解

りかい
が進
すす
んできていることが要因

よういん
のひとつとして考

かんが
えられます。 

【表
ひょう
７】精神

せいしん
障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん
福祉
ふ く し
手帳
てちょう
の障
しょう
がい程度

て い ど
別
べつ
推移
す い い

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
）（単位

たんい
：人
にん
） 

2016年度
ねんど

2017年度
ねんど

2018年度
ねんど

2019年度
ねんど

１級
きゅう 1,365 1,362 1,397 1,460

２級
きゅう 13,079 13,500 13,981 14,484

３級
きゅう 10,344 11,164 11,960 12,951

合計
ごうけい 24,788 26,026 27,338 28,895

■札幌市
さっぽろし

の難病
なんびょう

患者数
かんじゃすう

（特定
とくてい
医療費
いりょうひ

（指定
し て い

難病
なんびょう

）受給者証
じゅきゅうしゃしょう

所持者数
しょじしゃすう

） 
2013年

ねん
（平成
へいせい
25年

ねん
）４月

がつ
に施行

しこう
された障害者

しょうがいしゃ
総合
そうごう
支援法
しえんほう

により、障
しょう
がいのある

方
かた
の範囲

はんい
が拡大
かくだい
され、難病

なんびょう
患者
かんじゃ
も障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
を利用

りよう
できるようになり

ました。 

2020年
ねん
（令和

れいわ
２年
ねん
）４月

がつ
１日
にち
現在
げんざい
、361疾病

しっぺい
が障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の対象
たいしょう

に、

333疾病
しっぺい
が医療費

いりょうひ
助成
じょせい
の対象
たいしょう

となっています。

【表
ひょう
８】特定

とくてい
医療費
いりょうひ

（指定
し て い

難病
なんびょう

）受給者証
じゅきゅうしゃしょう

所持者数
しょじしゃすう

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
）（単位

たんい
：人
にん
） 

2016年度
ねんど

2017年度
ねんど

2018年度
ねんど

2019年度
ねんど

21,564 20,661 21,177 21,865
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（４）障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
利
り
用
よう
者
しゃ
数
すう
・給付費

きゅうふひ
の推移

す い い

【表
ひょう
９】【表

ひょう
 10】のとおり、障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の利

り
用
よう
者
しゃ
数
すう
・給付費

きゅうふひ
は、

ともに年々
ねんねん
増加
ぞうか
傾向
けいこう
にあります。 

【表
ひょう
９】障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
利
り
用
よう
者
しゃ
数
すう
（延

の
べ人
にん
数
ずう
）の推移

す い い

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
）（単位

たんい
：人
にん
） 

2016年度
ねんど

2017年度
ねんど

2018年度
ねんど

2019年度
ねんど

介護
かいご
給付
きゅうふ 13,427 13,779 13,909 14,212

訓練
くんれん
等
とう
給付
きゅうふ 10,843 11,848 13,018 14,005

相談
そうだん
支援
しえん 7,205 8,956 10,330 10,588

障
しょう
がい児

じ
通
つう
所
しょ 7,503 8,567 9,610 10,493

合計
ごうけい 38,978 43,150 46,867 49,298

※各年度
かくねんど

３月
がつ
利用
りよう
実績
じっせき
（2019年度

ねんど
は１月利用

がつりよう
実績
じっせき
）。 

※相談
そうだん
支援
しえん
のうち地域

ちいき
移行
いこう
支援
しえん
・地域

ちいき
定着
ていちゃく

支援
しえん
は年間
ねんかん
利用
りよう
人数
にんずう
。 

【参考
さんこう
】障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
利用者数
りようしゃすう

（延
の
べ人
にん
数
ずう
）の推移

す い い
（2013➡2019） 
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【表
ひょう
10】障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
給
きゅう
付
ふ
費
ひ
等
とう
の推移

す い い

（単位
たんい
：百万円
ひゃくまんえん

） 

【参考
さんこう
】障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
給
きゅう
付
ふ
費
ひ
等
とう
の推移

す い い
（2013➡2019） 

2016年度
ね ん ど

2017年度
ね ん ど

2018年度
ね ん ど

2019年度
ね ん ど

介護
か い ご

給付
きゅうふ

費
ひ 24,243 25,967 27,457 28,651

訓練
くんれん

等
とう

給付
きゅうふ

費
ひ 15,615 17,268 18,846 21,218

児童
じ ど う

障
しょう

がい福祉
ふ く し

事業
じぎょう

費
ひ 8,874 10,607 12,491 14,423

自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

給付
きゅうふ

費
ひ 12,746 13,069 13,049 13,330

その他
た

給付
きゅうふ

費
ひ 890 1,154 1,105 1,108

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業費
じぎょうひ 2,738 2,851 2,857 2,818

補装具
ほ そ う ぐ

費
ひ 512 491 520 532

合計
ごうけい 65,617 71,407 76,327 82,080
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３ 令和元
れいわがん

年度
ね ん ど
札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい児者

じ し ゃ
実態
じったい
等
とう
調査
ちょうさ
結果
け っ か
（概要
がいよう
） 

（１）調査
ちょうさ
の概要
がいよう

札幌市
さっぽろし

の障
しょう
がい福祉

ふくし
施策
しさく
に係
かか
る今
こん
後
ご
の方向性
ほうこうせい

を検討
けんとう
するために、障

しょう
がいのあ 

る方
かた
の生活
せいかつ
実態
じったい
や取

と
り巻

ま
く課題

かだい
等
とう
を把

は
握
あく
し、本

ほん
計
けい
画
かく
を策
さく
定
てい
する際

さい
の基

き
礎
そ
資
し
料
りょう
と 

することを目的
もくてき
として、2019年

ねん
（令和

れいわ
元年
がんねん
）10月

がつ
から 12月

がつ
までの期

き
間
かん
において 

実施
じっし
しました。（調

ちょう
査
さ
基
き
準
じゅん
日
び
：同年
どうねん
９月
がつ
１日
にち
） 

この調
ちょう
査
さ
の対象者
たいしょうしゃ

や回
かい
収
しゅう
結
けっ
果
か
は、下

か
表
ひょう
のとおりです。 

調査
ちょうさ
種別
しゅべつ

調査
ちょうさ
方法
ほうほう

発送数
はっそうすう

回収数
かいしゅうすう

回収率
かいしゅうりつ

１．障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ
 郵送

ゆうそう
調査
ちょうさ 6,430 2,806 43.6

２．障
しょう
がい児

じ
調査
ちょうさ
 郵送

ゆうそう
調査
ちょうさ 1,046 461 44.1

３．市民
しみん
意識
いしき
調査
ちょうさ
 郵送

ゆうそう
調査
ちょうさ 3,000 1,048 34.9

４．企業
きぎょう
意識
いしき
調査
ちょうさ
 郵送

ゆうそう
調査
ちょうさ 1,000 340 34.0

５．事業所
じぎょうしょ

3調査
ちょうさ

郵送
ゆうそう
調査
ちょうさ 1,400 866 61.9

６．施設
しせつ
入所者
にゅうしょしゃ

調査
ちょうさ
 Email

いーめーる
調査
ちょうさ 30 20 66.7

７．精神科
せいしんか

病院
びょういん

入院
にゅういん

患者
かんじゃ
調査
ちょうさ

Email
いーめーる

調査
ちょうさ 37 15 40.5

                               （単位
たんい
： ％

ぱーせんと
） 

3 札幌市
さっぽろし

が指定
し て い
している障

しょう
がい福祉

ふ く し
サービス
さ ー び す

等
とう
提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

のこと。
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（２）調査
ちょうさ
結果
け っ か

前
ぜん
回
かい
（2016年

ねん
度
ど
）行
おこな
った同

どう
調
ちょう
査
さ
の結
けっ
果
か
と比

ひ
較
かく
し、札

さっ
幌
ぽろ
市
し
の取
とり
組
くみ
の効
こう
果
か
につい

て振
ふ
り返
かえ
ります。 

■障
しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する市民

し み ん
理解
り か い

＜障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ
・障
しょう
がい児

じ
調査
ちょうさ
＞  

前回
ぜんかい
調査
ちょうさ
より、市民

しみん
理解
りかい
が「（まあまあ）深

ふか
まっていると思

おも
う」と答

こた
えた方

かた
の割合
わりあい

が若干
じゃっかん

増
ふ
えています。しかしながら、「まったく思

おも
わない」「あまり思

おも
わない」と答

こた

えた方
かた
のほうが上

うわ
回
まわ
る傾
けい
向
こう
は変

か
わらず、障

しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する理解

りかい
はまだ十分

じゅうぶん

とはいえず、引
ひ
き続
つづ
き理解

りかい
促進
そくしん
を図
はか
っていく必

ひつ
要
よう
があります。 

                               （単位
たんい
： ％

ぱーせんと
） 

＜市民
し み ん
意識
い し き
調査
ちょうさ
＞ 

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ
解消法
かいしょうほう

や、札幌市
さっぽろし

において制定
せいてい
した各種

かくしゅ
条例
じょうれい

や取組
とりくみ
については「知

し

らない」と答
こた
えた方

かた
が多
おお
く、引

ひ
き続
つづ
き普

ふ
及
きゅう
啓
けい
発
はつ
を図
はか
っていく必

ひつ
要
よう
があります。 

                               （単位
たんい
： ％

ぱーせんと
）

2016年度
ね んど

2019年度
ね んど

2016年度
ね んど

2019年度
ね んど

深
ふか

まっている・まあまあ深
ふか

まっている 26.1 27.9 14.3 18.2

どちらともいえない 31.5 29.9 34.8 33.8

あまりそう思
おも

わない・まったく思
おも

わない 37.1 35.5 50.3 47.3

障
しょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

障
しょう

がい児
じ

調査
ちょうさ

障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう 札幌市

さっぽろし

障
しょう

がい者
しゃ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
こみゅにけーしょん

条例
じょうれい 札幌市

さっぽ ろ し

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

条例
じょうれい

心のバリアフリー
こ こ ろ ば り あ ふ り ー

ヘルプマーク
へ る ぷ ま ー く

内容
ないよう

も知
し

っている 6.3 2.5 2.6 11.5 37.6

聞
き

いたことがある 24.7 10.3 7.5 22.4 22.3

知
し

らなかった 66.8 81.8 84.4 60.7 36.0

無回答
むか い と う 2.2 5.4 5.5 5.4 4.1
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＜企業
きぎょう
意識
い し き
調査
ちょうさ
＞ 

障
しょう
がい者

しゃ
雇用
こよう
に関
かん
するハードル

は ー ど る
について尋

たず
ねた設

せつ
問
もん
では、「障

しょう
がいのある方

かた
の

ことをそもそもよく分
わ
からないから雇用

こよう
に踏

ふ
み出

だ
せない」と回答

かいとう
した企業

きぎょう
が６割

わり

弱
じゃく
ありました。障

しょう
がいのある方

かた
に対

たい
する企

き
業
ぎょう
側
がわ
の理

り
解
かい
のより一

いっ
層
そう
の促

そく
進
しん
が必

ひつ
要
よう

といえます。 

障
しょう
がいのある方

かた
のことをそもそもよく分

わ
からないから雇用

こよう
に踏

ふ

み出
だ
せない 

割合
わりあい
（ ％
ぱーせんと

） 

とてもそう思
おも
う・そう思

おも
う 55.3

あまりそう思
おも
わない・全

まった
くそう思

おも
わない 40.9
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■障
しょう
がい福祉

ふ く し
サービス
さ ー び す

について 

＜障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ
・障
しょう
がい児

じ
調査
ちょうさ
＞  

前回
ぜんかい
調査
ちょうさ
よりも、量

りょう
・内
ない
容
よう
ともに「（おおむね）満

まん
足
ぞく
している」割

わり
合
あい
が増

ふ
えまし

たが、「（あまり）満足
まんぞく
していない」と感

かん
じる方

かた
も一
いっ
定
てい
数
すう
存
そん
在
ざい
しています。 

また、サービス
さ ー び す

の質
しつ
や事業所
じぎょうしょ

の対応
たいおう
について、ある程度

ていど
満足
まんぞく
していると感

かん
じてい

る方
かた
がいる一方

いっぽう
で、前回

ぜんかい
調査
ちょうさ
より「（あまり）満足

まんぞく
していない」の割合

わりあい
が若
じゃっ
干
かん
増
ぞう
加
か

しました。 
障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ

障
しょう
がい児

じ
調査
ちょうさ

2016年度
ね ん ど

2019年度
ね ん ど

2016年度
ね ん ど

2019年度
ね ん ど

量
りょう

4
（おおむね）満足

まんぞく
している 78.9 80.9 78.8 83.6

（あまり）満足
まんぞく
していない 14.6 14.1 19.1 15.7

内容
ないよう

5
（おおむね）満足

まんぞく
している 76.1 78.2 83.2 84.3

（あまり）満足
まんぞく
していない 14.6 16.3 13.9 15.3

質
しつ
6

（おおむね）満足
まんぞく
している 75.1 76.2 79.1 78.5

（あまり）満足
まんぞく
していない 15.2 17.3 11.1 13.7

事業所
じぎょうしょ

の対応
たいおう （おおむね）満足

まんぞく
している 77.4 79.6 84.3 90.2

（あまり）満足
まんぞく
していない 13.6 15.1 11.8 9.8

                               （単位
たんい
： ％

ぱーせんと
） 

＜事業所
じぎょうしょ

調査
ちょうさ
＞  

事業所
じぎょうしょ

が業務
ぎょうむ
を円滑
えんかつ
に実施

じっし
するために必要

ひつよう
な人手

ひとで
が「（やや）不足

ふそく
している」「非常

ひじょう

に不足
ふそく
している」と回

かい
答
とう
した事

じ
業
ぎょう
所
しょ
が全
ぜん
体
たい
の７割

わり
を超

こ
えています。 

職員
しょくいん

不足
ぶそく
の原因
げんいん
として「職員

しょくいん
の採用
さいよう
が困難
こんなん
」と答

こた
える事

じ
業
ぎょう
所
しょ
が６割

わり
以
い
上
じょう
、雇用
こよう

が困難
こんなん
な理由

りゆう
を「賃金

ちんぎん
が低
ひく
い」「精

せい
神
しん
的
てき
な負

ふ
担
たん
が大
おお
きい」と回答

かいとう
した割合

わりあい
がそれぞれ

４割
わり
程
てい
度
ど
となっています。 

4 利用
りよ う
することのできるサービス

さ ー び す
の日数

にっすう
や時間数

じかんすう
のこと。

5 利用
りよ う
することのできるサービス

さ ー び す
のメニュー

め に ゅ ー
のこと。（例

れい
：身体

しんたい
介護
か い ご
や掃除

そ う じ
、洗濯

せんたく
等
とう
） 

6 サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

の職員
しょくいん

による支援
し え ん
技術
ぎじゅつ
などのこと。



第
だい
２ 章
しょう

 計 画
けいかく

策 定
さくてい

の背 景
はいけい

26

■障
しょう
がいのある方

かた
が希望

き ぼ う
する生活

せいかつ
のためにあればいいこと 

＜障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ
・障
しょう
がい児

じ
調査
ちょうさ
＞  

 前
ぜん
回
かい
調
ちょう
査
さ
に引

ひ
き続
つづ
き、高

こう
齢
れい
になった時

とき
の生
せい
活
かつ
に不

ふ
安
あん
を感
かん
じている方

かた
の割合
わりあい
が多
おお

 い結
けっ
果
か
となりました。 

（参考
さんこう
）障
しょう
がいのある方

かた
が希望

き ぼ う
する生活

せいかつ
のためにあればいいこと 

2016年度
ね ん ど

2019年度
ね ん ど

2016年度
ね ん ど

2019年度
ね ん ど

高齢
こうれい

になっても安心
あんしん

して生活
せいかつ

できること 第
だい

１位
い

第
だい

１位
い

第
だい

１位
い

第
だい

２位
い

困
こま

った時
とき

に相談
そうだん

を聞
き

き助言
じょげん

してくれる場
ば

第
だい

２位
い

第
だい

３位
い

第
だい

１位
い

第
だい

12位
い

年金や手当、経済的な負担軽減
ねんきん てあて けいざいてき ふたんけいげん

第
だい

３位
い

第
だい

２位
い

第
だい

４位
い

第
だい

１位
い

周囲の障がいへの理解
しゅうい しょう りかい

第
だい

６位
い

第
だい

５位
い

第
だい

３位
い

第
だい

３位
い

障
しょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

障
しょう

がい児
じ

調査
ちょうさ

じゅうどしょう いりょうてきけあ ひつよう ひと さーびすじゅうじつ 

ひつよう じょうほう かんたん にゅうしゅ 

しょう へんけんかいしょう りかいそくしん けいはつ 

こうれい あんしん せいかつ 

たんきにゅうしょしせつとうじゅうじつ 

いりょう り は び り て ー し ょ ん じゅうじつ 

ふくしようぐ じゅうじつ 

こ み ゅ に け ー し ょ ん かん しえん じゅうじつ 

しゅうい しょう りかい 

す ば じゅうじつ 

ねんきん てあて けいざいてき ふたんけいげん 

しごと さぎょうしょ ば じゅうじつ 

す ぽ ー つ れく ぶんかかつどう じゅじつ 

がいしゅつ かん しえん 

こま とき そうだん き じょげん ば 

せいかつ ひつよう れんしゅう ば 

かいごさ ー び す じゅうじつ 

しょう じちょうさ しょう しゃちょうさ 
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＜施設
し せ つ
入所者
にゅうしょしゃ

調査
ちょうさ
＞  

 本人
ほんにん
の地域

ちいき
生活
せいかつ
を支
ささ
える環境面

かんきょうめん
においては、夜間

やかん
や緊急
きんきゅう

時
じ
の支援

しえん
に不

ふ
安
あん
を感
かん
じ 

ているほか、一
いち
度
ど
退
たい
所
しょ
すると再

さい
入
にゅう
所
しょ
できないのではないかということに不

ふ
安
あん
を感
かん

じている方
かた
が多

おお
く、これらが退

たい
所
しょ
に向

む
けた課題

かだい
になっていることがうかがえます。 

ご本
ほん
人
にん
の状
じょう
態
たい
像
ぞう
としては、常

じょう
時
じ
の介
かい
護
ご
や見

み
守
まも
りを要

よう
する方

かた
が多
おお
く、在所

ざいしょ
期間
きかん
が 

20年
ねん
以上
いじょう
の入
にゅう
所
しょ
者
しゃ
については「ご家族

かぞく
からのサポート

さ ぽ ー と
が期待

きたい
できない」とする割合

わりあい

が最
もっと
も高
たか
くなっています。 

地
ち
域
いき
移
い
行
こう
に当

あ
たっては、サ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
提
てい
供
きょう
基
き
盤
ばん
の一
いっ
層
そう
の充
じゅう
実
じつ
が必
ひつ
要
よう
となっています。 

＜精神科
せいしんか

病院
びょういん

入院
にゅういん

患者
かんじゃ
調査
ちょうさ
＞  

 退
たい
院
いん
ができない要

よう
因
いん
として、「症 状

しょうじょう
が不安定

ふあんてい
」という理由

りゆう
が最
もっと
も高
たか
くなってい 

 ます。病
びょう
状
じょう
が治
おさ
まっている方

かた
（院
いん
内
ない
寛
かん
解
かい
あるいは改

かい
善
ぜん
傾
けい
向
こう
）の場

ば
合
あい
、「退

たい
院
いん
意
い
欲
よく
が 

 乏
とぼ
しい」ことが、退

たい
院
いん
に向

む
けた問

もん
題
だい
点
てん
になっています。 

 退
たい
院
いん
後
ご
に必
ひつ
要
よう
な支

し
援
えん
としては、前

ぜん
回
かい
調
ちょう
査
さ
同
どう
様
よう
、「訪

ほう
問
もん
看
かん
護
ご
サービス
さ ー び す

」とする割
わり
合
あい

が最
もっと
も高
たか
くなっています。 

退所
たいしょ

に向
む

けての不安
ふ あ ん

な点
てん

割合
わりあい

（％
ぱーせんと

）

第
だい

１位
い

夜間
や か ん

や緊急時
きんきゅうじ

の支援
し え ん

を十分
じゅうぶん

に受
う

けることができないという不安
ふ あ ん

がある 61.9

第
だい

２位
い

一度
い ち ど

退所
たいしょ

すると再入所
さいにゅうしょ

できないのではないかという不安
ふあ ん

がある 39.4

第
だい

３位
い

住
す

まいの確保
かく ほ

が困難
こんなん 35.8

支援者
しえんしゃ

から見
み

たご本人
ほんにん

の様子
よ う す

割合
わりあい

（％
ぱーせんと

）

第
だい

１位
い

介護
か い ご

や見守
み ま も

り等
とう

の支援
し え ん

が常時必要
じょうじひつよう

である 65.9

第
だい

２位
い

退所
たいしょ

したいかどうか、本人
ほんにん

の意思
い し

が確認
かくにん

できない 51.1

第
だい

３位
い

退所
たいしょ

に向
む

けた意識
いしき

が乏
とぼ

しい 39.8
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■就 職
しゅうしょく

の経緯
け い い
（障
しょう
がい手帳

てちょう
等
とう
種類
しゅるい
別
べつ
） 

＜障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ
＞  

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう
をお持

も
ちの方

かた
については、等級

とうきゅう
に関
かか
わらず「自分

じぶん
で探
さが
した」が 

最
もっと
も多
おお
く、次

つ
いで「ハローワーク

は ろ ー わ ー く
を利用

りよう
した」となっており、自立

じりつ
支援
しえん
医療
いりょう
や特
とく
定
てい

医
い
療
りょう
費
ひ
（指

し
定
てい
難病
なんびょう

）の受
じゅ
給
きゅう
者
しゃ
証
しょう
をお持

も
ちの方

かた
も同様
どうよう
の結果

けっか
となっています。 

 療育
りょういく

手帳
てちょう
をお持

も
ちの方

かた
については、学校

がっこう
や福祉的

ふくしてき
就労
しゅうろう

（就労
しゅうろう

移行
いこう
支援
しえん
事業所
じぎょうしょ

等
とう
）

からの支援
しえん
を受

う
け就
しゅう
職
しょく
につながっている傾向

けいこう
がみられました。 

退院
たいいん

ができない要因
よういん

割合
わりあい

（％
ぱーせんと

）

第
だい

1位
い

病状が不安定
びょうじょう　ふあんてい 51.6

第
だい

2位
い

現実認識が乏しい
げんじつにんしき　　とぼ 46.6

第
だい

3位
い

退院意欲が乏しい
たいいん　いよく　　とぼ 28.4

第
だい

4位
い

病識がなく通院服薬の中断が予想される
びょうしき　　　　つういん　ふくやく　　ちゅうだん　よそう 27.4

第
だい

5位
い

家事（食事・洗濯・金銭管理など）ができない
　かじ　　　しょくじ　　せんたく　　きんせんかんり　 26.4

ハロー
はろー

ワーク
わーく 学校

がっこう 就労移行
しゅうろういこう

支援
しえん

等
とう

相談支援
そうだんしえん

事業所等
じぎょうしょとう

親族等
しんぞくとう

の

紹介
しょうかい

自分
じぶん

で

探
さが

した
その他

た

１・２級
きゅう 26 1 4 1 17 47 28

３・４級
きゅう 24 3 2 1 17 55 21

５・６級
きゅう 8 0 1 0 6 16 7

Ａ(最重度・重度
えー　さいじゅうど　じゅうど

) 0 2 1 0 0 0 1

Ｂ（中度）
びー　ちゅうど 5 16 12 1 6 2 4

Ｂ－（軽度）
びーばー　　けいど 33 32 37 10 10 17 7

１級
きゅう 0 0 0 0 1 1 0

２級
きゅう 13 0 9 1 7 10 1

３級
きゅう 14 3 6 3 10 34 17

自立支援医療（精神通院）
じりつしえんいりょう　　　せいしんつういん 11 2 10 2 7 15 3

指定難病・特定疾患医療
していなんびょう　　とくていしっかんいりょう 13 7 2 0 16 38 17

就職
しゅうしょく　けいい

の経緯　(単位
たんい

：人
にん

）

そ
の
他 た

精
神

せ
い
し
ん

身
体

し
ん
た
い

療
育

り
ょ
う
い
く
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現
げん
状
じょう
のまとめ 

 札幌市
さっぽろし

では、これまでも、さっぽろ障
しょう
がい者

しゃ
プラン
ぷ ら ん

に基
もと
づき、着実

ちゃくじつ
に施策

しさく
を進
すす

め、法
ほう
律
りつ
が定

さだ
める障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
も含
ふく
めて、障

しょう
がい福

ふく
祉
し
施
し
策
さく
全
ぜん
般
ぱん
の充
じゅう
実
じつ

を進
すす
めてきました。 

 しかしながら、札幌市
さっぽろし

が実施
じっし
したアンケート

あ ん け ー と
調査
ちょうさ
結果
けっか
にもあるとおり、障

しょう
がい

のある方
かた
への理解

りかい
がまだ十分

じゅうぶん
とは言

い
えないことや、前回

ぜんかい
調査
ちょうさ
より改善

かいぜん
傾向
けいこう
にある

ものの、サービス
さ ー び す

の質
しつ
についてはさらなる充実

じゅうじつ
を求

もと

める声
こえ

が寄
よ

せられているな

ど、障
しょう
がいのある方

かた
やその家族

かぞく
にとっては、いまだに多

おお
くの生活

せいかつ
のしづらさが残

のこ

っています。 

 また、計
けい
画
かく
期
き
間
かん
（2021～2023年

ねん
）においては、各種障

かくしゅしょう
がい者

しゃ
手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

の増加
ぞうか

などに伴
ともな
って、障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の利用

りよう
が広
ひろ
がることが見

み
込
こ
まれます。 

 引
ひ
き続

つづ
き障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の提供

ていきょう
体制
たいせい

を確保
かくほ
していくことが課題

かだい
となっ

ています。
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４ 目
め
指
ざ
すべき共

きょう
生
せい
社
しゃ
会
かい
に向

む
けて ~障

しょう
がい福祉

ふ く し
施策
し さ く
の視点

し て ん
から～

令和元
れいわがん

年度
ねんど
札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい児者

じしゃ
実態
じったい
等
とう
調査
ちょうさ

では、札幌市
さっぽろし

が目
め
指
ざ
すべき共生

きょうせい
社会
しゃかい

の

具体的
ぐたいてき

なイメージ
い め ー じ

を構築
こうちく
するため、障

しょう
がいをお持

も
ちの方

かた
を含
ふく
めた市

し
民
みん
や企

き
業
ぎょう
のみな

さまからご意見
いけん
を伺
うかが
いました。 

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

のために必要
ひつよう

と 考
かんが
える施策

しさく
としては、「心

こころ
のバ

ば
リ
り
ア
あ
フ
ふ
リ
り
ー
ー
化
か
の

推進
すいしん
」「就

しゅう
労
ろう
機
き
会
かい
の充
じゅう
実
じつ
」が、いずれの調査

ちょうさ
でも上位

じょうい
を占

し
めています。 

■共生
きょうせい

社会
しゃかい
の実現
じつげん
のために必要

ひつよう
な施策

し さ く
（アンケート

あ ん け ー と
結果
け っ か
から）

市
し
内
ない
の障
しょう
がい関

かん
連
れん
団
だん
体
たい
を対
たい
象
しょう
としたグループヒアリング

ぐ る ー ぷ ひ あ り ん ぐ
においても、これらの施

し

策
さく
に関
かん
連
れん
した意

い
見
けん
は多
おお
く、障

しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する理

り
解
かい
不
ぶ
足
そく
により生

しょう
じる差

さ
別
べつ
や偏

へん

見
けん
、就
しゅう
労
ろう
の難
むずか
しさなどを課

か
題
だい
とする意

い
見
けん
が挙

あ
げられています。 

■共生
きょうせい

社会
しゃかい
のイメージ

い め ー じ
（障
しょう
がい者

しゃ
団体
だんたい
へのヒアリング

ひ あ り ん ぐ
調査
ちょうさ
結果
け っ か
から） 

障
しょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

障
しょう

がい児
じ

調査
ちょうさ

市民
し み ん

意識
い し き

調査
ちょうさ

企業
きぎょう

意識
い し き

調査
ちょうさ

第
だい

1位
い

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスの充実
さーびす じゅうじつ

就労
しゅうろう

機会
き か い

の充実
じゅうじつ

就労
しゅうろう

機会
き か い

の充実
じゅうじつ

就労
しゅうろう

機会
き か い

の充実
じゅうじつ

第
だい

2位
い

心
こころ

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

心
こころ

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

心
こころ

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

心
こころ

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

第
だい

3位
い

就労
しゅうろう

機会
き か い

の充実
じゅうじつ

インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

教育の充実
きょういく じゅうじつ

建築物
けんちく ぶつ

・交通
こう つう

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

建築物
けんちく ぶつ

・交通
こう つう

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

観点
かんてん

目
め

指
ざ

すべき共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

像
ぞう

共生
きょうせい

社会
しゃかい

実現
じつげん

に必要
ひつよう

な施策
し さ く

意識上
いしきじょう

の

バリア
ば り あ

障
しょう

がいが個人
こ じ ん

の特性
とくせい

のひとつとして認識
にんしき

され、そ

の差異
さ い

が理解
り か い

されること（互
たが

いの理解
り か い

）により差
さ

別
べつ

や偏
へん

見
けん

が生
しょう

じない社
しゃ

会
かい

、互
たが

いに支
ささ

え合
あ

える社
しゃ

会
かい

障
しょう

がいへの理解
り か い

促進
そくしん

や、障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず共
とも

に育
そだ

つ環
かん

境
きょう

（インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

）、交流
こうりゅう

機会
き か い

の創出
そうしゅつ

等
とう

による心
こころ

のバリアフ
ば り あ ふ り ー

リーの実現
じつげん

にむけた施策
し さ く

制度的
せ い ど てき

な

バリア
ば り あ

障
しょう

がいの有無
う む

によらず自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を営
いとな

むことが

できる社会
しゃかい

就労
しゅうろう

支援
し え ん

制度
せ い ど

の拡充
かくじゅう

・改善
かいぜん

や、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

機会
き か い

の拡充
かくじゅう

など、就労
しゅうろう

に関連
かんれん

した施策
し さ く

物理的
ぶ つ り てき

／文
ぶん

化
か

・情報面
じょうほうめん

のバリア
ば り あ

障
しょう

がいの有無
う む

によらず、自由
じ ゆ う

に社会
しゃかい

参加
さ ん か

や生活
せいかつ

を

営
いとな

むことができる社会
しゃかい

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の拡充
かくじゅう

建物、交通機関
たてもの こうつうきかん

といったハード面
はーど めん

でのバ
ば

リアフリー
り あ ふ り ー

の推進施策
すいしんし さく

余暇活動支援、情報提供手法の拡充施策
よかかつどうしえん、じょうほうていきょうしゅほう かくじゅうしさく
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障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ
及
およ
び障
しょう
がい児

じ
調査
ちょうさ
において、障

しょう
がいのある方

かた
の約
やく
３割
わり
、障
しょう
がいの

ある子
こ
どもの約

やく
５割
わり
が、何

なん
らかの差

さ
別
べつ
経
けい
験
けん
があると答

こた
えています。 

また、企
き
業
ぎょう
意
い
識
しき
調
ちょう
査
さ
において障

しょう
がい者

しゃ
雇用
こよう
に関

かん
するハードル

は ー ど る
について尋

たず
ねた設

せつ

問
もん
では、「障

しょう
がいのある方

かた
のことをそもそもよく分

わ
からないから雇用

こよう
に踏

ふ
み出

だ
せない」

と回答
かいとう
した企業

きぎょう
が６割

わり
弱
じゃく
ありました。障

しょう
がいのある方

かた
の就
しゅう
労
ろう
機
き
会
かい
の充
じゅう
実
じつ
を図
はか
るた

めには、正
せい
規
き
雇
こ
用
よう
率
りつ
の向
こう
上
じょう
や待
たい
遇
ぐう
改
かい
善
ぜん
等
とう
はもとより、障

しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する企

き
業
ぎょう

側
がわ
の理

り
解
かい
のより一

いっ
層
そう
の促
そく
進
しん
が必
ひつ
要
よう
といえます。 

今
こん
回
かい
のア

あ
ン
ん
ケ
け
ー
ー
ト
と
に回
かい
答
とう
してくださった方

かた
の多
おお
くが、共

きょう
生
せい
社
しゃ
会
かい
について、障

しょう
がい

等
とう
に対
たい
する理

り
解
かい
が進
すす
み差

さ
別
べつ
や偏
へん
見
けん
が生
しょう
じない社

しゃ
会
かい
、就
しゅう
労
ろう
をはじめ社

しゃ
会
かい
参
さん
加
か
の機

き
会
かい
が

充
じゅう
実
じつ
した社

しゃ
会
かい
というイ

い
メ
め
ー
ー
ジ
じ
を持

も
っていることがうかがえます。心

こころ
のバ

ば
リ
り
ア
あ
フ
ふ
リ
り
ー
ー

化
か
や社会
しゃかい
参加
さんか
の促進
そくしん
は、共

きょう
生
せい
社
しゃ
会
かい
を推進
すいしん
する重要

じゅうよう
な要素

ようそ
であり、これら双

そう
方
ほう
に係
かか
る

課
か
題
だい
として挙

あ
げられている 障

しょう
がいのある方

かた
に対

たい
する理

り
解
かい
のより一

いっ
層
そう
の促

そく
進
しん
が、

札幌市
さっぽろし

の障
しょう
がい福

ふく
祉
し
施
し
策
さく
の継
けい
続
ぞく
的
てき
な課題

かだい
といえます。 
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第
だい
３章
しょう
 計画
けいかく
の体系
たいけい

１ 基本
き ほ ん
理念
り ね ん
・計画
けいかく

目標
もくひょう

 本計画
ほんけいかく

は、さっぽろ障
しょう
がい者

しゃ
プラン
ぷ ら ん

2018 を構成
こうせい
する計画

けいかく
であることから、引

ひ
き続

つづ

き、プラン
ぷ ら ん

に掲
かか
げる基本

きほん
理念
りねん
及
およ
び計画
けいかく

目標
もくひょう

の推進
すいしん
を目指

め ざ
します。 

また、国
くに
の基本

きほん
指針
ししん
で示
しめ
された新

あら
たな考

かんが
え方
かた
や札幌市

さっぽろし
の障
しょう
がい福祉

ふくし
施策
しさく
の視点

してん
か

ら目
め
指
ざ
すべき共生

きょうせい
社会
しゃかい
の実
じつ
現
げん
に向

む
けた取

とり
組
くみ
を、本計画

ほんけいかく
に反映
はんえい
させていきます。 

■基本
き ほ ん
理念
り ね ん

 障
しょう
がいのある人

ひと
もない人

ひと
も、その命

いのち
の尊厳
そんげん
が当然
とうぜん
に保障
ほしょう
され、市民

しみん
誰
だれ
もが互

たが
いに

人格
じんかく
と個性

こせい
を尊重
そんちょう

し支
ささ
え合

あ
う共生
きょうせい

社会
しゃかい
の実現
じつげん

■計画
けいかく

目標
もくひょう

１ 地域
ちいき

社会
しゃかい

の 障
しょう
がいのある人

ひと
に対
たい
する理解

りかい
促進
そくしん

２ 障
しょう
がいのある人

ひと
の自己

じ こ
決定
けってい

の尊 重
そんちょう

と意思
い し
決定
けってい

の支援
しえん

３ 施設
しせつ
、病院
びょういん

から地域
ちいき
への移行

いこう
推進
すいしん
と地域

ちいき
生活
せいかつ
を支
ささ
えるためのサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
提
てい
供
きょう
基
き
盤
ばん

の一層
いっそう
の充実
じゅうじつ

４ 市民
しみん
、事

じ
業者
ぎょうしゃ

、行政
ぎょうせい

などの連携
れんけい
強化
きょうか
による地域

ちいき
の福祉力
ふくしりょく

の向上
こうじょう

５ 障
しょう
がいのある子

こ
どもへの支援

しえん

６ 障
しょう
がいを理由

りゆう
とする差別

さべつ
の解消
かいしょう
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２ 2023年度
ね ん ど
の成果

せ い か
目標
もくひょう

障
しょう
がいのある方

かた
の自立

じりつ
支援
しえん
の促

そく
進
しん
や 共

きょう
生
せい
社
しゃ
会
かい
の実

じつ
現
げん
に向

む
けて、必要

ひつよう
な 障

しょう
がい

福祉
ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の提供
ていきょう

体制
たいせい
の確保

かくほ
に係
かか
る目標
もくひょう

として成果
せいか

目標
もくひょう

を設定
せってい
します。 

なお、国
くに
が基本

きほん
指針
ししん
で例示

れいじ
する成果

せいか
目標
もくひょう

と札幌市
さっぽろし

が設定
せってい

する成果
せいか

目標
もくひょう

との対応
たいおう

関係
かんけい
については、第

だい
６章
しょう
（100～103 頁

ぺーじ
）に掲載

けいさい
しています。 

■障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
に関
かん
する目標

もくひょう

成果
せいか

目標
もくひょう

① 入所
にゅうしょ

施設
しせつ
の入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき
生活
せいかつ
への移行

いこう

       １）施設
しせつ
入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき
生活
せいかつ
への移行者数

いこうしゃすう

       ２）施設
しせつ
入所者数
にゅうしょしゃすう

の減少
げんしょう

 成果
せいか

目標
もくひょう

② 地域
ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
拠点
きょてん
等
とう
の整
せい
備
び
及
およ
び機

き
能
のう
の充実
じゅうじつ

（強化
きょうか
）

 成果
せいか

目標
もくひょう

③ 福祉
ふくし
施設
しせつ
から一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移行
いこう

       １）就労
しゅうろう

移行
いこう
支援
しえん
事業所
じぎょうしょ

等
とう
を通
つう
じた一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

       ２）就労
しゅうろう

移行
いこう
支援
しえん
事業
じぎょう
等
とう
を通
つう
じて一般

いっぱん
就労
しゅうろう

に移行
いこう
する方

かた
のうち、 

         就 労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん
事業
じぎょう
を利用

りよう
する割合

わりあい

 成果
せいか

目標
もくひょう

④ 医療的
いりょうてき

ケア
け あ
を必要
ひつよう
とする障

しょう
がいのある子

こ
どもへの支援

しえん
（強化
きょうか
）

 成果
せいか

目標
もくひょう

⑤ 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の質
しつ
の向上
こうじょう

を図
はか
るための取組

とりくみ
の推進
すいしん
（新規

し ん き
） 

■障
しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する理解

り か い
促進
そくしん
に関
かん
する目標

もくひょう
（札幌市

さっぽろし
独自
ど く じ
設定
せってい
） 

 成果
せいか

目標
もくひょう

⑥ 障
しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する理解

りかい
促進
そくしん

    ・ 障
しょう
がいのある方

かた
にとって地域

ちい き
で暮

く
らしやすいまちであると思

おも
う障

しょう
がいのある方

かた
の割合

わりあい

・ 障
しょう
がいのある子

こ
どもにとって地域

ちい き
で暮

く
らしやすいまちであると思

おも
う保護者

ほ ご し ゃ
の割合

わりあい

＜新規
しんき
・強化
きょうか

の表記
ひょうき

について＞ 
新規
しんき
：前
ぜん
計画
けいかく

（障
しょう
がい福

ふく
祉
し
計
けい
画
かく
（第

だい
５期

き
）・障

しょう
がい児

じ
福
ふく
祉
し
計
けい
画
かく
（第

だい
１期

き
））には掲載

けいさい
していな

   いが、新
あら
たに計画

けいかく
に位

い
置
ち
づけて取

と
り組

く
んでいく項目

こうもく
。 

強化
きょうか

：前
ぜん
計画
けいかく

に掲載
けいさい

しているもので、新
あら
たな事

じ
業
ぎょう
等
とう
によって取

とり
組
くみ
が 強
きょう
化
か
される項

こう
目
もく
。 

※ いずれも、本
ほん
計画
けいかく

の計画
けいかく

期間前
きかんまえ

（2020年度
ねんど
以前
いぜん
）から事業

じぎょう
等
とう
を開始
かいし
していたものを含

ふく
む。
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成果
せ い か

目標
もくひょう

① 入所
にゅうしょ

施設
し せ つ
の入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き
生活
せいかつ
への移行

い こ う

１）施設
しせつ
入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき
生活
せいかつ
への移行者数

いこうしゃすう

＜第
だい
６期

き
計画
けいかく
の国
くに
の基本

きほん
指針
ししん
＞ 

  2020年
ねん
 3月
がつ
 31日

にち
の施設

しせつ
入所者
にゅうしょしゃ

のうち、2023年度
ねんど
末
まつ
において６ ％

ぱーせんと
以上
いじょう

の人
ひと
が

地域
ちいき
生活
せいかつ
へ移行

いこう
することを目指

め ざ
す。

＜札幌市
さっぽろし

の第
だい
５期

き
計画
けいかく
の目標
もくひょう

と進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

＞ 

2017年
ねん
 3月
がつ
 31日

にち
の施

し
設
せつ
入
にゅう
所
しょ
者
しゃ
 2,093人

にん
のうち、2020年

ねん
度
ど
末
まつ
において 125人

にん
（６

％
ぱーせんと

）の方
かた
が地

ち
域
いき
生
せい
活
かつ
に移

い
行
こう
することを目

め
指
ざ
しました。（国

くに
の基本

きほん
指針
ししん
は９ ％

ぱーせんと
） 

2020年度
ねんど
末
まつ
の目標
もくひょう

2017年
ねん
４月
がつ
から 2019年

ねん
３月
がつ
末
まつ
までの実

じっ
績
せき
（累計
るいけい
）／進

しん
捗
ちょく
率
りつ

125人
にん

27人
にん
 ／ 21.6 ％

ぱーせんと

※北海道
ほっかいどう

調
しら
べ 

＜目
もく
標
ひょう
設定
せってい
の考
かんが
え方
かた
＞ 

近年
きんねん

は、施設
しせつ
に入所

にゅうしょ
している方

かた
の高齢化

こうれいか
や障

しょう
がい程度

ていど
の重
じゅう
度
ど
化
か
が進

すす
んでいる

ことから、第
だい
５期

き
計画
けいかく

の目標
もくひょう

達成
たっせい

は厳
きび
しい状 況

じょうきょう
にあり、今後

こんご
も高齢化

こうれいか
に伴

ともな
い、

地域
ちいき
への移行

いこう
は伸

の
び悩
なや
むことが想定

そうてい
されます。札幌市

さっぽろし
も介護

かいご
・見

み
守
まも
り体
たい
制
せい
の充実
じゅうじつ

を

はじめ、目標
もくひょう

達成
たっせい

に向
む
けた方策

ほうさく
を講
こう
じることで、国

くに
の基本

きほん
指針
ししん
と同様
どうよう

に、2016～

2018年度
ねんど
の年

ねん
平均
へいきん
増加率
ぞうかりつ

（札幌市
さっぽろし

の場合
ばあい
は約

やく
 2.1 ％

ぱーせんと
）の達成

たっせい
を目

め
指
ざ
すこととし、

2023年
ねん
度
ど
末
まつ
までに 60人

にん
以上
いじょう
の方
かた
が地

ち
域
いき
へ移

い
行
こう
することを目

もく
標
ひょう
として設

せっ
定
てい
します。

＜札
さっ
幌
ぽろ
市
し
の第
だい
６期

き
計
けい
画
かく
の目
もく
標
ひょう
＞ 

2020年
ねん
３月
がつ
31日

にち
の施設

しせつ
入所者
にゅうしょしゃ

2,009人
にん
のうち、2023年

ねん
度
ど
末
まつ
（2024年

ねん
３月
がつ
末
まつ
）

において 60人
にん
（３ ％

ぱーせんと
）以上
いじょう
の方
かた
が地域

ちいき
生活
せいかつ
に移行

いこう
することを目指

め ざ
します。
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２）施設
しせつ
入所者数
にゅうしょしゃすう

の減少
げんしょう

＜第
だい
６期

き
計画
けいかく
の国
くに
の基本

きほん
指針
ししん
＞ 

  2023年度
ねんど
末
まつ
の施設

しせつ
入所者
にゅうしょしゃ

を、2020年
ねん
３月

がつ
 31日

にち
の施設

しせつ
入所者数
にゅうしょしゃすう

から 1.6 ％
ぱーせんと

以上
いじょう

減少
げんしょう

することを目
め
指
ざ
す。 

＜札幌市
さっぽろし

の第
だい
５期

き
計画
けいかく
の目標
もくひょう

と進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

＞ 

2020年度
ねんど
末
まつ
の施設

しせつ
入所者
にゅうしょしゃ

を、2017年
ねん
３月
がつ
31日

にち
の施

し
設
せつ
入
にゅう
所
しょ
者
しゃ
数
すう
2,093人

にん
から 83人

にん

（約
やく
４ ％
ぱーせんと

）減少
げんしょう

することを目指
め ざ
しました。（国

くに
の基本

きほん
指針
ししん
は２ ％

ぱーせんと
以上
いじょう
） 

2020年度
ねんど
末
まつ
の目標
もくひょう

2017年
ねん
４月
がつ
から 2020年

ねん
３月
がつ
末
まつ
までの実

じっ
績
せき
（累計
るいけい
）／進

しん
捗
ちょく
率
りつ

83人
にん

85人
にん
 ／ 102.4 ％

ぱーせんと

＜目
もく
標
ひょう
設定
せってい
の考
かんが
え方
かた
＞ 

  施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん
のサービス

さ ー び す
利用
りよう
実績
じっせき
から、2017～2019年度

ねんど
の年
ねん
平均
へいきん

減少率
げんしょうりつ

（1.4 

％
ぱーせんと

）が今
こん
後
ご
も続
つづ
くと見

み
込
こ
み、2020～2023年度

ねんど
の累計
るいけい

減少数
げんしょうすう

（推計
すいけい
）を 110人

にん
（約

やく

5.5 ％
ぱーせんと

）と推計
すいけい
しました。 

  目
もく
標
ひょう
達
たっ
成
せい
に向

む
けた方

ほう
策
さく
について、着実

ちゃくじつ
に取

と
り組

く
みを進

すす
め、推

すい
計
けい
を上
うわ
回
まわ
る目
もく
標
ひょう
を

設
せっ
定
てい
します。 

地域
ちいき
移行
いこう
以外
いがい
の減少
げんしょう

要因
よういん
には、死亡

しぼう
や長期
ちょうき

入院
にゅういん

等
とう
があります。また、障

しょう
がいの 

重
おも
い方
かた
を受

う
け入

い
れるグ

ぐ
ル
る
ー
ー
プ
ぷ
ホ
ほ
ー
ー
ム
む
の整備

せいび
も進
すす
んできていると考

かんが
えられます。 

＜札
さっ
幌
ぽろ
市
し
の第
だい
６期

き
計
けい
画
かく
の目
もく
標
ひょう
＞ 

2023年度
ねんど
末
まつ
の施設

しせつ
入所者
にゅうしょしゃ

を、2020年
ねん
３月
がつ
31日

にち
時点
じてん
の施

し
設
せつ
入
にゅう
所
しょ
者
しゃ
数
すう
2,009人

にん

から 110人
にん
（約
やく
5.5 ％

ぱーせんと
）以上
いじょう

減少
げんしょう

することを目
め
指
ざ
します。
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◆◇ 成果
せ い か

目標
もくひょう

①を達成
たっせい
するための方策

ほうさく
 ◇◆ 

【介
かい
護
ご
・見

み
守
まも
り体
たい
制
せい
の充
じゅう
実
じつ
】…強化

きょうか

地域
ちいき
生活
せいかつ
を行
おこな
うために必要

ひつよう
な介護

かいご
・見

み
守
まも
り体制
たいせい
を構築
こうちく
します。 

 ・重
じゅう
度
ど
の障
しょう
がいのある方

かた
に対応
たいおう
した訪問

ほうもん
系
けい
・日中
にっちゅう

活動
かつどう
系
けい
サービス
さ ー び す

の利用
りよう
、地

ち
域
いき
定
てい

着
ちゃく
支
し
援
えん
などの利用

りよう
を促進
そくしん
します。 

 ・重
じゅう
度
ど
訪
ほう
問
もん
介
かい
護
ご
において、特

とく
に長時間
ちょうじかん

の在宅
ざいたく
介護
かいご
を必要
ひつよう
とする方

かた
に、従来

じゅうらい
の基

き
準
じゅん

（「定型
ていけい
」という）とは別

べつ
に、個

こ
々
こ
の事

じ
情
じょう
に応
おう
じて必

ひつ
要
よう
な介

かい
護
ご
時
じ
間
かん
を個

こ
別
べつ
に決
けっ
定
てい

する判
はん
断
だん
基
き
準
じゅん
（いわゆる「非

ひ
定
てい
型
けい
」）を導

どう
入
にゅう
します。 

 ・緊急
きんきゅう

時
じ
の相談
そうだん
支援
しえん
や受
うけ
入
い
れ先
さき
の確
かく
保
ほ
等
とう
の機能

きのう
を備
そな
える地域

ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
拠点
きょてん
等
とう
も活
かつ

用
よう
し、障

しょう
がいのある方

かた
の生活
せいかつ
を地域

ちいき
全体
ぜんたい
で支
ささ
えます。 

 ・施
し
設
せつ
退
たい
所
しょ
後
ご
、生
せい
活
かつ
介
かい
護
ご
の利

り
用
よう
が多
おお
く見

み
込
こ
まれることから、生活

せいかつ
介護
かいご
事業所
じぎょうしょ

におけ 

る重度障
じゅうどしょう

がいのある方
かた
の受入
うけいれ
促進
そくしん
を図
はか
ります。 

【住
す
まいの確

かく
保
ほ
】 

・グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の整備
せいび
推進
すいしん
などにより、住

す
まいの確

かく
保
ほ
を図
はか
ります。 

・民間
みんかん

住宅
じゅうたく

への移行
いこう
が可能

かのう
な方
かた
は、障

しょう
がい者

しゃ
相
そう
談
だん
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
所
しょ
が行
おこな
う住宅
じゅうたく

入居
にゅうきょ

等
とう
支
し
援
えん
業
ぎょう
務
む
などにより、民間

みんかん
住宅
じゅうたく

等
とう
への入

にゅう
居
きょ
を促
そく
進
しん
します。 

・市営
しえい

住
じゅう
宅
たく
入
にゅう
居
きょ
者
しゃ
募集
ぼしゅう
の抽選
ちゅうせん

時
じ
の優遇
ゆうぐう
や、入居

にゅうきょ
から退去

たいきょ
までをサポート

さ ぽ ー と
する相

そう

談
だん
体
たい
制
せい
の充実
じゅうじつ

等
とう
により、民間

みんかん
住宅
じゅうたく

を含
ふく
む住宅
じゅうたく

市場
しじょう
全体
ぜんたい
で住宅

じゅうたく
セ
せ
ー
ー
フ
ふ
テ
て
ィ
ぃ
ネ
ね
ッ
っ

ト
と
（安
あん
全
ぜん
網
もう
）を構築

こうちく
し、高齢

こうれい
の方
かた
、障
しょう
がいのある方

かた
など、住

じゅう
宅
たく
確保
かくほ
要
よう
配
はい
慮
りょ
者
しゃ
の  

居住
きょじゅう

の場
ば
の安定
あんてい
確保
かくほ
を目指

め ざ
します。 

【相談
そうだん
支援
し え ん
の充実
じゅうじつ

】 
 地域

ちいき
移行
いこう
支援
しえん
及
およ
び地域

ちいき
定着
ていちゃく

支援
しえん
の利用

りよう
促進
そくしん

により、施
し
設
せつ
入
にゅう
所
しょ
者
しゃ
への地

ち
域
いき
移
い
行
こう
を

促
うなが
します。  
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成果
せ い か

目標
もくひょう

② 地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
拠点
きょてん
等
とう
7の整

せい
備
び
及
およ
び機

き
能
のう
の充実
じゅうじつ

＜第
だい
６期

き
計画
けいかく
の国
くに
の基本

きほん
指針
ししん
＞ 

  2023年度
ねんど
末
まつ
までの間

あいだ
、各市町村
かくしちょうそん

又
また
は各圏域
かくけんいき

に１つ以上
いじょう

の地域
ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
拠点
きょてん
等
とう
を

確保
かくほ
しつつ、その機能

きのう
の充実
じゅうじつ

のため、年
ねん
１回
かい
以
い
上
じょう
運
うん
用
よう
状
じょう
況
きょう
を検
けん
証
しょう
及
およ
び検
けん
討
とう
する

ことを基
き
本
ほん
とする。 

＜札幌市
さっぽろし

の第
だい
５期

き
計画
けいかく
の目標
もくひょう

と進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

＞ 

地域
ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
拠点
きょてん
等
とう
を、2020年度

ねんど
末
まつ
までに少

すく
なくとも１か所

しょ
整備
せいび
することを目指

め ざ

 しました。 

2020年度
ねんど
末
まつ
までの目標

もくひょう
2017年

ねん
４月
がつ
から 2020年

ねん
３月
がつ
末
まつ
までの実

じっ
績
せき
／進
しん
捗
ちょく
率
りつ

設置
せっち 未設置

み せ っ ち
 ／ 0 ％

ぱーせんと

※2021年
ねん
３月
がつ
末
まつ
までに設置

せっち
予定
よてい

＜目
もく
標
ひょう
設定
せってい
の考
かんが
え方
かた
＞ 

国
くに
の基本

きほん
指針
ししん
に即
そく
し設定
せってい
します。 

◆◇ 成果
せ い か

目標
もくひょう

②を達成
たっせい
するための方策

ほうさく
 ◇◆ 

【地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
拠点
きょてん
等
とう
の整備

せ い び
及
およ
び機能

き の う
の充実
じゅうじつ

】…強化
きょうか

札幌市
さっぽろし

自立
じりつ
支援協
しえんきょう

議会
ぎかい
での検討

けんとう
を踏

ふ
まえ、市内

しない
の社会

しゃかい
福祉
ふくし
資源
しげん
等
とう
も活用

かつよう
し、地域

ちいき

生活
せいかつ
支援
しえん
拠点
きょてん
等
とう
を整備

せいび
するとともに、その後

ご
も引

ひ
き続
つづ
き機能

きのう
の充実
じゅうじつ

を図
はか
ります。

7 障
しょう
がいのある方

かた
の高齢化

こうれいか
・重度化

じゅうどか
や「親

おや
亡
な
き後

あと
」を見

み
据
す
えつつ、障

しょう
がいのある方

かた
の地域

ち い き
生活
せいかつ

支
し
援
えん
をさらに推進

すいしん
する観点

かんてん
から、相談

そうだん
、緊急

きんきゅう
時
じ
の受

う
け入

い
れ・対応

たいおう
、体験

たいけん
の機会

き か い
・場

ば
、専門的

せんもんてき
人材
じんざい

の確保
か く ほ
・養成

ようせい
、地域

ち い き
の体制

たいせい
づくりなどの機能

きの う
を整備

せ い び
するもの。

＜札
さっ
幌
ぽろ
市
し
の第
だい
６期

き
計
けい
画
かく
の目
もく
標
ひょう
＞                       

2023年度
ねんど
末
まつ
までの間

あいだ
、１か所

しょ
以上
いじょう
の地域

ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
拠点
きょてん
等
とう
を確保

かくほ
し、その機

き
能
のう

 の充
じゅう
実
じつ
のため、年

ねん
１回
かい
以上
いじょう
運用
うんよう

状 況
じょうきょう

を検証
けんしょう

、検討
けんとう
することを目

め
指
ざ
します。 
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成果
せ い か

目標
もくひょう

③ 福祉
ふ く し
施設
し せ つ
から一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移行
い こ う

１）就労
しゅうろう

移行
いこう
支援
しえん
事業所
じぎょうしょ

等
とう
を通
つう
じた一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

＜第
だい
６期

き
計画
けいかく
の国
くに
の基本

きほん
指針
ししん
＞ 

・2023年度
ねんど
までに、福祉

ふくし
施設
しせつ
の利用者

りようしゃ
のうち一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

を、2019年度
ねんど

の移行
いこう
実績
じっせき
の 1.27倍

ばい
以上
いじょう
を基本
きほん
とする。 

 ・2023年度
ねんど
までに、就労

しゅうろう
移行
いこう
支援
しえん
の利用者

りようしゃ
のうち一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

を、2019

年度
ねんど
の移行

いこう
実績
じっせき
の 1.30倍

ばい
以上
いじょう
を基本
きほん
とする。（新規

しんき
） 

 ・2023年度
ねんど
までに、就労

しゅうろう
継続
けいぞく
支援
しえん
Ａ
えー
型
がた
の利用者

りようしゃ
のうち一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

を、

2019年度
ねんど
の移行

いこう
実績
じっせき
の概
おおむ
ね 1.26倍

ばい
以上
いじょう
を目指

め ざ
す。（新規

しんき
） 

 ・2023年度
ねんど
までに、就労

しゅうろう
継続
けいぞく
支援
しえん

B
びー
型
がた
の利用者

りようしゃ
のうち一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

を、

2019年度
ねんど
の移行

いこう
実績
じっせき
の概
おおむ
ね 1.23倍

ばい
以上
いじょう
を目指

め ざ
す。（新規

しんき
）

＜札幌市
さっぽろし

の第
だい
５期

き
計画
けいかく
の目標
もくひょう

と進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

＞ 

2020年度
ねんど
において、福祉

ふくし
施設
しせつ
の利用者

りようしゃ
のうち一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

を、2016年度
ねんど

の移行
いこう
実績
じっせき
444人

にん
の 1.5倍

ばい
（666人

にん
）とすることを目

め
指
ざ
しました。（国

くに
の基本

きほん
指針
ししん
と同

おな

じ 1.5倍
ばい
）。 

2020年度
ねんど
末
まつ
までの目標

もくひょう
2020年

ねん
３月
がつ
31日

にち
時点
じてん
の実
じっ
績
せき
／進
しん
捗
ちょく
率
りつ

666人
にん

621人
にん
 ／ 93.2 ％

ぱーせんと

※北
ほっ
海
かい
道
どう
調
しら
べ 
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＜目
もく
標
ひょう
設定
せってい
の考
かんが
え方
かた
＞ 

福祉
ふくし
施設
しせつ
から一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移行
いこう
については、2018年

ねん
４月
がつ
の法定
ほうてい
雇用率
こようりつ

の引
ひ
き上

あ

げの要因
よういん
もあり、2018～2019年度

ねんど
は好調
こうちょう

に推移
すいい
しました。札幌市

さっぽろし
では、引

ひ
き続
つづ
き

各種
かくしゅ

就労
しゅうろう

支援
しえん
策
さく
を推

お
し進
すす
めていくことを通

つう
じ、この２年

ねん
間
かん
の各

かく
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
の利用者

りようしゃ

に占
し
める一般

いっぱん
就労
しゅうろう

移行者数
いこうしゃすう

から算出
さんしゅつ

した年
ねん
平均
へいきん

就労
しゅうろう

移行率
いこうりつ

の達成
たっせい

を目
め
指
ざ
すこと

とし、2023年度
ねんど
において、福祉

ふくし
施設
しせつ
の利用者

りようしゃ
のうち一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移行者
いこうしゃ

数
すう
を 680

人
にん
以上
いじょう
とすることを目

め
指
ざ
します。なお、各

かく
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
の目標
もくひょう

についても、それぞれこ

の２年
ねん
間
かん
の各

かく
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
の利用者

りようしゃ
に占

し
める一般

いっぱん
就労
しゅうろう

移行者数
いこうしゃすう

から算出
さんしゅつ

した年
ねん
平均
へいきん

就労
しゅうろう

移行率
いこうりつ

の達成
たっせい
を目

め
指
ざ
し、移行者数

いこうしゃすう
の目標
もくひょう

を設定
せってい
します。 

＜札
さっ
幌
ぽろ
市
し
の第

だい
６期

き
計
けい
画
かく
の目
もく
標
ひょう
＞ 

・2023年度
ねんど
において、福祉

ふくし
施設
しせつ
の利用者

りようしゃ
のうち一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

を、2019 

年度
ねんど
の移行

いこう
実績
じっせき
621人

にん
の 1.11倍

ばい
（680人

にん
）以上
いじょう
とすることを目

め
指
ざ
します。 

・2023年度
ねんど
において、就労

しゅうろう
移行
いこう
支援
しえん
の利用者

りようしゃ
のうち一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移
い
行
こう
者
しゃ
数
すう
を、 

2019年度
ねんど
の移行

いこう
実績
じっせき
424人

にん
の 1.01倍

ばい
（430人

にん
）以上
いじょう
とすることを目指

め ざ
します。 

（新規
しんき
） 

・2023年度
ねんど
において、就労

しゅうろう
継続
けいぞく
支援
しえん
Ａ
えー
型
がた
の利用者

りようしゃ
のうち一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移
い
行
こう
者
しゃ
数
すう

を、2019年度
ねんど
の移行

いこう
実績
じっせき
87人

にん
の 1.15倍

ばい
（100人

にん
）以上
いじょう
とすることを目

め
指
ざ
します。

（新規
しんき
） 

・2023年度
ねんど
において、就労

しゅうろう
継続
けいぞく
支援
しえん
Ｂ
びー
型
がた
の利用者

りようしゃ
のうち一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移
い
行
こう
者
しゃ
数
すう

を、2019年度
ねんど
の移行

いこう
実績
じっせき
110人

にん
の 1.36倍

ばい
（150人

にん
）以上
いじょう
とすることを目

め
指
ざ
しま 

す。（新規
しんき
）
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２）就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん
事業
じぎょう
の利用者数

りようしゃすう
（新規

しんき
） 

＜第
だい
６期

き
計画
けいかく
の国
くに
の基本

きほん
指針
ししん
＞  

  2023年度
ねんど
において、就労

しゅうろう
移行
いこう
支援
しえん
事業所
じぎょうしょ

等
とう
を通
つう
じて一般

いっぱん
就労
しゅうろう

に移行
いこう
する者

もの
のう

ち、７割
わり
が就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん
事業
じぎょう
を利用

りよう
することを基本

きほん
とする。 

＜目
もく
標
ひょう
設定
せってい
の考
かんが
え方
かた
＞ 

国
くに
の基本

きほん
指針
ししん
に即
そく
し設定
せってい
します。 

◆◇ 成果
せ い か

目標
もくひょう

③を達成
たっせい
するための方策

ほうさく
 ◇◆ 

【障
しょう
がい者

しゃ
就
しゅう
業
ぎょう
・生
せい
活
かつ
相談
そうだん
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
】 

  障
しょう
がいのある方

かた
の雇用

こよう
の促進

そくしん
と就労
しゅうろう

の安定
あんてい

を図
はか
るため、就 業

しゅうぎょう
や日常
にちじょう

生
せい
活
かつ
の

支
し
援
えん
を行
おこな
うとともに、ハローワーク

は ろ ー わ ー く
等
とう
の関係
かんけい
機関
きかん
と連携
れんけい
して「ジ

じ
ョ
ょ
ブ
ぶ
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
タ
た
ー
ー
」

や支援員
しえんいん

による雇用
こよう
促進
そくしん
・職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえん
を図
はか
ります。 

【障
しょう
がい者

しゃ
元
げん
気
き
ス
す
キ
き
ル
る
ア
あ
ッ
っ
プ
ぷ
事
じ
業
ぎょう
】 

  履歴書
りれきしょ

の書
か
き方

かた
や社会

しゃかい
マナー
ま な ー

等
とう
、 就 職

しゅうしょく
のためのスキル

す き る
習得
しゅうとく

や福
ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す

事業所
じぎょうしょ

の支援
しえん

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

、民間
みんかん
企業
きぎょう

に障
しょう
がい者

しゃ
の理解

りかい
を深

ふか
めるため、セ

せ
ミ
み
ナ
な
ー
ー

開催
かいさい
や求人
きゅうじん

紹介
しょうかい

等
とう
を行
おこな
います。 

【障
しょう
がい者

しゃ
協
きょう
働
どう
事
じ
業
ぎょう
】 

  障
しょう
がいのある方

かた
を５人

にん
以
い
上
じょう
雇
こ
用
よう
し、他

ほか
の従
じゅう
業
ぎょう
者
しゃ
からサ

さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
を受

う
けながら共

とも

に働
はたら
くことにより、障

しょう
がいのある方

かた
の継続
けいぞく
した雇用

こよう
の場

ば
となる「障

しょう
がい者

しゃ
協働
きょうどう

事業
じぎょう
」を行

おこな
う事業所
じぎょうしょ

等
とう
に対
たい
して、その運営

うんえい
経費
けいひ
の補助

ほじょ
を行
おこな
います。

＜札
さっ
幌
ぽろ
市
し
の第
だい
６期

き
計
けい
画
かく
の目
もく
標
ひょう
＞ 

2023年度
ねんど
における就

しゅう
労
ろう
移行
いこう
支援
しえん
事業所
じぎょうしょ

等
とう
を通
つう
じて一般

いっぱん
就労
しゅうろう

に移行
いこう
する方

かた
の 

うち、７割
わり
が就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん
事業
じぎょう
を利

り
用
よう
することを目指

め ざ
します。
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成果
せ い か

目標
もくひょう

④ 医療的
いりょうてき

ケア
け あ
を必要
ひつよう
とする障

しょう
がいのある子

こ
ども8への支援

し え ん

＜第
だい
６期

き
計画
けいかく
の国
くに
の基本

きほん
指針
ししん
＞ 

  2023年度
ねんど
末
まつ
までに、各都道府県

かくとどうふけん
、各圏域
かくけんいき

および各市町村
かくしちょうそん

において、保健
ほけん
、医

い
療
りょう
、

障
しょう
害
がい
福
ふく
祉
し
、保育

ほいく
、教育
きょういく

等
とう
の関係
かんけい
機関
きかん
が連携
れんけい
を図
はか
るための協議

きょうぎ
の場

ば
を設
もう
けるととも

に、医
い
療
りょう
的
てき
ケ
け
ア
あ
を必要
ひつよう
とする障

しょう
がいのある子

こ
ども等

とう
に関

かん
するコ

こ
ー
ー
デ
で
ィ
ぃ
ネ
ね
ー
ー
タ
た
ー
ー
を

配
はい
置
ち
する。

＜札幌市
さっぽろし

の第
だい
５期

き
計画
けいかく
の目標
もくひょう

と進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

＞ 

医療的
いりょうてき

ケア
け あ
を必要

ひつよう
とする障

しょう
がいのある子

こ
どもが適切

てきせつ
な支援

しえん
を受

う
けられるよう、

2018年
ねん
度
ど
末
まつ
までに、関係

かんけい
機関
きかん
等
とう
が連携
れんけい
を図
はか
るための協議

きょうぎ
の場

ば
の設置

せっち
を目

め
指
ざ
しました。 

2018年度
ねんど
末
まつ
までの目標

もくひょう
2019年

ねん
３月
がつ
31日

にち
時点
じてん
の実
じっ
績
せき
／進
しん
捗
ちょく
率
りつ

設置
せっち

2018年度
ねんど
に設置

せっち
 ／ 100 ％

ぱーせんと

＜目
もく
標
ひょう
設定
せってい
の考
かんが
え方
かた
＞ 

札
さつ
幌市
ぽろし
における社会

しゃかい
資源
しげん
の状 況
じょうきょう

等
とう
をふまえながら、地域

ちいき
におけるコ

こ
ー
ー
デ
で
ィ
ぃ
ネ
ね
ー
ー

ト
と
機
き
能
のう
の構築
こうちく
を目

め
指
ざ
します。 

8 ＮＩＣＵ
えぬあいしーゆー

（新生児
しんせいじ

集 中
しゅうちゅう

治療室
ちりょうしつ

）などに長期
ちょうき

入院
にゅういん

したあと、引
ひ
き続

つづ
き人工

じんこう
呼吸器
こきゅうき

や胃
い
ろう等

とう
を

使用
し よ う
し、たんの吸引

きゅういん
や経管

けいかん
栄養
えいよう
等
とう
の医療的

いりょうてき
ケア
け あ
が必

ひつ
要
よう
な子

こ
どものこと。

＜札
さっ
幌
ぽろ
市
し
の第
だい
６期

き
計
けい
画
かく
の目
もく
標
ひょう
＞ 

2023年度
ねんど
末
まつ
までに医療的

いりょうてき
ケア
け あ
を必要
ひつよう
とする障

しょう
がいのある子

こ
ども等

とう
に関
かん
するコ

こ

ー
ー
デ
で
ィ
ぃ
ネ
ね
ー
ー
ト
と
機能
きのう
の構築
こうちく
を目

め
指
ざ
します。 
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◆◇ 成果
せ い か

目標
もくひょう

④を達成
たっせい
するための方策

ほうさく
 ◇◆ 

【医療的
いりょうてき

ケア児
け あ じ

支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

の充実
じゅうじつ

】…新規
し ん き

  医療的
いりょうてき

ケア児
け あ じ

支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

の充実
じゅうじつ

などを通
つう
じて、地域

ちいき
におけるコ

こ
ー
ー
デ
で
ィ
ぃ
ネ
ね
ー
ー

ト
と
機
き
能
のう
の向上
こうじょう

を目
め
指
ざ
します。 

【サポート
さ ぽ ー と

医師
い し
の配置

は い ち
】…新規

し ん き

  障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

や学校
がっこう

、保育所
ほいくしょ

等
とう
を支援

しえん
するサポート

さ ぽ ー と
医師
い し
を配

はい

置
ち
し、医療的

いりょうてき
ケ
け
ア
あ
を必

ひつ
要
よう
とする障

しょう
がいのある子

こ
どもの受入

うけいれ
促進
そくしん

など、支援
しえん
体制
たいせい

の

充実
じゅうじつ

を図
はか
ります。 
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成果
せ い か

目標
もくひょう

⑤ 障
しょう
がい福祉

ふ く し
サービス
さ ー び す

等
とう
の質
しつ
の向上
こうじょう

を図
はか
るための取組

とりくみ
の推進
すいしん
（新規

し ん き
）     

＜第
だい
６期

き
計画
けいかく
の国
くに
の基本

きほん
指針
ししん
＞ 

 2023年度
ねんど
末
まつ
までに、都道府県

とどうふけん
や市町村
しちょうそん

において、サービス
さ ー び す

の質
しつ
の向 上
こうじょう

を図
はか
る

ための取
とり
組
くみ
に係
かか
る体制
たいせい

を構築
こうちく

する。 

＜目
もく
標
ひょう
設定
せってい
の考
かんが
え方
かた
＞ 

将来
しょうらい

にわたって安定的
あんていてき

に 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
を提
てい
供
きょう
し、さまざまな障

しょう
がい

福
ふく
祉
し
に関
かん
する事業

じぎょう
を実施

じっし
していくためには、提供

ていきょう
体制
たいせい
の確保

かくほ
とともに、それを担

にな
う

人材
じんざい
が必要
ひつよう
となります。引

ひ
き続
つづ
き、市

し
職
しょく
員
いん
向
む
けの取組

とりくみ
と事業所
じぎょうしょ

支援
しえん
の取組
とりくみ
を両輪
りょうりん

で推進
すいしん

していきながら、サービス
さ ー び す

等
とう
の質

しつ
の向

こう
上
じょう
を図

はか
っていきます。なお、本成果

ほんせいか

目標
もくひょう

の進捗
しんちょく

については、「９ 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の向上

こうじょう
（64～65 頁

ぺーじ
）」の

各項目
かくこうもく

の進捗
しんちょく

をもって評
ひょう
価
か
・検
けん
証
しょう
を行
おこな
います。 

◆◇ 成果
せ い か

目標
もくひょう

⑤を達成
たっせい
するための方策

ほうさく
 ◇◆ 

【障
しょう
がい福祉

ふ く し
サービス
さ ー び す

等
とう
に係
かか
る各種
かくしゅ

研修
けんしゅう

の実施
じ っ し
】…新規

し ん き

障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
に係

かか
る市

し
職員向
しょくいんむ

け研修
けんしゅう

を引
ひ
き続

つづ
き実施

じっし
し、障

しょう
がい福祉

ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう
についての理解

りかい
をより一

いっ
層
そう
深
ふか
めていきます。 

【指導
し ど う
監査
か ん さ
結果
け っ か
の関係
かんけい
市町村
しちょうそん

との共有
きょうゆう

】…新規
し ん き

障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
事業所
じぎょうしょ

に対
たい
し指導

しどう
監査
かんさ
を適正

てきせい
に実施

じっし
するとともに、指定

してい

取消
とりけし
等
とう
の行政

ぎょうせい
処分
しょぶん
等
とう
に至

いた
った場合

ばあい
は、監査

かんさ
結果
けっか
を関係

かんけい
自治体
じ ち た い

と共有
きょうゆう

する取組
とりくみ

を

行
おこな
っていきます。 

＜札
さっ
幌
ぽろ
市
し
の第
だい
６期

き
計
けい
画
かく
の目
もく
標
ひょう
＞ 

2023年度
ねんど
末
まつ
までに、本市

ほんし
における障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の質
しつ
の向上
こうじょう

を図
はか
る

ための取
とり
組
くみ
の実施

じっし
体制
たいせい
を確保

かくほ
していくほか、事業所

じぎょうしょ
支援
しえん
の取組
とりくみ
を推進
すいしん
します。 
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【障
しょう
がい福祉

ふ く し
人材
じんざい
確保
か く ほ
・定着
ていちゃく

サポート
さ ぽ ー と

事業
じぎょう
の実施

じ っ し
】…新規

し ん き

  障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

における人材
じんざい
確保
かくほ
・定着
ていちゃく

、サービス
さ ー び す

の質
しつ
の向
こう
上
じょう
を図
はか

るため、事業所
じぎょうしょ

管理者
かんりしゃ

向
む
けの研

けん
修
しゅう
や児童

じどう
指導員
しどういん

等
とう
を対象
たいしょう

とした初
しょ
任
にん
者
しゃ
向
む
け児

じ
童
どう
発
はっ

達
たつ
研修
けんしゅう

を実施
じっし
します。障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

等
とう
によるキャリアパス

き ゃ り あ ぱ す
制度
せいど

9の導
どう

入
にゅう
を支援

しえん
する「キャリアパス

き ゃ り あ ぱ す
制度
せいど

導入
どうにゅう

支援
しえん
事業
じぎょう
」や、専門

せんもん
学校
がっこう
などとの連携

れんけい
によ

り、新卒者
しんそつしゃ

等
とう
に対

たい
して直 接 障

ちょくせつしょう
がい福祉

ふくし
の仕事

しごと
の魅力

みりょく
を発信

はっしん
し、新規

しんき
就 職 者
しゅうしょくしゃ

の

増加
ぞうか
を目

め
指
ざ
す「障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

魅力
みりょく
発信
はっしん
事業
じぎょう
」に新

あら
たに取

と
り組

く
みます。 

【障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
に係
かか
る集
しゅう
団
だん
指
し
導
どう
及
およ
び障
しょう
がい者

しゃ
自
じ
立
りつ
支
し
援
えん
審
しん
査
さ
シ
し
ス
す
テ
て
ム
む
に 

 よる審査
し ん さ
結果
け っ か
等
とう
の共有
きょうゆう

】…新規
し ん き

  札幌市
さっぽろし

が実施
じっし
する障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
事
じ
業
ぎょう
所
しょ
に対

たい
する集団

しゅうだん
指導
しどう
において、

よくある指摘
してき
事項
じこう
、請求
せいきゅう

誤
あやま
りの事案

じあん
を説
せつ
明
めい
・共有
きょうゆう

し、障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の

質
しつ
の向上
こうじょう

を図
はか
ります。 

【障
しょう
がい児

じ
地域
ち い き
支援
し え ん
マネジメント
ま ね じ め ん と

事業
じぎょう
の実施

じ っ し
】…新規

し ん き

  地域
ちいき

に配置
はいち

された 障
しょう
がい児

じ
地域
ちいき
支援
しえん
マネージャー
ま ね ー じ ゃ ー

が、担当地
たんとうち

区内
くない

の 障
しょう
がい  

児通所
じつうしょ

支援
しえん
事業所
じぎょうしょ

を訪問
ほうもん

して、療育
りょういく

情報
じょうほう

の把握
はあく
と提供

ていきょう
、療育

りょういく
への技術

ぎじゅつ
支援
しえん
や

関係
かんけい
機関
きかん
の支援

しえん
調整
ちょうせい

を実施
じっし
します。 

【新
しん
型
がた
コ
こ
ロ
ろ
ナ
な
ウ
う
イ
い
ル
る
ス
す
感
かん
染
せん
症
しょう
等
とう
の対
たい
策
さく
に係
かか
る事

じ
業
ぎょう
所
しょ
支
し
援
えん
】…新規

し ん き

・ 新
しん
型
がた
コ
こ
ロ
ろ
ナ
な
ウ
う
イ
い
ル
る
ス
す
感
かん
染
せん
症
しょう
等
とう
、感

かん
染
せん
症
しょう
流
りゅう
行
こう
時
じ
にあっても安

あん
定
てい
的
てき
なサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
提
てい

供
きょう
が図
はか
られるよう、必

ひつ
要
よう
な情
じょう
報
ほう
提
てい
供
きょう
や研
けん
修
しゅう
等
とう
を実
じっ
施
し
します。 

・ 新
しん
型
がた
コ
こ
ロ
ろ
ナ
な
ウ
う
イ
い
ル
る
ス
す
感
かん
染
せん
症
しょう
等
とう
に、障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
の 職

しょく
員
いん
等
とう
が罹

り
患
かん
した場

ば

合
あい
などには、保

ほ
健
けん
所
じょ
と連
れん
携
けい
しながら迅

じん
速
そく
な助
じょ
言
げん
・指

し
導
どう
に取

と
り組

く
みます。 

・ 入
にゅう
所
しょ
施
し
設
せつ
等
とう
における集

しゅう
団
だん
感
かん
染
せん
に備
そな
え、北

ほっ
海
かい
道
どう
と連
れん
携
けい
して、施

し
設
せつ
間
かん
の協
きょう
力
りょく
体
たい
制
せい

を促
うなが
し、必

ひつ
要
よう
な介
かい
護
ご
の確
かく
保
ほ
を図
はか
ります。 

9 経
けい
験
けん
や資

し
格
かく
に応

おう
じた昇

しょう
給
きゅう
・手

て
当
あて
制
せい
度
ど
などのこと。 
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【障
しょう
がい福祉

ふ く し
サービス
さ ー び す

等
とう
の質
しつ
を評価
ひょうか
する仕

し
組
く
みの検討

けんとう
】…新規

し ん き

障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の利用者

りようしゃ
に、より適切

てきせつ
かつ効果的

こうかてき
なサービス

さ ー び す
が提供
ていきょう

され

るよう、事業所
じぎょうしょ

のサービス
さ ー び す

の質
しつ
を評価
ひょうか
する仕

し
組
く
みを検

けん
討
とう
します。 
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成果
せ い か

目標
もくひょう

⑥ 障
しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する理解

り か い
促進
そくしん
 （札幌市

さっぽろし
独自
ど く じ
設定
せってい
）

＜札
さっ
幌
ぽろ
市
し
の第
だい
５期

き
計
けい
画
かく
の目
もく
標
ひょう
と進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

＞ 

2020年度
ねんど
末
まつ
の

目標
もくひょう

2020年
ねん
3月
がつ
31日

にち

時点
じてん
の実績
じっせき

障
しょう
がいのある方

かた
にとって地域

ちいき
で

暮
く
らしやすいまちであると思

おも
う

障
しょう
がいのある方

かた
の割合
わりあい

60 ％
ぱーせんと

48.4 ％
ぱーせんと

障
しょう
がいのある子

こ
どもにとって地域

ちいき

で暮
く
らしやすいまちであると思

おも
う

保
ほ
護
ご
者
しゃ
の割合
わりあい

60 ％
ぱーせんと

35.4 ％
ぱーせんと

＜札
さっ
幌
ぽろ
市
し
の第
だい
６期

き
計
けい
画
かく
の目
もく
標
ひょう
＞ 

2023年度
ねんど
末
まつ
の目標
もくひょう

障
しょう
がいのある方

かた
にとって地域

ちいき
で暮

く
らしやす

いまちであると思
おも
う障
しょう
がいのある方

かた
の割合
わりあい 60 ％

ぱーせんと

障
しょう
がいのある子

こ
どもにとって地域

ちいき
で暮

く
らしや

すいまちであると思
おも
う保

ほ
護
ご
者
しゃ
の割合
わりあい 60 ％

ぱーせんと

＜目
もく
標
ひょう
設定
せってい
の考
かんが
え方
かた
＞ 

  プラン
ぷ ら ん

の基本
きほん
理念
りねん
の推進
すいしん
を目

め
指
ざ
し、また、2019年度

ねんど
時点
じてん
では未達成

みたっせい
であることか 

 ら、次期
じ き
計画
けいかく
においても引

ひ
き続
つづ
き設定
せってい
します。 

なお、目標値
もくひょうち

は、札
さっ
幌
ぽろ
市
し
の総合
そうごう
計画
けいかく
である「札幌市

さっぽろし
まちづくり戦略

せんりゃく
ビジョン
び じ ょ ん

」や

「第
だい
４次

じ
さっぽろ子

こ
ども未

み
来
らい
プ
ぷ
ラ
ら
ン
ん
」と整合性

せいごうせい
を図
はか
り設
せっ
定
てい
しています。
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◇ 成果
せ い か

目標
もくひょう

⑥を達成
たっせい
するための方策

ほうさく

【心
こころ
のバリアフリー

ば り あ ふ り ー
の普及
ふきゅう
啓発
けいはつ
の推進
すいしん
】…強化

きょうか

・ 2020年度
ねんど
から、企

き
業
ぎょう
向
む
けと市

し
民
みん
向
む
けに、心

こころ
のバリアフリー

ば り あ ふ り ー
研修
けんしゅう

を開始
かいし
し、更

さら
な

る普
ふ
及
きゅう
啓
けい
発
はつ
に努

つと
めます。研修

けんしゅう
修 了 者
しゅうりょうしゃ

には、 心
こころ
のバリアフリー

ば り あ ふ り ー
推進
すいしん
マーク
ま ー く

の

バッジ
ば っ じ

を配布
はいふ
します。 

・ さまざまな障
しょう
がい特性

とくせい
等
とう
を掲載
けいさい
したガイドブック

が い ど ぶ っ く
を再編
さいへん
し、４コマ

こ ま
漫画
まんが
等
とう
を用
もち
い

て比較的
ひかくてき

平易
へいい
な内容
ないよう
とした「心

こころ
のバリアフリーガイド

ば り あ ふ り ー が い ど
 わかりやすい版

ばん
」を、市内

しない

の小学
しょうがく

４年
ねん
生
せい
へ配布

はいふ
するとともに、出

で
前
まえ
講
こう
座
ざ
などを通

つう
じて、子

こ
どもの理

り
解
かい
促
そく
進
しん
を図

はか

っていきます。

・ 障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ
解消法
かいしょうほう

に係
かか
る取
とり
組
くみ
の一
ひと
つとして、ヘルプマーク

へ る ぷ ま ー く
・ヘ

へ
ル
る
プ
ぷ
カ
か
ー
ー
ド
ど
の配布

はいふ

を通
つう
じ、一

いっ
層
そう
の周
しゅう
知
ち
に取

と
り組

く
んでいきます。 
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第
だい
４章
しょう
 障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の種
しゅ
類
るい
ごとのサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
量
りょう
見
み
込
こ
み 

１ 訪問
ほうもん
系
けい
サービス
さ ー び す

（居宅
きょたく
介護
か い ご
、重度
じゅうど
訪問
ほうもん
介護
か い ご
、同行
どうこう
援護
え ん ご
、行動
こうどう
援護
え ん ご
、重
じゅう
度
ど
障
しょう
害
がい
者
しゃ
等
とう
包括
ほうかつ
支援
し え ん
） 

 地域
ちいき
で生活

せいかつ
していくために必要

ひつよう
な訪問

ほうもん
系
けい
サービス
さ ー び す

を、障
しょう
がいの種別

しゅべつ
にかかわりな

く充実
じゅうじつ

させていきます。 

※訪問
ほうもん
系
けい
サービス
さ ー び す

の見込量
みこみりょう

は、各年度
かくねんど

における１か月
げつ
あたりの総量

そうりょう
を見

み
込
こ
んだもの

であり、単位
たんい
の考
かんが
え方
かた
は次
つぎ
のとおりです。 

□ 利用
りよう
人数
にんずう
：月間
げっかん
の利用

りよう
人数
にんずう
（実
じつ
人数
にんずう
） 

□ 利
り
用
よう
時
じ
間
かん
数
すう
：月間
げっかん
のサービス

さ ー び す
提供
ていきょう

時間数
じかんすう

（１）居宅
きょたく
介護
か い ご
（ホームヘルプサービス

ほ ー む へ る ぷ さ ー び す
）

 ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

が居宅
きょたく
を訪問
ほうもん
し、入浴

にゅうよく
、排
はい
せつ、食事

しょくじ
の介護

かいご
等
とう
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 4,340 4,450 4,570

利
り
用
よう
時
じ
間
かん
数
すう
(時間
じかん
/月
つき
) 81,860 82,550 83,300

（２）重度
じゅうど
訪問
ほうもん
介護
か い ご

 重度
じゅうど

の肢体
したい
不自由
ふ じ ゆ う

または重度
じゅうど

の知的
ちてき
・精神障

せいしんしょう
がいにより常時

じょうじ
介護
かいご
を必要

ひつよう
とする  

方
かた
に、入浴

にゅうよく
、排
はい
せつ、食事

しょくじ
の介護

かいご
、外出
がいしゅつ

時
じ
における移動中

いどうちゅう
の介護

かいご
などを総

そう
合
ごう
的
てき
に行
おこな

います。 

＜新規
し ん き
の表記
ひょうき
について＞ 

新規
しんき
：各事業
かくじぎょう

・取組
とりくみ

のうち、前
ぜん
計画
けいかく

（障
しょう
がい福

ふく
祉
し
計
けい
画
かく
（第

だい
５期

き
）・障

しょう
がい児

じ
福
ふく
祉
し
計
けい
画
かく
（第

だい
１

   期
き
））には掲載

けいさい
していないが、新

あら
たに計画

けいかく
に位

い
置
ち
付
づ
けて取

と
り組

く
んでいく項

こう
目
もく
。 

※ 本
ほん
計画
けいかく

の計画
けいかく

期間前
きかんまえ

（2020年度
ねんど
以前
いぜん
）から事業

じぎょう
等
とう
を開始
かいし
していたものを含

ふく
む。
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単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 440 450 460

利
り
用
よう
時
じ
間
かん
数
すう
(時間
じかん
/月
つき
) 134,500 151,000 169,320

（３）同行
どうこう
援護
え ん ご

 視覚障
しかくしょう

がいにより、移動
いどう
に 著
いちじる
しい困難

こんなん
がある方

かた
に対
たい
し、外出

がいしゅつ
時
じ
に同行
どうこう
し、移動

いどう
に

必要
ひつよう
な情報
じょうほう

を提供
ていきょう

するとともに、移動
いどう
の援護

えんご
などを行

おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 470 470 470

利
り
用
よう
時
じ
間
かん
数
すう
(時間
じかん
/月
つき
) 9,530 9,530 9,530

（４）行動
こうどう
援護
え ん ご

知的
ちてき
または精神障

せいしんしょう
がいにより行動上

こうどうじょう
著
いちじる
しい困難

こんなん
がある方

かた
に対
たい
し、行動

こうどう
する際

さい
に

生
しょう
じ得

う
る危

き
険
けん
を回避

かいひ
するために必要

ひつよう
な援護

えんご
、外出

がいしゅつ
時
じ
における移動中

いどうちゅう
の介

かい
護
ご
などを

行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 770 780 790

利
り
用
よう
時
じ
間
かん
数
すう
(時間
じかん
/月
つき
) 12,620 12,780 12,940

（５）重
じゅう
度
ど
障
しょう
がい者

しゃ
等
とう
包
ほう
括
かつ
支
し
援
えん

常時
じょうじ
介護
かいご
を必要

ひつよう
とする方

かた
であって、介護

かいご
の必要

ひつよう
の程度

ていど
が 著

いちじる
しく高

たか
い方

かた
に対

たい
し、

居宅
きょたく
介護
かいご
などの複数

ふくすう
のサービス

さ ー び す
を包括的
ほうかつてき

に行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 1 1 1

利
り
用
よう
時
じ
間
かん
数
すう
(時間
じかん
/月
つき
) 640 640 640
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２ 日中
にっちゅう

活動
かつどう
系
けい
サービス
さ ー び す

（生活
せいかつ
介護
か い ご
、自立

じ り つ
訓練
くんれん
（機能

き の う
訓練
くんれん
・生活
せいかつ
訓練
くんれん
・宿泊型
しゅくはくがた

自立
じ り つ
訓練
くんれん
）、就

しゅう
労
ろう
移
い
行
こう
支
し
援
えん
、

就
しゅう
労
ろう
継
けい
続
ぞく
支
し
援
えん
（Ａ
えー
型
がた
・B
びー
型
がた
）、就労

しゅうろう
定着
ていちゃく

支援
し え ん
、療養
りょうよう

介護
か い ご
、短
たん
期
き
入
にゅう
所
しょ
（福
ふく
祉
し

型
がた
・医

い
療
りょう
型
がた
）） 

 障
しょう
がいの種別

しゅべつ
にかかわりなく、地域

ちいき
でいきいきと生活

せいかつ
することができるよう、日

にっ

中
ちゅう
活動
かつどう
系
けい
サービス
さ ー び す

を充実
じゅうじつ

させていきます。 

※日中
にっちゅう

活動
かつどう
系
けい
サービス
さ ー び す

の見込量
みこみりょう

は、各年度
かくねんど

における１か月
げつ
あたりの総量

そうりょう
を見

み
込
こ

んだものであり、単位
たんい
の考
かんが
え方
かた
は次
つぎ
のとおりです。 

□ 利用
りよう
人数
にんずう
：月間
げっかん
の利用

りよう
人数
にんずう
（実
じつ
人数
にんずう
） 

□ 利用
りよう
日数
にっすう
：月間
げっかん
の延

の
べサービス

さ ー び す
提供
ていきょう

日数
にっすう
（人
にん
日
にち
/月
つき
） 

（１）生活
せいかつ
介護
か い ご

 常時
じょうじ
介護
かいご
を必要
ひつよう
とする方

かた
に対
たい
し、昼間

ひるま
、入浴
にゅうよく

、排
はい
せつ、食事

しょくじ
の介護

かいご
などを行

おこな
うと

ともに、創作的
そうさくてき

な活動
かつどう
または生産

せいさん
活動
かつどう
の機会

きかい
を提供
ていきょう

し、身体
しんたい
機能
きのう
又
また
は生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向
こう

上
じょう
のために必要

ひつよう
な支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 5,110 5,180 5,240

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 94,290 93,420 92,670

（２）自立
じ り つ
訓練
くんれん
（機能

き の う
訓練
くんれん
）

身体
しんたい
機能
きのう
や生活
せいかつ

能力
のうりょく

の維持
い じ
、向上
こうじょう

等
とう
のため、一定

いってい
期間
きかん
、理学

りがく
療法
りょうほう

、作業
さぎょう

療法
りょうほう

そ

の他
た
必要
ひつよう

なリハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

、生活
せいかつ
等
とう
に関

かん
する相談

そうだん
及
およ
び助言

じょげん
その他

た
必要
ひつよう

な支援
しえん
を

行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 20 20 20

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 290 290 290
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（３）自立
じ り つ
訓練
くんれん
（生活
せいかつ
訓練
くんれん
）

生活
せいかつ

能力
のうりょく

の維持
い じ
、向上
こうじょう

等
とう
のため、一定

いってい
期間
きかん
、入浴
にゅうよく

、排
はい
せつ及

およ
び食事
しょくじ
等
とう
に関
かん
する必要

ひつよう

な訓練
くんれん
、生活
せいかつ
等
とう
に関
かん
する相談

そうだん
及
およ
び助言
じょげん
その他

た
必要
ひつよう
な支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 290 320 350

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 3,180 3,300 3,420

（４）宿泊型
しゅくはくがた

自立
じ り つ
訓練
くんれん

生活
せいかつ

能力
のうりょく

等
とう
の維持

い じ
、向上
こうじょう

のため、一定
いってい
期間
きかん
、居室
きょしつ
その他

た
の設備

せつび
を提供
ていきょう

し、家
か
事
じ
等
とう

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

能力
のうりょく

を向上
こうじょう

するための支援
しえん
、生活

せいかつ
等
とう
に関

かん
する相談

そうだん
及
およ
び助言

じょげん
その他

た
必要
ひつよう

な支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 50 50 50

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 1,560 1,620 1,680

（５）就労
しゅうろう

移行
い こ う
支援
し え ん

一般
いっぱん
企業
きぎょう
での就労

しゅうろう
を希望

きぼう
する方

かた
に、就労

しゅうろう
に必要
ひつよう
な知識

ちしき
及
およ
び能力
のうりょく

向上
こうじょう

のため、一
いっ

定
てい
期
き
間
かん
、事業
じぎょう
所内
しょない
や企業
きぎょう
における生産

せいさん
活動
かつどう
等
とう
の機会

きかい
の提供
ていきょう

を行
おこな
うとともに、必要

ひつよう
な

訓
くん
練
れん
、求 職
きゅうしょく

活動
かつどう
に関
かん
する支援

しえん
、適性
てきせい
に合

あ
った職場

しょくば
探
さが
しや就労後

しゅうろうご
の職場
しょくば

定着
ていちゃく

のための

支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 820 830 840

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 13,310 13,470 13,640
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（６）就労
しゅうろう

継続
けいぞく
支援
し え ん
Ａ
えー
型
がた

雇用
こよう
契約
けいやく

に基
もと
づく就

しゅう
労
ろう
の機会

きかい
を提

てい
供
きょう
するとともに、生産

せいさん
活動
かつどう
等
とう
の機会

きかい
の提供

ていきょう
、

就労
しゅうろう

に必要
ひつよう
な知識

ちしき
及
およ
び能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう
な訓練
くんれん
、その他

た
必要
ひつよう
な支

し
援
えん
を行
おこな
い

ます。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 2,120 2,170 2,220

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 39,490 39,760 40,030

（７）就労
しゅうろう

継続
けいぞく
支援
し え ん

B
びー
型
がた

雇用
こよう
契約
けいやく

を結
むす
ばずに、生産

せいさん
活動
かつどう
等
とう
の機会

きかい
の提供

ていきょう
、就労

しゅうろう
に必要

ひつよう
な知識

ちしき
及
およ
び能力

のうりょく
の

向上
こうじょう

のために必要
ひつよう
な訓練
くんれん
、その他

た
必要
ひつよう
な支

し
援
えん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 8,520 9,170 9,820

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 133,050 140,900 148,750

（８）就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

雇用
こよう
に 伴

ともな
い 生

しょう
じる日常

にちじょう
生活
せいかつ
又
また
は社会

しゃかい
生活
せいかつ

を 営
いとな
む上

うえ
でのさまざまな問題

もんだい
に関

かん
す

る相談
そうだん
、助言
じょげん
その他

た
必要
ひつよう
な支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
日
にち
/月
つき
) 390 460 530
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（９）療養
りょうよう

介護
か い ご

医療
いりょう
と常時
じょうじ
の介護

かいご
を必要
ひつよう
とする方

かた
に、医療

いりょう
機関
きかん
で機能

きのう
訓練
くんれん
、療
りょう
養
よう
上
じょう
の管
かん
理
り
、看
かん
護
ご
、

介
かい
護
ご
及
およ
び日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
日
にち
/月
つき
) 310 310 310

（10）短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

）福祉型
ふくしがた

介護
かいご
する方

かた
が病気
びょうき
の場合

ばあい
などに、一時的

いちじてき
に、夜間

やかん
も含
ふく
め施設

しせつ
や事業所
じぎょうしょ

において、入
にゅう

浴
よく
、排
はい
せつ、食事

しょくじ
の介護

かいご
等
とう
の日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支
し
援
えん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 1,120 1,190 1,260

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
） 7,920 8,370 8,820

（11）短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

）医療型
いりょうがた

介護
かいご
する方

かた
が病気
びょうき
の場合

ばあい
などに、一時的

いちじてき
に、医療

いりょう
機関
きかん
などにおいて、入浴

にゅうよく
、排
はい
せつ、

食
しょく
事
じ
の介護

かいご
等
とう
の日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう
(人
にん
/月
つき
) 220 230 240

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 900 940 980
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３ 居住
きょじゅう

系
けい
サービス
さ ー び す

等
とう

（自立
じ り つ
生活
せいかつ
援助
えんじょ
、共同
きょうどう

生活
せいかつ
援助
えんじょ
、施設

し せ つ
入所
にゅうしょ

支援
し え ん
、地域

ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
拠点
きょてん
等
とう
） 

地域
ちいき
における居住

きょじゅう
の場

ば
としてのグループホーム

ぐ る ー ぷ ほ ー む
（共同
きょうどう

生活
せいかつ
援助
えんじょ
）について、その

運営
うんえい

を行
おこな
う社会

しゃかい
福祉
ふくし
法人
ほうじん

などに必要
ひつよう

な支援
しえん
を行

おこな
い充実

じゅうじつ
を図

はか
るとともに、地

ち
域
いき
生
せい
活
かつ

支
し
援
えん
拠
きょ
点
てん
等
とう
の整備

せいび
や、地域

ちいき
移行
いこう
支援
しえん
・地域

ちいき
定着
ていちゃく

支援
しえん
等
とう
の推

すい
進
しん
と併

あわ
せ、入所

にゅうしょ
施設
しせつ
や

病院
びょういん

から地域
ちいき
生活
せいかつ
への移行

いこう
を進
すす
めます。 

※居住
きょじゅう

系
けい
サービス
さ ー び す

等
とう
の見込量
みこみりょう

は、各年度
かくねんど

における１か月
げつ
あたりの総量

そうりょう
を見

み
込
こ
んだも 

のであり、単位
たんい
の考
かんが
え方
かた
は次
つぎ
のとおりです。 

          □ 利用
りよう
人数
にんずう
：月間
げっかん
の利用

りよう
人数
にんずう
（実
じつ
人数
にんずう
） 

（１）自立
じ り つ
生活
せいかつ
援助
えんじょ

一人
ひとり
暮
ぐ
らしの方

かた
などに、一定

いってい
期間
きかん
、定
てい
期
き
的
てき
な居宅
きょたく
訪問
ほうもん
や、随時

ずいじ
の相談
そうだん
に応
おう
じるなど、

必要
ひつよう
な情報
じょうほう

の提供
ていきょう

や助言
じょげん
、関係
かんけい
機関
きかん
との連絡

れんらく
調整
ちょうせい

などの支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 20 30 40

（２）共
きょう
同
どう
生
せい
活
かつ
援
えん
助
じょ

主
おも
に夜間

やかん
において、共同

きょうどう
生活
せいかつ
を行
おこな
う住居
じゅうきょ

で、入浴
にゅうよく

、排
はい
せつ、食事

しょくじ
の介護

かいご
、生
せい
活
かつ

等
とう
に関
かん
する相

そう
談
だん
及
およ
び助言
じょげん
、その他

た
必要
ひつよう
な日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 3,970 4,280 4,620

定員数
ていいんすう

 4,376 4,718 5,093
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（３）施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 施設
しせつ

入所
にゅうしょ

する方
かた
に、主

おも
に夜間

やかん
において、入浴

にゅうよく
、排
はい
せつ、食事

しょくじ
の介護

かいご
、生活
せいかつ
等
とう
に関
かん

する相
そう
談
だん
及
およ
び助言
じょげん
、その他

た
必要
ひつよう
な日常
にちじょう

生活上
せいかつじょう

の支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 1,953 1,926 1,899

（４）地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
拠点
きょてん
等
とう
（新規

し ん き
）

地域
ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
拠点
きょてん
等
とう
を整
せい
備
び
、運
うん
営
えい
するとともに、その機

き
能
のう
の充
じゅう
実
じつ
に向

む
けた検

けん
証
しょう
や

検
けん
討
とう
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

設置
せっち
箇所数
かしょすう

 １ １ １

検証
けんしょう

及
およ
び検討
けんとう
の実施

じっし
回数
かいすう
 １ １ １



第
だい
４ 章
しょう

 障
しょう

がい福
ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の種
しゅ
類
るい
ごとのサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
量
りょう

見
み
込
こ
み

56 

４ 相談
そうだん
支援
し え ん
サービス
さ ー び す

（計画
けいかく
相談
そうだん
支援
し え ん
・地域

ち い き
相談
そうだん
支援
し え ん
） 

障
しょう
がいのある方

かた
が自立

じりつ
した日常

にちじょう
生活
せいかつ

または社会
しゃかい
生活
せいかつ

を営
いとな
むことができるよう、

相
そう
談
だん
支
し
援
えん
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
を充実
じゅうじつ

させていきます。 

※相談
そうだん
支援
しえん
サービス
さ ー び す

の見込量
みこみりょう

は、各年度
かくねんど

における 1か月
げつ
（地

ち
域
いき
相
そう
談
だん
支
し
援
えん
は１年

ねん
）あた 

 りの総量
そうりょう

を見
み
込
こ
んだものであり、単位

たんい
の考
かんが
え方
かた
は次
つぎ
のとおりです。 

          □ 利用
りよう
人数
にんずう
：月間
げっかん
の利用

りよう
人数
にんずう
（実
じつ
人数
にんずう
） ※計画

けいかく
相談
そうだん
支援
しえん

          □ 利用
りよう
人数
にんずう
：年間
ねんかん
の利用

りよう
人数
にんずう
（実
じつ
人数
にんずう
） ※地域

ちいき
相談
そうだん
支援
しえん

（１）計画
けいかく
相談
そうだん
支援
し え ん

 サービス
さ ー び す

の支給
しきゅう
決定
けってい

におけるサービス
さ ー び す

等
とう
利用
りよう
計画
けいかく
案
あん
を作成

さくせい
し、サ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
事
じ
業
ぎょう

者
しゃ
等
とう
と連絡
れんらく

調整
ちょうせい

を行
おこな
うとともに、サービス

さ ー び す
等
とう
の利用

りよう
状 況
じょうきょう

の検証
けんしょう

を行
おこな
い、計

けい
画
かく
の

見
み
直
なお
しなどの支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう

人数
にんずう

(人
にん
/月
つき
) 9,545 10,161 10,777

（２）地域
ち い き
相談
そうだん
支援
し え ん

 住宅
じゅうたく

の確保
かくほ
、その他

た
地域
ちいき
における生活

せいかつ
に移行

いこう
するための活動

かつどう
に関
かん
する相談

そうだん
や、常時

じょうじ

の連絡
れんらく
体制
たいせい

を確保
かくほ
し、障

しょう
がいの特性

とくせい
に起因

きいん
して生

しょう
じた緊急

きんきゅう
の事態

じたい
等
とう
に関

かん
する支

し
援
えん

を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

地域
ちいき
移行
いこう
支援
しえん
 利用

りよう
人数
にんずう

(人
にん
/年
ねん
) 52 61 70

地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん
 利用

りよう
人数
にんずう

(人
にん
/年
ねん
) 37 43 49
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５ 障
しょう
がい児

じ
支援
し え ん
サービス
さ ー び す

（児童
じ ど う
発達
はったつ
支援
し え ん
・医療型
いりょうがた

児童
じ ど う
発達
はったつ
支援
し え ん
・放課後

ほ う か ご
等
とう
デイサービス
で い さ ー び す

・保育所
ほいくしょ

等
とう
訪問
ほうもん
支
し

援
えん
・居
きょ
宅
たく
訪
ほう
問
もん
型
がた
児
じ
童
どう
発
はっ
達
たつ
支
し
援
えん
・福祉型

ふくしがた
障
しょう
がい児

じ
入所
にゅうしょ

支援
し え ん
・医療型
いりょうがた

障
しょう
がい児

じ
入
にゅう

所
しょ
支援
し え ん
・障
しょう
がい児

じ
相
そう
談
だん
支
し
援
えん
・医療的
いりょうてき

ケ
け
ア
あ
を必
ひつ
要
よう
とする子

こ
どもの支援

し え ん
関係
かんけい
）

障
しょう
がいのある子

こ
どもの発達

はったつ
を支援

しえん
するため、児童

じどう
福祉法
ふくしほう

に基
もと
づく障

しょう
がい児

じ
支援
しえん
を

充実
じゅうじつ

させていきます。また、児童
じどう
発達
はったつ
支援
しえん
センター
せ ん た ー

を地域
ちいき
における中核的

ちゅうかくてき
支援
しえん
施設
しせつ

としながら、障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん
事業所
じぎょうしょ

や障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
しせつ
、行政
ぎょうせい

機関
きかん
等
とう
、さまざまな関係

かんけい

機関
きかん
連携
れんけい

のもと、障
しょう
がい種

しゅ
別
べつ
に関

かか
わらず、一人

ひとり
ひとりの障

しょう
がいの状 況

じょうきょう
に応

おう
じた

適切
てきせつ
な支援

しえん
の実施

じっし
を図
はか
るとともに、重層的

じゅうそうてき
な支援

しえん
体
たい
制
せい
づくりを進

すす
めていきます。 

※障
しょう
がい児

じ
支
し
援
えん
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
の見込量
みこみりょう

は、各年度
かくねんど

における 1か月
げつ
あたりの総量

そうりょう
を見

み
込
こ
ん 

だものであり、単位
たんい
の考
かんが
え方
かた
は次

つぎ
のとおりです。 

          □ 利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
：月間
げっかん
の利用

りよう
人数
にんずう
（実
じつ
人数
にんずう
） 

          □ 利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
：月間
げっかん
の延

の
べサービス

さ ー び す
提供
ていきょう

日数
にっすう
（人
にん
日
にち
/月
つき
） 

（１）児童
じ ど う
発達
はったつ
支援
し え ん

 日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
どうさ
の指導

しどう
、集団

しゅうだん
生活
せいかつ

への適応
てきおう
訓練
くんれん

などの支
し
援
えん
を行

おこな

います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
(人
にん
/月
つき
) 4,760 5,090 5,420

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 53,260 56,370 59,480
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（２）医療型
いりょうがた

児童
じ ど う
発達
はったつ
支援
し え ん

 日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
どうさ
の指導

しどう
、理学

りがく
療法
りょうほう

等
とう
の機能

きのう
訓練
くんれん

などの支
し
援
えん
を 行

おこな

います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
(人
にん
/月
つき
) 60 60 60

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 390 390 390

（３）放課後
ほ う か ご

等
とう
デイサービス
で い さ ー び す

 授業
じゅぎょう

の終了後
しゅうりょうご

または学校
がっこう

の休
きゅう
業
ぎょう
日
び
に、生活

せいかつ
能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

、

地
ち
域
いき
との交流

こうりゅう
促進
そくしん
、その他

た
必要
ひつよう
な支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
(人
にん
/月
つき
) 7,620 8,290 8,960

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 80,750 87,430 94,110

（４）保育所
ほいくしょ

等
とう
訪問
ほうもん
支援
し え ん

 専門
せんもん

職員
しょくいん

が保育所
ほいくしょ

などを訪問
ほうもん
し、集団

しゅうだん
での生活

せいかつ
に必要
ひつよう
な訓練
くんれん
やスタッフ

す た っ ふ
への助

じょ
言
げん

等
とう
、必要
ひつよう
な支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
(人
にん
/月
つき
) 60 60 60

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
） 170 190 210

（５）居宅
きょたく
訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う
発達
はったつ
支援
し え ん

 専門
せんもん

職員
しょくいん

が居宅
きょたく
を訪問
ほうもん
し、日常

にちじょう
生活
せいかつ
における基本的

きほんてき
な動作

どうさ
の指導

しどう
、集団
しゅうだん

生活
せいかつ
への

適
てき
応
おう
訓
くん
練
れん
等
とう
、必要
ひつよう
な支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
(人
にん
/月
つき
) 4 4 4

利
り
用
よう
日
にっ
数
すう
(人
にん
日
にち
/月
つき
) 10 10 10
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（６）福
ふく
祉
し
型
がた
障
しょう
がい児

じ
入
にゅう
所
しょ
支
し
援
えん

 施設
しせつ
に入所
にゅうしょ

のうえ、日常
にちじょう

生活
せいかつ

能力
のうりょく

や知識
ちしき
・技能
ぎのう
の向上
こうじょう

のための訓練
くんれん
などを行

おこな
い

ます。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
(人
にん
/月
つき
) 58 58 58

（７）医療型
いりょうがた

障
しょう
がい児

じ
入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 施設
しせつ
に入所
にゅうしょ

のうえ、日常
にちじょう

生活
せいかつ

能力
のうりょく

や知識
ちしき
・技能
ぎのう
の向上
こうじょう

のための訓練
くんれん
のほか、治療

ちりょう

などを行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
(人
にん
/月
つき
) 65 65 65

（８）障
しょう
がい児

じ
相談
そうだん
支援
し え ん

 障
しょう
がい児

じ
通
つう
所
しょ
支
し
援
えん
の支給

しきゅう
決定
けってい

における障
しょう
がい児

じ
支援
しえん
利用
りよう
計画
けいかく
案
あん
を作成

さくせい
し、障

しょう
が

い児
じ
通
つう
所
しょ
支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう
と連絡
れんらく

調整
ちょうせい

を行
おこな
うとともに、サービス

さ ー び す
等
とう
利用
りよう

状 況
じょうきょう

の検
けん
証
しょう

を行
おこな
い、計画

けいかく
の見

み
直
なお
しなどの支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
児
じ
童
どう
数
すう
 (人
にん
/月
つき
) 2,604 2,798 2,992

（９）医療的
いりょうてき

ケ
け
ア
あ
を必要
ひつよう
とする障

しょう
がいのある子

こ
どもの支援

し え ん
関係
かんけい
（新規

し ん き
）

 医
い
療
りょう
的
てき
ケ
け
ア
あ
を必要

ひつよう
とする 障

しょう
がいのある子

こ
どもを支

し
援
えん
する学

がっ
校
こう
や事

じ
業
ぎょう
所
しょ
等
とう
への

サポート
さ ぽ ー と

医師
い し
による巡回

じゅんかい
指導
しどう
等
とう
を実施

じっし
するとともに、医療的

いりょうてき
ケア児
け あ じ

支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

の充実
じゅうじつ

により、地
ち
域
いき
におけるサ

さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
体
たい
制
せい
づくりを推

すい
進
しん
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

サポート
さ ぽ ー と

医師
い し
による巡回

じゅんかい
指導
しどう
回数
かいすう 36 36 36

医療的
いりょうてき

ケア児
け あ じ

支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研修
けんしゅう

受講
じゅこう
者数
しゃすう 90 90 90
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６ 発達障
はったつしょう

がい者
しゃ
支援
し え ん

 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
しえんほう

に基
もと
づき、発達障

はったつしょう
がいに対

たい
する正

ただ
しい理解

りかい
の促進
そくしん
、乳幼児期
にゅうようじき

か

ら高齢期
こうれいき

までの切
き
れ目

め
のない支援

しえん
の実施

じっし
に向

む
け、支援

しえん
体制
たいせい
の充実
じゅうじつ

を図
はか
ります。 

（１）発
はっ
達
たつ
障
しょう
がい者

しゃ
支
し
援
えん
地
ち
域
いき
協
きょう
議
ぎ
会
かい
の開催
かいさい

 発達障
はったつしょう

がい児者
じしゃ
やその家族

かぞく
、学
がく
識
しき
経
けい
験
けん
者
しゃ
、医療
いりょう
、保健
ほけん
、福祉
ふくし
、教育
きょういく

、労働
ろうどう
等
とう
の関係者
かんけいしゃ

が地域
ちいき
における支

し
援
えん
体
たい
制
せい
整
せい
備
び
の充実
じゅうじつ

について協議
きょうぎ
を行
おこな
う協
きょう
議会
ぎかい
を開催
かいさい
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

開催
かいさい
回数
かいすう 2 2 2

（２）発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん
センター
せ ん た ー

による相談
そうだん

 発達障
はったつしょう

がいに関
かん
する専門的

せんもんてき
な相談
そうだん
、支援

しえん
が必要
ひつよう
な方
かた
に対
たい
し、発達

はったつ
障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん
セ
せ
ン
ん

タ
た
ー
ー
において、発達

はったつ
、就労
しゅうろう

等
とう
に関
かん
する相

そう
談
だん
を実
じっ
施
し
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

相談
そうだん
件数
けんすう 740 740 740

（３）発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん
センター
せ ん た ー

による機関
き か ん
支援
し え ん
、研修
けんしゅう

等
とう

 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん
センター
せ ん た ー

において、福祉
ふくし
、教育
きょういく

、司法
しほう
等
とう
の関係
かんけい
機関
きかん
に対
たい
し、発

はっ
達
たつ

障
しょう
がいに関

かん
する専門的

せんもんてき
な助言
じょげん
などの機関

きかん
支援
しえん
を行
おこな
います。特

とく
に、発

はっ
達
たつ
障
しょう
害
がい
者
しゃ
地
ち
域
いき
支
し

援
えん
マネジャー
ま ね じ ゃ ー

は、二次障
にじしょう

がいや行動障
こうどうしょう

がいがあるなど、支援
しえん
が困難
こんなん
な事例

じれい
への専

せん
門
もん
的
てき

な助言
じょげん
、関係
かんけい
機関
きかん
の連携
れんけい

調整
ちょうせい

などの機関
きかん
支援
しえん
を行
おこな
います。 

また、見
み
た目

め
では分

わ
かりづらい発達障

はったつしょう
がいの特性

とくせい
に関
かん
する理解

りかい
が深
ふか
まるよう、外

がい
部
ぶ

機
き
関
かん
や地域

ちいき
住民
じゅうみん

への研修
けんしゅう

、普及
ふきゅう
啓発
けいはつ
を実施

じっし
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

関係
かんけい
機関
きかん
への助言

じょげん
件数
けんすう 1,400 1,400 1,400

外部
がいぶ
機関
きかん
や地域

ちいき
住民
じゅうみん

への研修
けんしゅう

、啓発
けいはつ
件数
けんすう 290 290 290



第
だい
４ 章
しょう

 障
しょう

がい福
ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の種
しゅ
類
るい
ごとのサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
量
りょう

見
み
込
こ
み

61 

（４）ペアレントトレーニング
ぺ あ れ ん と と れ ー に ん ぐ

等
とう
の支援

し え ん
プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

の実施
じ っ し
（新規

し ん き
） 

 保護者
ほ ご し ゃ

が子
こ
どもの発

はっ
達
たつ
障
しょう
がいの特性

とくせい
を理解

りかい
することや、適切

てきせつ
に対応

たいおう
するための  

知
ち
識
しき
や方
ほう
法
ほう
を身

み
につけることを支援

しえん
するため、ペアレントプログラム

ぺ あ れ ん と ぷ ろ ぐ ら む
（主
おも
に子

こ
どもの

観察
かんさつ
方法
ほうほう
を身

み
につける）やペアレントトレーニング

ぺ あ れ ん と と れ ー に ん ぐ
（主
おも
に子

こ
どもへの対

たい
応
おう
方法
ほうほう
を身

み
に

つける）を実施
じっし
します。 

 また、ペアレントプログラム
ぺ あ れ ん と ぷ ろ ぐ ら む

やペアレントトレーニング
ぺ あ れ ん と と れ ー に ん ぐ

の支援
しえん
スキル
す き る

を 修
しゅう
得
とく

するための研
けん
修
しゅう
を実施

じっし
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

ペ
ぺ
ア
あ
レ
れ
ン
ん
ト
と
ト
と
レ
れ
ー
ー
ニ
に
ン
ん
グ
ぐ
や ペ

ぺ
ア
あ
レ
れ
ン
ん
ト
と
プ
ぷ

ロ
ろ
グ
ぐ
ラ
ら
ム
む
の受講者数
じゅこうしゃすう 20 20 20

（５）ペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

の養成
ようせい
（新規

し ん き
） 

 発達障
はったつしょう

がい児
じ
の子

こ
育
そだ
て経験
けいけん
のある保護者

ほ ご し ゃ
が、その育児

いくじ
経験
けいけん
を活

い
かし、子

こ
どもが発

はっ
達
たつ

障
しょう
がいの診断

しんだん
を受

う
けて間

ま
もない保護者

ほ ご し ゃ
に対

たい
して相談

そうだん
を 行

おこな
うペアレントメンター

ぺ あ れ ん と め ん た ー
の

養成
ようせい
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

ペアレント
ぺ あ れ ん と

メンター
め ん た ー

の人数
にんずう 34 34 34

（６）ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

活動
かつどう
支援
し え ん
の実施

じ っ し
（新規

し ん き
） 

 発達障
はったつしょう

がいのある方
かた
や保護者

ほ ご し ゃ
、家族

かぞく
同士
どうし

が集
あつ
まり、お互

たが
いの悩

なや
みの相談

そうだん
や  

情報
じょうほう

交換
こうかん
を行
おこな
うピアサポート

ぴ あ さ ぽ ー と
の支援

しえん
を実施

じっし
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

ピ
ぴ
ア
あ
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
活
かつ
動
どう
支援
しえん
への参

さん
加
か
人
にん
数
ずう 140 140 140
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７ 精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう
した地域

ち い き
包括
ほうかつ
ケアシステム
け あ し す て む

10の構築
こうちく
（新規

し ん き
） 

 精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう
した地域

ちいき
包括
ほうかつ
ケアシステム
け あ し す て む

の構築
こうちく
を目

め
指
ざ
し、保健

ほけん
、医療
いりょう
、福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ
の場

ば
を通
つう
じて、重

じゅう
層
そう
的
てき
な連
れん
携
けい
による支

し
援
えん
体
たい
制
せい
づくりを推進

すいしん
します。 

（１）保健
ほ け ん
・医療
いりょう
・福祉

ふ く し
関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ
の場

ば
の設置

せ っ ち
（新規

し ん き
）

 保健
ほけん
、医療
いりょう
（精神科

せいしんか
）、福祉

ふくし
、介護

かいご
、障
しょう
がいのある方

かた
、家族

かぞく
の参
さん
加
か
を得

え
て、地

ち
域
いき
包
ほう

括
かつ
ケ
け
ア
あ
シ
し
ス
す
テ
て
ム
む
を構築
こうちく
するために必

ひつ
要
よう
となる協

きょう
議
ぎ
の場

ば
を設
もう
けます。札

さっ
幌
ぽろ
市
し
の実
じつ
情
じょう
に 

応
おう
じた目

もく
標
ひょう
設
せっ
定
てい
や取
とり
組
くみ
、評
ひょう
価
か
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

開催
かいさい
回数
かいすう ２ ２ ２

目
もく
標
ひょう
設
せっ
定
てい
及
およ
び評
ひょう
価
か
の実
じっ
施
し
回
かい
数
すう １ １ １

（２）精神
せいしん

障
しょう
がいのある方

かた
の障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
種
しゅ
別
べつ
ごとの利用者数

りようしゃすう
（新規

し ん き
） 

地域
ちいき
包括
ほうかつ
ケアシステム
け あ し す て む

を構築
こうちく
するため、精神障

せいしんしょう
がいのある方

かた
の障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び

ス
す
の利

り
用
よう
状
じょう
況
きょう
を把握

はあく
し、協

きょう
議
ぎ
の場

ば
における検

けん
討
とう
等
とう
に活

い
かしていきます。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

地域
ちいき
移行
いこう
支援
しえん
の利用者数

りようしゃすう
(人
にん
/年
ねん
) 43 50 58

地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん
の利用者数

りようしゃすう
(人
にん
/年
ねん
) 16 19 22

共同
きょうどう

生活
せいかつ
援助
えんじょ
の利用者数

りようしゃすう
(人
にん
/月
つき
） 1,350 1,460 1,570

自立
じりつ
生活
せいかつ
援助
えんじょ
の利用者数

りようしゃすう
(人
にん
/月
つき
) 12 18 24

10 精神
せいしん
に障

しょう
がいのある方

かた
が、地域

ち い き
の一員

いちいん
として、安心

あんしん
して自分

じ ぶ ん
らしい暮

く
らしをすることができ

るよう、医療
いりょう
、障

しょう
がい福

ふく
祉
し
、介護

か い ご
、住

す
まい、社会

しゃかい
参加
さ ん か
（就労

しゅうろう
など）、地域

ちい き
の助

たす
け合

あ
い、教育

きょういく
な

どの各
かく
分
ぶん
野
や
の取

とり
組
くみ
が機

き
能
のう
的
てき
に提

てい
供
きょう
されるシ

し
ス
す
テ
て
ム
む
のこと。
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８ 相談
そうだん
支援
し え ん
体制
たいせい
の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか
等
とう
（新規

し ん き
） 

（１）総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な相談
そうだん
支援
し え ん
の実施

じ っ し
（新規

し ん き
）

 障
しょう
がいの種別

しゅべつ
や各種
かくしゅ
ニーズ
に ー ず

に対応
たいおう
できる総

そう
合
ごう
的
てき
・専
せん
門
もん
的
てき
な相
そう
談
だん
支
し
援
えん
を実
じっ
施
し
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

実施
じっし
の有無

う む あり あり あり

（２）地域
ち い き
の相談
そうだん
支援
し え ん
体制
たいせい
の強化
きょうか
（新規

し ん き
）

 地域
ちいき

の相談
そうだん
支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい
する専門的

せんもんてき
な指導

しどう
・助言

じょげん
、人材

じんざい
育成
いくせい

のために 行
おこな
う  

研修
けんしゅう

や連携
れんけい
強化
きょうか
のための会議

かいぎ
等
とう
を実施

じっし
し、地域

ちいき
の相談
そうだん
支援
しえん
体制
たいせい
の強化
きょうか
を図
はか
ります。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

地域
ちいき
の相談
そうだん
支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい
する訪

ほう
問
もん
等
とう
に

よる専
せん
門
もん
的
てき
な指

し
導
どう
・助
じょ
言
げん
件数
けんすう 557 557 557

地域
ちいき
の相談
そうだん
支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

の人材
じんざい
育成
いくせい
の支援

しえん

件数
けんすう 16 16 16

地域
ちいき
の相談
そうだん
機関
きかん
との連携

れんけい
強化
きょうか
の取組
とりくみ
の実施

じっし

回数
かいすう 16 16 16
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９ 障
しょう
がい福祉

ふ く し
サービス
さ ー び す

等
とう
の質
しつ
の向上
こうじょう

（新規
し ん き
）               

 障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
に係
かか
る集団
しゅうだん

指導
しどう
、障
しょう
がい福祉

ふくし
人材
じんざい
確保
かくほ
・定着
ていちゃく

サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
事
じ

業
ぎょう
の実施

じっし
等
とう
により、障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の質
しつ
の向上
こうじょう

を図
はか
ります。 

（１）障
しょう
がい福祉

ふ く し
サービス
さ ー び す

等
とう
に係
かか
る各種
かくしゅ

研修
けんしゅう

の実施
じ っ し
（新規

し ん き
） 

障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
に係

かか
る市

し
職
しょく
員
いん
向
む
け研修

けんしゅう
を引

ひ
き続

つづ
き実施

じっし
し、 障

しょう
がい福祉

ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう
についての理解

りかい
をより一

いっ
層
そう
深
ふか
めていきます。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

延
の
べ受
じゅ
講
こう
人
にん
数
ずう 810 810 810

（２）指導
し ど う
監査
か ん さ
結果
け っ か
の関係
かんけい
市町村
しちょうそん

との共有
きょうゆう

（新規
し ん き
） 

障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
事業所
じぎょうしょ

に対
たい
し指導

しどう
監査
かんさ
を適正

てきせい
に実施

じっし
するとともに、指定

してい

取消
とりけし
等
とう
の行政

ぎょうせい
処分
しょぶん
等
とう
に至

いた
った場合

ばあい
は、監査

かんさ
結果
けっか
を関係

かんけい
自治体
じ ち た い

と共有
きょうゆう

する取組
とりくみ

を行
おこな

います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

関係
かんけい
自治体
じ ち た い

との共有
きょうゆう

回数
かいすう 80 80 80

（３）障
しょう
がい福祉

ふ く し
人材
じんざい
確保
か く ほ
・定着
ていちゃく

サポート
さ ぽ ー と

事業
じぎょう
の実施

じ っ し
（新規

し ん き
）

 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

における人材
じんざい
確保
かくほ
・定着
ていちゃく

、サービス
さ ー び す

の質
しつ
の向
こう
上
じょう
を図
はか
る

ため、事業所
じぎょうしょ

管理者
かんりしゃ

向
む
け研修
けんしゅう

や児童
じどう
指導員
しどういん

等
とう
を対象
たいしょう

に初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

を実施
じっし
します。ま

た、障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

等
とう
におけるキャリアパス

き ゃ り あ ぱ す
制度
せいど
の導
どう
入
にゅう
支援
しえん
や専
せん
門
もん
学
がっ
校
こう

等
とう
との連携

れんけい
により、新卒者

しんそつしゃ
等
とう
に対
たい
し障
しょう
がい福祉

ふくし
の仕事

しごと
の魅力
みりょく
を発信
はっしん
していきます。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

研修
けんしゅう

実施
じっし
回数
かいすう 26 26 26

キャリアパス
き ゃ り あ ぱ す

訪問
ほうもん
相談
そうだん
件数
けんすう 35 35 35

魅力
みりょく
発信
はっしん
事業
じぎょう
説明会
せつめいかい

開催
かいさい
件数
けんすう ３ ３ ３
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（４）障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
に係

かか
る集

しゅう
団
だん
指
し
導
どう
及
およ
び障

しょう
がい者

しゃ
自
じ
立
りつ
支
し
援
えん
審
しん
査
さ
シ
し
ス
す
テ
て
ム
む

による審査
し ん さ
結果
け っ か
等
とう
の共有
きょうゆう

（新規
し ん き
） 

 札幌市
さっぽろし

が実施
じっし
する障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
事業所
じぎょうしょ

に対する集団
しゅうだん

指導
しどう
において、よく 

ある指摘
してき
事項
じこう
、請求
せいきゅう

誤
あやま
りの事案

じあん
を説
せつ
明
めい
・共有
きょうゆう

し、障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の質

しつ
の向

こう

上
じょう
を図
はか
ります。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

参加
さんか
事業所数
じぎょうしょすう 1,500 1,550 1,600

実施
じっし
回数
かいすう ３ ３ ３

（５）障
しょう
がい児

じ
地域
ち い き
支援
し え ん
マネジメント
ま ね じ め ん と

事業
じぎょう
の実施

じ っ し
（新規

し ん き
） 

 地域
ちいき
に配置

はいち
された障

しょう
がい児

じ
地域
ちいき
支援
しえん
マネージャー
ま ね ー じ ゃ ー

が、担当地
たんとうち

区内
くない
の障
しょう
がい児

じ
通
つう
所
しょ

支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
所
しょ
を訪問
ほうもん
して、療育

りょういく
情報
じょうほう

の把握
はあく
と提供
ていきょう

、療育
りょういく

への技術
ぎじゅつ
支援
しえん
や関係
かんけい
機関
きかん
と 

の支援
しえん

調整
ちょうせい

を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

訪問
ほうもん
回数
かいすう 592 638 638

（６）新
しん
型
がた
コ
こ
ロ
ろ
ナ
な
ウ
う
イ
い
ル
る
ス
す
感
かん
染
せん
症
しょう
等
とう
の対
たい
策
さく
に係
かか
る事

じ
業
ぎょう
所
しょ
支
し
援
えん
（新規

し ん き
） 

感
かん
染
せん
症
しょう
流
りゅう
行
こう
時
じ
にあっても、安

あん
定
てい
的
てき
なサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
提
てい
供
きょう
が図
はか
られるよう、必

ひつ
要
よう
な情

じょう
報
ほう

提
てい
供
きょう
や研
けん
修
しゅう
等
とう
の実
じっ
施
し
、迅
じん
速
そく
な助
じょ
言
げん
・指

し
導
どう
に取

と
り組

く
むとともに、入

にゅう
所
しょ
施
し
設
せつ
等
とう
における

集
しゅう
団
だん
感
かん
染
せん
に備
そな
え、北

ほっ
海
かい
道
どう
と連
れん
携
けい
して、施

し
設
せつ
間
かん
の協
きょう
力
りょく
体
たい
制
せい
を促
うなが
し、必

ひつ
要
よう
な介
かい
護
ご
の確

かく

保
ほ
を図
はか
ります。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

北海道
ほっかいどう

と連携
れんけい
した施設間

しせつかん
の協 力
きょうりょく

体制
たいせい
の

確保
かくほ あり あり あり
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10 地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
事業
じぎょう
等
とう
のサービス

さ ー び す

 （地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
、地

ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
）               

（１）地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

■概要
がいよう

地域
ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
事業
じぎょう

は、障
しょう
がいのある方

かた
がその持

も
っている能力

のうりょく
や適性

てきせい
に応

おう
じ、

自
じ
立
りつ
した日常

にちじょう
生活
せいかつ
や社会
しゃかい
生活
せいかつ
を営
いとな
むことができるよう、住民

じゅうみん
に最
もっと
も身近

みぢか
な市

し

町
ちょう
村
そん
などを中心

ちゅうしん
として、地域

ちいき
で生活
せいかつ
する障

しょう
がいのある方

かた
のニーズ

に ー ず
を踏

ふ
まえ、地

ち

域
いき
の実
じつ
情
じょう
に応
おう
じた事

じ
業
ぎょう
形
けい
態
たい
で市

し
町
ちょう
村
そん
や都

と
道
どう
府
ふ
県
けん
が実
じっ
施
し
するものです。 

■実施
じ っ し
主体
しゅたい

地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
は、市町村

しちょうそん
が行

おこな
う市

し
町
ちょう
村
そん
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
と、都

と
道
どう
府
ふ
県
けん

が行
おこな
う都

と
道
どう
府
ふ
県
けん
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
に分

わ
かれます。 

札
さっ
幌
ぽろ
市
し
では市

し
町
ちょう
村
そん
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
を実
じっ
施
し
します。事

じ
業
ぎょう
によっては、その全

ぜん

部
ぶ
または一

いち
部
ぶ
を団
だん
体
たい
等
とう
に委

い
託
たく
して実

じっ
施
し
します。 

 ■地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
事業
じぎょう
のメニュー

め に ゅ ー

   地域
ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
事業
じぎょう
では、すべての市

し
町
ちょう
村
そん
が実
じっ
施
し
する「必

ひっ
須
す
事
じ
業
ぎょう
」と、市

し
町
ちょう
村
そん

各
おの
々
おの
の判
はん
断
だん
により行

おこな
う「任意

にんい
事業
じぎょう
」があります。 

札
さっ
幌
ぽろ
市
し
では、これまでの事

じ
業
ぎょう
実
じっ
施
し
状
じょう
況
きょう
やサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
提
てい
供
きょう
体
たい
制
せい
を勘

かん
案
あん
し、以

い
下
か

の事
じ
業
ぎょう
を展
てん
開
かい
していきます。 

【地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
事業
じぎょう
（必須

ひ っ す
事業
じぎょう
）】 

[ 1 ] 理解
りかい
促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ
事業
じぎょう

[ 2 ] 自発的
じはつてき

活動
かつどう
支援
しえん
事業
じぎょう

[ 3 ] 相談
そうだん
支援
しえん
事業
じぎょう

[ 4 ] 成年
せいねん
後見
こうけん
制度
せいど
利用
りよう
支援
しえん
事業
じぎょう
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[ 5 ] 成年
せいねん
後見
こうけん
制度
せいど
法人
ほうじん
後見
こうけん
支援
しえん
事業
じぎょう

[ 6 ] 意思
い し
疎通
そつう
支援
しえん
事業
じぎょう

[ 7 ] 日 常
にちじょう

生活
せいかつ
用具
ようぐ
給付
きゅうふ
事業
じぎょう

[ 8 ] 手話
しゅわ
奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

[ 9 ] 移動
いどう
支援
しえん
事業
じぎょう

[10]  地域
ちいき
活動
かつどう
支援
しえん
センター
せ ん た ー

機能
きのう
強化
きょうか
事業
じぎょう

[11]  発
はっ
達
たつ
障
しょう
害
がい
者
しゃ
支
し
援
えん
セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー
運
うん
営
えい
事
じ
業
ぎょう

[12]  障
しょう
がい児

じ
等
とう
療
りょう
育
いく
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

[13]  専
せん
門
もん
性
せい
の高
たか
い意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
を行
おこな
う者
もの
の養
よう
成
せい
研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう

[14]  専
せん
門
もん
性
せい
の高
たか
い意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
を行
おこな
う者
もの
の派遣

はけん
事業
じぎょう

[15]  精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
広
こう
域
いき
調
ちょう
整
せい
等
とう
事
じ
業
ぎょう

[16]  発達障
はったつしょう

がい者
しゃ
支
し
援
えん
地
ち
域
いき
協
きょう
議
ぎ
会
かい
による体

たい
制
せい
整
せい
備
び
事
じ
業
ぎょう

     ➡「発
はっ
達
たつ
障
しょう
がい者

しゃ
支
し
援
えん
地
ち
域
いき
協
きょう
議
ぎ
会
かい
の開催
かいさい
（60 頁

ぺーじ
）」参

さん
照
しょう

 【地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
事業
じぎょう
（任意

に ん い
事業
じぎょう
）】 

[17] 福
ふく
祉
し
ホ
ほ
ー
ー
ム
む
の運
うん
営
えい

[18] 訪
ほう
問
もん
入
にゅう
浴
よく
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
事
じ
業
ぎょう

[19] 生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
（生
せい
活
かつ
訓
くん
練
れん
等
とう
事
じ
業
ぎょう
） 

[20] 日
にっ
中
ちゅう
一
いち
時
じ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

[21] 児童
じどう
発達
はったつ
支援
しえん
センター
せ ん た ー

等
とう
の機能

きのう
強化
きょうか

   ➡「障
しょう
がい児

じ
地域
ちいき
支援
しえん
マネジメント
ま ね じ め ん と

事業
じぎょう
の実施

じっし
（65 頁

ぺーじ
）」参

さん
照
しょう

[22] レ
れ
ク
く
リ
り
エ
え
ー
ー
シ
し
ョ
ょ
ン
ん
活
かつ
動
どう
等
とう
支
し
援
えん

[23] 点
てん
字
じ
・声
こえ
の広
こう
報
ほう
等
とう
発
はっ
行
こう
事
じ
業
ぎょう

[24] 奉
ほう
仕
し
員
いん
養
よう
成
せい
研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう

[25] 自
じ
動
どう
車
しゃ
運
うん
転
てん
免
めん
許
きょ
取
しゅ
得
とく
・改
かい
造
ぞう
補
ほ
助
じょ
事
じ
業
ぎょう
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（２）地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう

■概要
がいよう

地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
とは、地域

ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
事業
じぎょう
で定
さだ
める事

じ
業
ぎょう
に加
くわ
え、政

せい
策
さく
的
てき
な

課
か
題
だい
に対
たい
応
おう
する事

じ
業
ぎょう
を計
けい
画
かく
的
てき
に実
じっ
施
し
するため、国

くに
として促

そく
進
しん
すべき事

じ
業
ぎょう
として位

い

置
ち
づけられたものです。 

■実施
じ っ し
主体
しゅたい

地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
は、市町村

しちょうそん
が行
おこな
う市

し
町
ちょう
村
そん
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
と、都

と

道
どう
府
ふ
県
けん
が行
おこな
う都

と
道
どう
府
ふ
県
けん
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
に分

わ
かれます。 

札
さっ
幌
ぽろ
市
し
では市

し
町
ちょう
村
そん
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
を実
じっ
施
し
します。事

じ
業
ぎょう
によっては、その

全
ぜん
部
ぶ
または一

いち
部
ぶ
を団
だん
体
たい
等
とう
に委

い
託
たく
して実

じっ
施
し
します。 

 ■地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
のメニュー

め に ゅ ー

[26] 障
しょう
がい者

しゃ
I
あい
C
しー
T
てぃー
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
総
そう
合
ごう
推
すい
進
しん
事
じ
業
ぎょう

[27] 障
しょう
がい者

しゃ
虐
ぎゃく
待
たい
防
ぼう
止
し
対
たい
策
さく
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

[28] 特
とく
別
べつ
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう

[29] 発
はっ
達
たつ
障
しょう
がい者

しゃ
支
し
援
えん
体
たい
制
せい
整
せい
備
び
事
じ
業
ぎょう

   ➡「発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん
センター
せ ん た ー

による機関
きかん
支援
しえん
、研修
けんしゅう

等
とう
（60 頁

ぺーじ
）」参

さん
照
しょう

[30] 医
い
療
りょう
的
てき
ケ
け
ア
あ
児
じ
等
とう
総
そう
合
ごう
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

   ➡「医
い
療
りょう
的
てき
ケ
け
ア
あ
を必要

ひつよう
とする障

しょう
がいのある子

こ
どもの支援

しえん
関係
かんけい
（59 頁

ぺーじ
）」参

さん
照
しょう

[31] 発
はっ
達
たつ
障
しょう
がい児

じ
者
しゃ
及
およ
び家

か
族
ぞく
等
とう
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

   ➡「ペ
ぺ
ア
あ
レ
れ
ン
ん
ト
と
ト
と
レ
れ
ー
ー
ニ
に
ン
ん
グ
ぐ
等
とう
の支

し
援
えん
プ
ぷ
ロ
ろ
グ
ぐ
ラ
ら
ム
む
の実
じっ
施
し
」「ペ

ぺ
ア
あ
レ
れ
ン
ん
ト
と
メ
め
ン
ん

    タ
た
ー
ー
の養成
ようせい
」「ピ

ぴ
ア
あ
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
活
かつ
動
どう
支
し
援
えん
の実
じっ
施
し
」（61頁

ぺーじ
）参
さん
照
しょう

[32] 精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう
した地域

ちいき
包括
ほうかつ
ケアシステム
け あ し す て む

の構築
こうちく
推
すい
進
しん
事
じ
業
ぎょう

   ➡「精
せい
神
しん
障
しょう
がいにも対応

たいおう
した地

ち
域
いき
包
ほう
括
かつ
ケ
け
アシステム
あ し す て む

の構築
こうちく
（62 頁

ぺーじ
）」参

さん
照
しょう
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（４）地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
等
とう
の種
しゅ
類
るい
ごとのサービス

さ ー び す
見込
み こ み

量
りょう

 地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
事業
じぎょう
（必須

ひ っ す
事業
じぎょう
）：[1]~ [16]                    

[ 1 ] 理解
り か い
促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ
事業
じぎょう

地
ち
域
いき
住
じゅう
民
みん
に対
たい
して、障

しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する理

り
解
かい
を深
ふか
めるための研

けん
修
しゅう
・啓
けい
発
はつ

   事
じ
業
ぎょう
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

実施
じっし
の有無

う む あり あり あり

[ 2 ] 自発的
じはつてき

活動
かつどう
支援
し え ん
事業
じぎょう

障
しょう
がいのある方

かた
やその家族

かぞく
、地域

ちいき
住民
じゅうみん

などが自発的
じはつてき

に行
おこな
う活
かつ
動
どう
に対
たい
して、必

ひつ

   要
よう
な支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

実施
じっし
の有無

う む あり あり あり

[ 3 ] 相談
そうだん
支援
し え ん
事業
じぎょう

障
しょう
がいのある方

かた
が地

ち
域
いき
で自

じ
立
りつ
した日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
や社
しゃ
会
かい
生
せい
活
かつ
を送
おく
るために、本

ほん
人
にん
・家

か

   族
ぞく
・介
かい
護
ご
者
しゃ
などからの相

そう
談
だん
に応
おう
じ、必

ひつ
要
よう
な情
じょう
報
ほう
提
てい
供
きょう
や権
けん
利
り
擁
よう
護
ご
のために必

ひつ
要
よう
な援

えん

   助
じょ
を行
おこな
います。

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

障
しょう
がい者

しゃ
相談
そうだん
支援
しえん
事業
じぎょう
 箇所数

かしょすう 20 20 20

基幹
きかん
相談
そうだん
支援
しえん
センター
せ ん た ー

 設置
せっち
の有無

う む あり あり あり

基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター等
とう

機能
きのう

強化
きょうか

事業
じぎょう 実施

じっし
の有無

う む あり あり あり

住宅
じゅうたく

入居
にゅうきょ

等
とう
支援
しえん
事業
じぎょう
 実施

じっし
の有無

う む あり あり あり
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【相談
そうだん
と支援

し え ん
のイメージ

い め ー じ
】 

[ 4 ] 成年
せいねん
後見
こうけん
制度
せ い ど
利用
り よ う
支援
し え ん
事業
じぎょう

成
せい
年
ねん
後
こう
見
けん
制
せい
度
ど
の利

り
用
よう
が必
ひつ
要
よう
と認
みと
められ、本

ほん
人
にん
や親
しん
族
ぞく
等
とう
による申

もうし
立
た
てが期待

きたい
でき 

ない知
ち
的
てき
障
しょう
がいのある方

かた
、精
せい
神
しん
障
しょう
がいのある方

かた
について、親

しん
族
ぞく
等
とう
に代

か
わって市

し

   長
ちょう
が家庭

かてい
裁判所
さいばんしょ

への申
もうし
立
た
てを行

おこな
います。 

   市長
しちょう

申
もうし
立
た
て事案

じあん
において、資産

しさん
・収 入
しゅうにゅう

等
とう
の要件
ようけん
を満

み
たした方

かた
に対
たい
し、その申

もうし

立
た
て費

ひ
用
よう
及
およ
び成年
せいねん
後見人
こうけんにん

等
とう
に対
たい
する報酬

ほうしゅう
の助成
じょせい
を実施

じっし
します。 

また、経済的
けいざいてき

な理由
りゆう
により成年

せいねん
後見
こうけん
制度
せいど
が利用

りよう
できないことがないように、本人

ほんにん
、 

親族
しんぞく

申
もうし
立
た
て事案

じあん
においても、市長

しちょう
申
もうし
立
た
て事案

じあん
と同様
どうよう
に助成
じょせい
を実施

じっし
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

市
し
長
ちょう
申
もうし
立
た
て実
じつ
利
り
用
よう
人
にん
数
ずう 16 16 16

本人
ほんにん
・親族
しんぞく

申
もうし
立
た
ての報酬

ほうしゅう
助成
じょせい
件数
けんすう 38 44 50
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[ 5 ] 成年
せいねん
後見
こうけん
制度
せ い ど
法人
ほうじん
後見
こうけん
支援
し え ん
事業
じぎょう

身
み
寄
よ
りのない方

かた
が判
はん
断
だん
能
のう
力
りょく
を欠

か
く状
じょう
態
たい
になり、市

し
長
ちょう
が法
ほう
定
てい
後
こう
見
けん
の申
もうし
立
た
てを 

   実
じっ
施
し
したケ

け
ー
ー
ス
す
のうち、十

じゅう
分
ぶん
な資

し
産
さん
がないなど一

いち
部
ぶ
のケ

け
ー
ー
ス
す
について、法

ほう
人
じん
とし 

   て成
せい
年
ねん
後
こう
見
けん
人
にん
を受
じゅ
任
にん
し、本

ほん
人
にん
に代

か
わって法

ほう
律
りつ
行
こう
為
い
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

実施
じっし
の有無

う む あり あり あり

[ 6 ] 意思
い し
疎通
そ つ う
支援
し え ん
事業
じぎょう

聴
ちょう
覚
かく
、言
げん
語
ご
機
き
能
のう
、音
おん
声
せい
機
き
能
のう
、視

し
覚
かく
その他

た
の障
しょう
がいのため、意

い
思
し
疎
そ
通
つう
を図
はか
ること 

   に支
し
障
しょう
がある障

しょう
がいのある方

かた
などに、手

しゅ
話
わ
通
つう
訳
やく
や要

よう
約
やく
筆
ひっ
記
き
を行
おこな
う人

ひと
を派

は
遣
けん
し、 

   意
い
思
し
疎
そ
通
つう
を支

し
援
えん
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

手
しゅ
話
わ
通
つう
訳
やく
者
しゃ
派
は
遣
けん
事
じ
業
ぎょう

利
り
用
よう
人
にん
数
ずう 607 607 607

要
よう
約
やく
筆
ひっ
記
き
者
しゃ
派
は
遣
けん
事
じ
業
ぎょう

利
り
用
よう
人
にん
数
ずう 54 54 54

手
しゅ
話
わ
通
つう
訳
やく
者
しゃ
設
せっ
置
ち
事
じ
業
ぎょう

通
つう
訳
やく
者
しゃ
数
すう
（専

せん
従
じゅう
+登
とう
録
ろく
者
しゃ
） 68 68 68

[ 7 ] 日常
にちじょう

生活
せいかつ
用具
よ う ぐ
給付
きゅうふ
事業
じぎょう

障
しょう
がいのある方

かた
に、自

じ
立
りつ
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
用
よう
具
ぐ
などの給

きゅう
付
ふ
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

介
かい
護
ご
・訓
くん
練
れん
支
し
援
えん
用
よう
具
ぐ

年ね
ん

間か
ん

の
総そ

う

給き
ゅ
う

付ふ

件け
ん

数す
う

220 244 270

自
じ
立
りつ
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
用
よう
具
ぐ 642 648 654

在
ざい
宅
たく
療
りょう
養
よう
等
とう
支
し
援
えん
用
よう
具
ぐ 422 424 426

情
じょう
報
ほう
・意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
用
よう
具
ぐ 867 1,149 1,524

排
はい
泄
せつ
管
かん
理
り
支
し
援
えん
用
よう
具
ぐ 37,883 38,596 39,322

居
きょ
宅
たく
生
せい
活
かつ
動
どう
作
さ
補
ほ
助
じょ
用
よう
具
ぐ
（住
じゅう
宅
たく
改
かい
修
しゅう
費
ひ
） 63 60 57
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[ 8 ] 手話
し ゅ わ
奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

聴 覚 障
ちょうかくしょう

がいのある方
かた
などの意思

い し
疎通
そつう
支援
しえん
に必要
ひつよう
な手話

しゅわ
奉仕員
ほうしいん

を養成
ようせい
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

修
しゅう
了
りょう
者
しゃ
数
すう 265 269 272

[ 9 ] 移動
い ど う
支援
し え ん
事業
じぎょう

屋外
おくがい
での移動

いどう
に 著
いちじる
しい困難

こんなん
がある方

かた
に、外出

がいしゅつ
のための支援

しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう 3,250 3,250 3,270

延
の
べ利

り
用
よう
時
じ
間
かん
数
すう 405,550 422,930 439,200

[10] 地域
ち い き
活動
かつどう
支援
し え ん
センター
せ ん た ー

機能
き の う
強化
きょうか
事業
じぎょう

創作的
そうさくてき

活動
かつどう
または生産

せいさん
活動
かつどう
の機会

きかい
の提供
ていきょう

、社会
しゃかい
との交流

こうりゅう
などを行

おこな
う地

ち
域
いき
活
かつ
動
どう

   支
し
援
えん
セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー
に対

たい
する運営費

うんえいひ
補助
ほじょ
を 行

おこな
い、障

しょう
がいのある方

かた
の地

ち
域
いき
生
せい
活
かつ
の支

し
援
えん
を

促
そく
進
しん
します。

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

箇所数
かしょすう 48 47 46

利用
りよう
人数
にんずう 556 544 532

[11] 発
はっ
達
たつ
障
しょう
がい者

しゃ
支
し
援
えん
セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー
運
うん
営
えい
事
じ
業
ぎょう

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん
センター
せ ん た ー

を拠点
きょてん
として、自閉症

じへいしょう
など発達障

はったつしょう
がいのある方

かた
や家

か

   族
ぞく
に対
たい
する支援

しえん
を総合的
そうごうてき

に行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

箇所数
かしょすう １ １ １

利用
りよう
人数
にんずう 840 840 840
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[12] 障
しょう
がい児

じ
等
とう
療
りょう
育
いく
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

   障
しょう
がいのある方

かた
やその家族

かぞく
の地域

ちいき
生活
せいかつ
を支
ささ
えるため、専門

せんもん
の職員
しょくいん

が、保
ほ
育
いく
所
しょ
等
とう

   への療育
りょういく

指導
しどう
や療育
りょういく

支援
しえん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

事業所数
じぎょうしょすう ５ ５ ５

[13] 専
せん
門
もん
性
せい
の高
たか
い意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
を行
おこな
う者
もの
の養
よう
成
せい
研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう

専
せん
門
もん
性
せい
の高
たか
い意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
を行
おこな
う者
もの
を養
よう
成
せい
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

手
しゅ
話
わ
通
つう
訳
やく
者
しゃ
養
よう
成
せい
研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう

修
しゅう
了
りょう
者
しゃ
数
すう

（ 登
と う
録
ろ く
者
し ゃ
数
す う
）

13(5) 13(5) 13(5)

要
よう
約
やく
筆
ひっ
記
き
者
しゃ
養
よう
成
せい
研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう 7(6) 7(6) 7(6)

盲
もう
ろう者

しゃ
向
む
け通

つう
訳
やく
・介

かい
助
じょ
員
いん
養
よう
成
せい
研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう 6(4) 6(0) 6(4)

失
しつ

語
ご

症
しょう

者
しゃ

向
む

け意
い

思
し

疎
そ

通
つう

支
し

援
えん

者
しゃ

養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

事
じ

業
ぎょう

10(5) 10(5) 10(5)

[14] 専
せん
門
もん
性
せい
の高
たか
い意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
を行
おこな
う者
もの
の派遣

は け ん
事業
じぎょう

専
せん
門
もん
性
せい
の高
たか
い意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
を行
おこな
う者
もの
を派

は
遣
けん
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

盲
もう
ろう者

しゃ
向
む
け通

つう
訳
やく
・介

かい
助
じょ
員
いん
派
は
遣
けん
事
じ
業
ぎょう

利
り
用
よう
人
にん
数
ずう 1,009 1,049 1,091

失
しつ
語
ご
症
しょう
者
しゃ
向
む
け意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
者
しゃ
派
は
遣
けん
事
じ
業
ぎょう ― 170 255
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[15] 精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ
地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
広
こう
域
いき
調
ちょう
整
せい
等
とう
事
じ
業
ぎょう

① 地域
ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
広域
こういき

調整
ちょうせい

等
とう
事業
じぎょう

精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう
した地

ち
域
いき
包
ほう
括
かつ
ケ
け
ア
あ
シ
し
ス
す
テ
て
ム
む
を構築
こうちく
するために、保健

ほけん
、医
い
療
りょう
、 

福
ふく
祉
し
関
かん
係
けい
者
しゃ
による協議

きょうぎ
の場

ば
を設置

せっち
します。 

② 地
ち
域
いき
移
い
行
こう
・地

ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

精
せい
神
しん
障
しょう
がいのある方

かた
の視

し
点
てん
を重
じゅう
視
し
した支

し
援
えん
を充
じゅう
実
じつ
させる観

かん
点
てん
や、入

にゅう
院
いん
中
ちゅう
の

精
せい
神
しん
障
しょう
がいのある方

かた
の退
たい
院
いん
に向

む
けた意

い
欲
よく
を喚
かん
起
き
する観

かん
点
てん
から、ピ

ぴ
ア
あ
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
を活

かつ

用
よう
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

ピ
ぴ
ア
あ
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
従
じゅう
事
じ
者
しゃ
数
すう 4 4 4

③ 災
さい
害
がい
時
じ
心
こころ
のケ

け
ア
あ
体
たい
制
せい
整
せい
備
び
事
じ
業
ぎょう
（新規

しんき
） 

災
さい
害
がい
時
じ
などの緊

きん
急
きゅう
時
じ
においても、専

せん
門
もん
的
てき
な心
こころ
のケ

け
ア
あ
に関
かん
する対

たい
応
おう
が円
えん
滑
かつ
に行

おこな

われるよう、専
せん
門
もん
的
てき
なケ

け
ア
あ
を必

ひつ
要
よう
とする方

かた
のための日

にち
常
じょう
的
てき
な相

そう
談
だん
体
たい
制
せい
の強

きょう
化
か
を

図
はか
ります。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

専
せん
門
もん
相
そう
談
だん
員
いん
の配
はい
置
ち
の有無

う む あり あり あり

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

協
きょう
議会
ぎかい
の開催
かいさい
回数
かいすう 2 2 2
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 地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
事業
じぎょう
（任意

に ん い
事業
じぎょう
）：[17]~ [25]                   

[17] 福
ふく
祉
し
ホ
ほ
ー
ー
ム
む
の運
うん
営
えい

 現
げん
に住
じゅう
居
きょ
を求
もと
めている障

しょう
がいのある方

かた
に対
たい
して、低額

ていがく
な料
りょう
金
きん
で居
きょ
室
しつ
その他

た
の

設
せつ
備
び
を利

り
用
よう
いただくとともに、日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
に必
ひつ
要
よう
な支

し
援
えん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

定員
ていいん 37 37 37

[18] 訪
ほう
問
もん
入
にゅう
浴
よく
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
事
じ
業
ぎょう

入
にゅう
浴
よく
業
ぎょう
者
しゃ
を自

じ
宅
たく
に派

は
遣
けん
して入

にゅう
浴
よく
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
を提
てい
供
きょう
し、身

しん
体
たい
に障
しょう
がいのある方

かた

の身
しん
体
たい
の清
せい
潔
けつ
の保

ほ
持
じ
、心
しん
身
しん
機
き
能
のう
の維

い
持
じ
等
とう
を図
はか
ります。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう 169 169 169

延
の
べ利用

りよう
人数
にんずう 11,154 11,154 11,154

[19] 生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
（生
せい
活
かつ
訓
くん
練
れん
等
とう
事
じ
業
ぎょう
） 

障
しょう
がいのある方

かた
などに対

たい
して日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
上
じょう
必
ひつ
要
よう
な訓
くん
練
れん
などを行

おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

中
ちゅう
途
と
失
しつ
明
めい
者
しゃ
社
しゃ
会
かい
適
てき
応
おう
訓
くん
練
れん
事
じ
業
ぎょう

延
の
べ利

り

用
よう
人
にん
数
ずう

735 735 735

聴
ちょう
覚
かく
障
しょう
がい者

しゃ
社
しゃ
会
かい
生
せい
活
かつ
教
きょう
室
しつ
開
かい
催
さい
事
じ
業
ぎょう 634 634 634
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[20] 日
にっ
中
ちゅう
一
いち
時
じ
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

   障
しょう
がいのある方

かた
などの家族

かぞく
の就
しゅう
労
ろう
支
し
援
えん
及
およ
び日
にち
常
じょう
的
てき
に介
かい
護
ご
している家

か
族
ぞく
の一
いち

   時
じ
的
てき
な休
きゅう
息
そく
を図
はか
るために、障

しょう
がいのある方

かた
などを一

いち
時
じ
的
てき
に預
あず
かり介

かい
護
ご
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう

810 809 808

延
の
べ利用

りよう
人数
にんずう

28,385 28,013 27,645

箇所数
かしょすう

62 62 62

[22] レ
れ
ク
く
リ
り
エ
え
ー
ー
シ
し
ョ
ょ
ン
ん
活
かつ
動
どう
等
とう
支
し
援
えん

札
さっ
幌
ぽろ
市
し
障
しょう
がい者

しゃ
ス
す
ポ
ぽ
ー
ー
ツ
つ
大
たい
会
かい
を開

かい
催
さい
し、障

しょう
がいのある方

かた
などが社

しゃ
会
かい
参
さん
加
か
活
かつ
動
どう

を行
おこな
うための環

かん
境
きょう
の整
せい
備
び
や必
ひつ
要
よう
な支

し
援
えん
を行
おこな
います。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

開催
かいさい
回数
かいすう 1 1 1

[23] 点
てん
字
じ
・声
こえ
の広
こう
報
ほう
等
とう
発
はっ
行
こう
事
じ
業
ぎょう

文
も
字
じ
による情

じょう
報
ほう
入
にゅう
手
しゅ
が困
こん
難
なん
な障
しょう
がいのある方

かた
のために、点

てん
訳
やく
、音
おん
訳
やく
、その他

た
の

分
わ
かりやすい方

ほう
法
ほう
により、広

こう
報
ほう
さっぽろの情

じょう
報
ほう
等
とう
、障
しょう
がいのある方

かた
が地

ち
域
いき
生
せい
活
かつ
を

送
おく
るうえで必

ひつ
要
よう
度
ど
の高
たか
い情
じょう
報
ほう
を定
てい
期
き
的
てき
に提
てい
供
きょう
します。

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

点
てん
字
じ
さっぽろ・声

こえ
のさっぽろ発

はっ
行
こう

利
り
用
よう
者
しゃ
数
すう 654 654 654

点
てん
字
じ
即
そく
時
じ
ネ
ね
ッ
っ
ト
と
ワ
わ
ー
ー
ク
く
事
じ
業
ぎょう

延
の
べ利

り
用
よう
人
にん
数
ずう 5,280 5,280 5,280
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[24] 奉
ほう
仕
し
員
いん
養
よう
成
せい
研
けん
修
しゅう
事
じ
業
ぎょう

視覚
しかく
に障
しょう
がいのある方

かた
などの意

い
思
し
疎
そ
通
つう
支
し
援
えん
に必
ひつ
要
よう
な点
てん
訳
やく
奉
ほう
仕
し
員
いん
、朗
ろう
読
どく
奉
ほう
仕
し
員
いん
を 

   養
よう
成
せい
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

点
てん
訳
やく
奉
ほう
仕
し
員
いん
養
よう
成
せい
事
じ
業
ぎょう

修
しゅう
了
りょう
見
み
込
こ
み者

しゃ
数
すう ０ ０ 20

朗
ろう
読
どく
奉
ほう
仕
し
員
いん
養
よう
成
せい
事
じ
業
ぎょう

修
しゅう
了
りょう
見
み
込
こ
み者

しゃ
数
すう 20 ０ 20

[25] 自
じ
動
どう
車
しゃ
運
うん
転
てん
免
めん
許
きょ
取
しゅ
得
とく
・改
かい
造
ぞう
補
ほ
助
じょ
事
じ
業
ぎょう

   自
じ
動
どう
車
しゃ
運
うん
転
てん
免
めん
許
きょ
の取
しゅ
得
とく
及
およ
び自

じ
動
どう
車
しゃ
の改
かい
造
ぞう
に要
よう
する費

ひ
用
よう
の一
いち
部
ぶ
を助
じょ
成
せい
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

運
うん
転
てん
訓
くん
練
れん
 利用

りよう
人数
にんずう 18 18 18

改
かい
造
ぞう
補
ほ
助
じょ
 利用

りよう
人数
にんずう 44 44 44
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 地
ち
域
いき
生
せい
活
かつ
支
し
援
えん
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう
：[26]~ [28]                      

[26] 障
しょう
がい者

しゃ
Ｉ
あい
Ｃ
しー
Ｔ
てぃー
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
総合
そうごう
推進
すいしん
事業
じぎょう

  障
しょう
がいのある方

かた
の情
じょう
報
ほう
通
つう
信
しん
技
ぎ
術
じゅつ
の利

り
用
よう
機
き
会
かい
や活
かつ
用
よう
能
のう
力
りょく
の格
かく
差
さ
是
ぜ
正
せい
を図
はか
るた 

   めの総
そう
合
ごう
的
てき
なサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
提
てい
供
きょう
拠
きょ
点
てん
として、「札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい者

しゃ
Ｉ
あい
Ｃ
しー
Ｔ
てぃー
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
セ
せ
ン
ん

タ
た
ー
ー
」を設

せっ
置
ち
し、自

じ
立
りつ
と社
しゃ
会
かい
参
さん
加
か
を促
そく
進
しん
することを目

もく
的
てき
に、Ｉ

あい
Ｃ
しー
Ｔ
てぃー
に関
かん
する利

り
用
よう

相
そう
談
だん
や情
じょう
報
ほう
提
てい
供
きょう
、パ
ぱ
ソ
そ
コ
こ
ン
ん
講
こう
習
しゅう
、パ
ぱ
ソ
そ
コ
こ
ン
ん
ボ
ぼ
ラ
ら
ン
ん
テ
て
ィ
ぃ
ア
あ
の養

よう
成
せい
及
およ
び派

は
遣
けん
を行

おこな
い

ます。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

実
じっ
施
し
の有

う
無
む あり あり あり

[27] 障
しょう
がい者

しゃ
虐
ぎゃく
待
たい
防
ぼう
止
し
対
たい
策
さく
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう

    障
しょう
害
がい
者
しゃ
虐
ぎゃく
待
たい
防
ぼう
止
し
法
ほう
に基

もと
づき障

しょう
がい者

しゃ
虐
ぎゃく
待
たい
相
そう
談
だん
窓
まど
口
ぐち
を設置

せっち
するとともに、夜

や

間
かん
・休
きゅう
日
じつ
対
たい
応
おう
のための緊

きん
急
きゅう
窓
まど
口
ぐち
にて 24時

じ
間
かん
365日

にち
の通
つう
報
ほう
受
うけ
付
つけ
を行
おこな
います。また、

セ
せ
ミ
み
ナ
な
ー
ー
などの開

かい
催
さい
や啓
けい
発
はつ
リ
り
ー
ー
フ
ふ
レ
れ
ッ
っ
ト
と
配
はい
布
ふ
等
とう
、虐
ぎゃく
待
たい
防
ぼう
止
し
に関
かん
する普

ふ
及
きゅう
・啓
けい
発
はつ
に

より未
み
然
ぜん
防
ぼう
止
し
や早

そう
期
き
発
はっ
見
けん
に努

つと
めるとともに、関

かん
係
けい
機
き
関
かん
などとの情

じょう
報
ほう
共
きょう
有
ゆう
や連

れん
携
けい

強
きょう
化
か
を図
はか
ることで、迅

じん
速
そく
かつ適

てき
切
せつ
な支

し
援
えん
を可

か
能
のう
とする体

たい
制
せい
の整
せい
備
び
を進
すす
めます。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

虐
ぎゃく
待
たい
防
ぼう
止
し
の相
そう
談
だん
窓
まど
口
ぐち
の設
せっ
置
ち
箇
か
所
しょ
数
すう 31 31 31

[28] 特
とく
別
べつ
促
そく
進
しん
事
じ
業
ぎょう

① 施設
しせつ

入浴
にゅうよく

サービス
さ ー び す

事業
じぎょう

施設
しせつ
の入
にゅう
浴
よく
設備
せつび
を利用

りよう
して入

にゅう
浴
よく
の機会

きかい
を提
てい
供
きょう
し、身

しん
体
たい
に障
しょう
がいのある方

かた
の 

身
しん
体
たい
の清
せい
潔
けつ
の保

ほ
持
じ
、心
しん
身
しん
機
き
能
のう
の維

い
持
じ
などを図

はか
ります。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう 8 8 8

延
の
べ利用

りよう
人数
にんずう 418 418 418
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② 重
じゅう
度
ど
身
しん
体
たい
障
しょう
がい者

しゃ
寝具
しんぐ
洗濯
せんたく
乾燥
かんそう
事業
じぎょう

    寝
ね
たきりの重

じゅう
度
ど
の身
しん
体
たい
障
しょう
がいをお持

も
ちの方

かた
が自

じ
宅
たく
で使

し
用
よう
している寝

しん
具
ぐ
などの 

   洗
せん
濯
たく
乾
かん
燥
そう
を行
おこな
うことで、身

しん
体
たい
の清
せい
潔
けつ
の保

ほ
持
じ
、心
しん
身
しん
機
き
能
のう
の維

い
持
じ
などを図

はか
ります。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう 24 24 24

延
の
べ利用

りよう
人数
にんずう 36 36 36

③ 身
しん
体
たい
障
しょう
がい者

しゃ
あんしんコ

こ
ー
ー
ル
る
事
じ
業
ぎょう

   ボ
ぼ
タ
た
ン
ん
を押

お
すだけで受

じゅ
信
しん
セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー
につながる通

つう
報
ほう
機
き
器
き
を自

じ
宅
たく
に設
せっ
置
ち
し、健

けん
康
こう
な 

  どの相
そう
談
だん
に 24時

じ
間
かん
対
たい
応
おう
するほか、受

じゅ
信
しん
セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー
から定

てい
期
き
的
てき
な連
れん
絡
らく
（月

つき
１回
かい
程
てい
度
ど
） 

  を行
おこな
うことで安

あん
否
ぴ
を確
かく
認
にん
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

利用
りよう
人数
にんずう 56 56 56
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11 その他
た
の社会
しゃかい
参加
さ ん か
に係
かか
る支援

し え ん

 障
しょう
がいのある方

かた
の社会
しゃかい
参加
さんか
において就労

しゅうろう
は重要

じゅうよう
な要素

ようそ
のひとつであり、障

しょう
が

いのある方
かた
の雇用

こよう
促進
そくしん
や職場
しょくば

定着
ていちゃく

に向
む
けた支援

しえん
が必要
ひつよう
です。 

 また、障
しょう
がいのある方

かた
の地域

ちいき
における社会

しゃかい
参加
さんか
を促
そく
進
しん
するためには、多

た
様
よう
なニ

に
ー
ー

ズ
ず
を踏

ふ
まえた支

し
援
えん
が必
ひつ
要
よう
です。障

しょう
がいのある方

かた
が、文化

ぶんか
芸術
げいじゅつ

を鑑
かん
賞
しょう
する機会

きかい
また

は創
そう
造
ぞう
や発
はっ
表
ぴょう
などの多

た
様
よう
な活動
かつどう
に参
さん
加
か
する機

き
会
かい
を創
そう
出
しゅつ
したり、視覚

しかく
などに障

しょう
がい

のある方
かた
の読
どく
書
しょ
環
かん
境
きょう
の整備

せいび
・充実
じゅうじつ

を図
はか
ります。 

■障
しょう
がい者

しゃ
就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ
相談
そうだん
支援
し え ん
事業
じぎょう

  障
しょう
がいのある方

かた
の雇用

こよう
の促進

そくしん
と就労
しゅうろう

の安定
あんてい

を図
はか
るため、就 業

しゅうぎょう
や日常
にちじょう

生
せい
活
かつ
の

支
し
援
えん
を行
おこな
うとともに、ハローワーク

は ろ ー わ ー く
等
とう
の関係
かんけい
機関
きかん
と連携
れんけい
して「ジ

じ
ョ
ょ
ブ
ぶ
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
タ
た
ー
ー
」

や支援員
しえんいん

による雇用
こよう
促進
そくしん
・職場
しょくば

定着
ていちゃく

支援
しえん
を図
はか
ります。

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

相談
そうだん
件数
けんすう 29,500 29,500 29,500

就
しゅう
職
しょく
に結
むす
びついた人

にん
数
ずう 140 140 140

■創
そう
造
ぞう
の機

き
会
かい
の拡
かく
大
だい

各種
かくしゅ

教養
きょうよう

・文
ぶん
化
か
活
かつ
動
どう
を札幌市

さっぽろし
身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし
センター
せ ん た ー

において実施
じっし
するととも

に、新
あら
たに障

しょう
がいのある方

かた
のための参

さん
加
か
型
がた
の音
おん
楽
がく
ワ
わ
ー
ー
ク
く
シ
し
ョ
ょ
ッ
っ
プ
ぷ
を実
じっ
施
し
します。

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

教
きょう
養
よう
講
こう
習
しゅう
会
かい
 延

の
べ参加

さんか
人数
にんずう 3,408 3,408 3,408

障
しょう
がい者

しゃ
向
む
け文

ぶん
化
か
芸
げい
術
じゅつ
体
たい
験
けん
事
じ
業
ぎょう
 参加

さんか
人数
にんずう ― 15 15
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■作品
さくひん

等
と う

の発表
はっぴょう

の機会
き か い

の確保
か く ほ

障
しょう
がい者

しゃ
週
しゅう
間
かん
記念
きねん
事業
じぎょう
の一環
いっかん
として実施

じっし
する楽

がく
芸会
げいかい
（障
しょう
がい者

しゃ
の文
ぶん
化
か
芸
げい
術
じゅつ
の

発
はっ
表
ぴょう
会
かい
）などの開催

かいさい
を通
つう
じて、作品

さくひん
等
とう
の発表
はっぴょう

・鑑賞
かんしょう

の機会
きかい
を提
てい
供
きょう
します。 

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

実
じっ
施
し
回
かい
数
すう 5 5 5

■視覚
し か く
等
とう
に障
しょう
がいのある方

かた
の読
どく
書
しょ
環
かん
境
きょう
の整備

せ い び

視覚
しかく
等
とう
に 障

しょう
がいのある方

かた
に 情報

じょうほう
提供
ていきょう

を 行
おこな
うイ

い
ン
ん
タ
た
ー
ー
ネ
ね
ッ
っ
ト
と
を利用

りよう
した  

図書館
としょかん

（サピエ
さ ぴ え

）の活用
かつよう
など、読書

どくしょ
環境
かんきょう

の整備
せいび
を図
はか
ります。

単位
たんい

2021年度
ねんど

2022年度
ねんど

2023年度
ねんど

視
し
覚
かく
障
しょう
害
がい
者
しゃ
情
じょう
報
ほう
総
そう
合
ごう
ネ
ね
ッ
っ
ト
と
ワ
わ
ー
ー
ク
く
（サ

さ
ピ
ぴ
エ
え
）  登

とう
録
ろく
人
にん
数
ずう 304 313 322

電子
でんし
図書館
としょかん

 貸
かし
出
だし
冊
さっ
数
すう 52,000 52,000 52,000
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12 サービス
さ ー び す

見込量
みこみりょう

等
とう
確保
か く ほ
のための主

おも
な方策
ほうさく

障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
については、国

くに
の基本

きほん
指針
ししん
などの内容

ないよう
も踏

ふ
まえたうえで、

以下
い か
の視点

してん
に立

た
って、必要

ひつよう
なサービス

さ ー び す
等
とう
を提供

ていきょう
できるようサービス

さ ー び す
基盤
きばん
を整備

せいび
する

とともに、質
しつ
の向上
こうじょう

に努
つと
めます。 

◆ 障
しょう
がい種別

しゅべつ
にかかわらず、障

しょう
がい特性

とくせい
に応

おう
じた質

しつ
の高

たか
いサービス

さ ー び す
を提供

ていきょう
する

ため、事業所
じぎょうしょ

の人材
じんざい
確保
かくほ
や定着
ていちゃく

等
とう
の支援

しえん
により、引

ひ
き続
つづ
きサ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
基盤
きばん
の整備

せいび
に

努
つと
めます。 

◆ それぞれのニーズ
に ー ず

に応
おう
じたきめ細

こま
かな支援

しえん
を提供
ていきょう

するため、先駆的
せんくてき

な取組
とりくみ
の調
ちょう

査
さ
・研究
けんきゅう

をし、事
じ
業者
ぎょうしゃ

への周知
しゅうち
・働
はたら
きかけを行

おこな
います。 

◆ 円滑
えんかつ

なサービス
さ ー び す

提供
ていきょう

を確保
かくほ
するため、事

じ
業者
ぎょうしゃ

への必要
ひつよう

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

や事
じ
業
ぎょう
者
しゃ

間
かん
の連携
れんけい
の強化
きょうか
を図
はか
ります。 

◆ サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

に係
かか
る技術的

ぎじゅつてき
な支援

しえん
や質

しつ
の向上

こうじょう
を図

はか
ることを目的

もくてき
とした研修

けんしゅう
を 

実施
じっし
します。 

◆ 地域
ちいき
での居住

きょじゅう
の場

ば
となるグループホーム

ぐ る ー ぷ ほ ー む
（共同
きょうどう

生活
せいかつ
援助
えんじょ
）について、事

じ
業者
ぎょうしゃ

と

協働
きょうどう

し、設置
せっち
を推
すい
進
しん
します。 

◆ 地域
ちいき
での自立

じりつ
した生活

せいかつ
を支
ささ
えるため、相談

そうだん
支援
しえん
事業
じぎょう
、意思

い し
疎通
そつう
支援
しえん
事業
じぎょう
、日常
にちじょう

生
せい

活
かつ
用
よう
具
ぐ
給
きゅう
付
ふ
事
じ
業
ぎょう
など、地域

ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
事業
じぎょう
の多彩

たさい
なメニュー

め に ゅ ー
を引

ひ
き続
つづ
き実施

じっし
しま

す。
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第
だい
５章
しょう
 計画
けいかく
の推進
すいしん
体制
たいせい

１ ＰＤＣＡ
ぴーでぃーしーえー

サイクル
さ い く る

について
 ＰＤＣＡ

ぴーでぃーしーえー
サイクル
さ い く る

とは、業務
ぎょうむ

の改善
かいぜん

などに広
ひろ
く活用

かつよう
されているマネジメント

ま ね じ め ん と
手法
しゅほう

で、「計画
けいかく
（Ｐｌａｎ

ぷ ら ん
）」「実行

じっこう
（Ｄｏ

どぅー
）」「評価

ひょうか
（Ｃｈｅｃｋ

ち ぇ っ く
）」「改善

かいぜん
（Ａｃｔ

あ く と
）」の順

じゅん

に実施
じっし
していくものです。 

 本計画
ほんけいかく

についても、このＰＤＣＡ
ぴーでぃしーえー

サイクル
さ い く る

により、評価
ひょうか
・見

み
直
なお
しを行

おこな
います。 

２ ＰＤＣＡ
ぴーでぃーしーえー

サイクル
さ い く る

の実施
じ っ し

（１）計画
けいかく
（Ｐｌａｎ

ぷ ら ん
）

 国
くに
の計画
けいかく
や基本

きほん
指針
ししん
等
とう
に基
もと
づき、障

しょう
がいのある方

かた
や、関係者

かんけいしゃ
、市民
しみん
のご意

い
見
けん
をお聴

き

きしながら、本
ほん
計
けい
画
かく
を策
さく
定
てい
します。 

（２）実行
じっこう
（Ｄｏ

ど ぅ ー
）

 作成
さくせい
した計画

けいかく
を、障

しょう
がいのある方

かた
も含
ふく
め、広

ひろ
く市民

しみん
に周知
しゅうち
するとともに、関係

かんけい
部局
ぶきょく

とも連携
れんけい
しながら、目標

もくひょう
などの達成

たっせい
に向

む
けて施策

しさく
を推進
すいしん
します。 

（３）評価
ひょうか
（Ｃｈｅｃｋ

ち ぇ っ く
）

 本計画
ほんけいかく

に基
もと
づき施策

しさく
の実績

じっせき
や達成

たっせい
状 況
じょうきょう

等
とう
について、札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
推進審
すいしんしん

議会
ぎかい
、札幌市

さっぽろし
自立
じりつ
支援協
しえんきょう

議会
ぎかい
、札幌市

さっぽろし
精神
せいしん
保健
ほけん
福祉審
ふくししん

議会
ぎかい
等
とう
の関係

かんけい
機関
きかん
に報告

ほうこく
し、

中間
ちゅうかん

評価
ひょうか
を行
おこな
います。 

（４）改善
かいぜん
（Ａｃｔ

あ く と
）

 中 間
ちゅうかん

評価
ひょうか

の結
けっ
果
か
などを受

う
け、関係

かんけい
機関
きかん
の意見

いけん
なども踏

ふ
まえながら、必要

ひつよう
に応

おう
じ、

施策
しさく
の見

み
直
なお
しや新規

しんき
施策
しさく
の追加

ついか
など、計画

けいかく
の見

み
直
なお
しを行

おこな
います。 
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【図
ず
５】ＰＤＣＡ

ぴーでぃーしーえー
サイクル
さ い く る

のイメージ
い め ー じ

必 要
ひつよう

に応
おう
じプラン
ぷ ら ん

の見直
みなお

し 

プラン
ぷらん

に基
もと
づく施策

しさく
の 

実施状況等の評価
じっしじょうきょうとう  ひょうか

プラン
ぷ ら ん

に基
もと
づく施策

しさく
の推 進
すいしん

プラン
ぷ ら ん

の策 定
さくてい

計画
けいかく

（Plan
ぷらん

）

実行
じっこう

（Do
どぅ
）

評価
ひょうか

（Check
ちぇっく

）

改 善
かいぜん

（A c t
あくと

）

札幌市障がい者施策推進審議会
さっぽろししょう    しゃしさくすいしんしんぎかい

札幌市
さっぽろし

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

札幌市
さっぽろし

精 神
せいしん

保健
ほけん

福祉審
ふくししん

議会
ぎかい

 等
とう
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第
だい
６章
しょう
 資料編
しりょうへん

１ 検討
けんとう
体制
たいせい

 市
し
役所
やくしょ
内部
ないぶ
での検討

けんとう
のほか、障

しょう
がい当事者

とうじしゃ
や家族

かぞく
の方
かた
、障
しょう
がい者

しゃ
団体
だんたい
の方
かた
、有識者
ゆうしきしゃ

等
とう
で構成
こうせい
する札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
推進審
すいしんしん

議会
ぎかい
「計画
けいかく
検討
けんとう
部会
ぶかい
」を設置

せっち
し、さまざまな

意見
いけん
を伺
うかが
ってきました。 

 また、札幌市
さっぽろし

自立
じりつ
支援協
しえんきょう

議会
ぎかい
等
とう
の附属

ふぞく
機関
きかん
からも意見

いけん
を伺
うかが
ってきました。 

２ 令和元
れいわがん

年度
ね ん ど
札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい児者

じ し ゃ
実態
じったい
等
とう
調査
ちょうさ

 計画
けいかく
の策定
さくてい
や障
しょう
がい福祉

ふくし
施策
しさく
の検討
けんとう
のための基礎

き そ
資料
しりょう
とすることを目的

もくてき
に、障

しょう
が

い児
じ
・者

しゃ
の生活

せいかつ
や活動

かつどう
状 況
じょうきょう

、 障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の利用

りよう
状 況
じょうきょう

等
とう
について、

アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ
及
およ
びヒアリング

ひ あ り ん ぐ
調査
ちょうさ
等
とう
を実施

じっし
しました。 

 調査
ちょうさ
の結果

けっか
については、別途

べっと
、報告書
ほうこくしょ

としてまとめました。 

 実施
じっし
期間
きかん
：2019年

ねん
（令和

れいわ
元年
がんねん
）10月

がつ
21日

にち
から 11月

がつ
11日

にち
まで 

 ※一部
いちぶ
調査
ちょうさ
は 12月

がつ
31日

にち
まで 

３ 市民
し み ん
意見
い け ん
募集
ぼしゅう

 本計画
ほんけいかく

の策定
さくてい

にあたり、計画
けいかく
概要
がいよう

について、広
ひろ
く市民

しみん
を対象
たいしょう

に意見
いけん
募集
ぼしゅう

を実施
じっし
し

ました。

 ２名
めい
の方
かた
と１団

だん
体
たい
から、22件

けん
のご意

い
見
けん
をいただきました。 

 実施
じっし
期
き
間
かん
：2020年

ねん
（令
れい
和
わ
２年
ねん
）７月

がつ
３日
にち
から７月

がつ
26日

にち
まで 
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【参考
さんこう
１】 会議

か い ぎ
等
とう
における検討

けんとう
の経過

け い か

2019年
ねん

9月
がつ
●札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
推進審
すいしんしん

議会
ぎかい

実態
じったい
調査
ちょうさ
実施
じっし
概要
がいよう
などについて審議

しんぎ

11月
がつ
●札幌市

さっぽろし
自立
じりつ
支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

実態
じったい
調査
ちょうさ
実施
じっし
概要
がいよう
などについて報告

ほうこく

●札幌市
さっぽろし

精神
せいしん
保健
ほけん
福祉審
ふくししん

議会
ぎかい

実態
じったい
調査
ちょうさ
実施
じっし
概要
がいよう
などについて報告

ほうこく

2020年
ねん

3月
がつ
●札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
推進審
すいしんしん

議会
ぎかい

改定
かいてい
方針
ほうしん
、スケジュール

す け じ ゅ ー る
、計画
けいかく
検討
けんとう
部会
ぶかい
設置
せっち
等
とう
について審議

しんぎ

5月
がつ
●札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
推進審
すいしんしん

議会
ぎかい

改定
かいてい
方針
ほうしん
の変更
へんこう
について審議

しんぎ

6月
がつ
●札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
推進審
すいしんしん

議会
ぎかい
計画
けいかく
検討
けんとう
部会
ぶかい
（第
だい
１回
かい
） 

会長
かいちょう

・副部
ふくぶ

会長
かいちょう

選出
せんしゅつ

、会議
かいぎ
の公開
こうかい
非公開
ひこうかい

について審議
しんぎ

障
しょう
がい児者

じしゃ
実態
じったい
等
とう
調査
ちょうさ
結果
けっか
、国
くに
の基本

きほん
指針
ししん
の見

み
直
なお
し、障

しょう
がい者

しゃ

手帳
てちょう
所持者
しょじしゃ

数等
すうとう
の状 況
じょうきょう

などについて報告
ほうこく

7月
がつ
●市民

しみん
意見
いけん
募集
ぼしゅう

●札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
推進審
すいしんしん

議会
ぎかい
計画
けいかく
検討
けんとう
部会
ぶかい
（第
だい
２回
かい
） 

成果
せいか

目標
もくひょう

（案
あん
）について審議

しんぎ

市
し
民
みん
意
い
見
けん
募
ぼ
集
しゅう
、第
だい
１回
かい
計
けい
画
かく
検
けん
討
とう
部
ぶ
会
かい
について報

ほう
告
こく

9月
がつ
●札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
推進審
すいしんしん

議会
ぎかい
計画
けいかく
検討
けんとう
部会
ぶかい
（第
だい
３回
かい
） 

サービス
さ ー び す

見
み
込
こみ
量
りょう
（案
あん
）、計画

けいかく
素案
そあん
について審議

しんぎ

市民
しみん
意見
いけん
募集
ぼしゅう
結果
けっか
、第
だい
２回
かい
計画
けいかく
検討
けんとう
部会
ぶかい
について報告

ほうこく

10月
がつ
●札幌市

さっぽろし
精神
せいしん
保健
ほけん
福祉審
ふくししん

議会
ぎかい

 計画
けいかく
素案
そあん
について報告

ほうこく

●札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
推進審
すいしんしん

議会
ぎかい
計画
けいかく
検討
けんとう
部会
ぶかい
（第
だい
４回
かい
） 

計画
けいかく
素案
そあん
について審議

しんぎ

第
だい
３回
かい
計画
けいかく
検討
けんとう
部会
ぶかい
について報告

ほうこく
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●札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
推進審
すいしんしん

議会
ぎかい

 計画
けいかく
素案
そあん
について審議

しんぎ

●保健
ほけん
福祉
ふくし
施策
しさく
総合
そうごう
推進
すいしん
本部障
ほんぶしょう

がい者
しゃ
保健
ほけん
福祉
ふくし
部会
ぶかい
【庁内
ちょうない

会議
かいぎ
】

 計画
けいかく
素案
そあん
について検討

けんとう

11月
がつ
●保健

ほけん
福祉
ふくし
施策
しさく
総合
そうごう
推進
すいしん
本部
ほんぶ
・企画

きかく
調整
ちょうせい

会議
かいぎ
【庁内
ちょうない

会議
かいぎ
】 

 計画
けいかく
素案
そあん
について検討

けんとう
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【参考
さんこう
２】 札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい者

しゃ
施策
し さ く
推進審
すいしんしん

議会
ぎ か い
 委員

い い ん
名簿
め い ぼ

氏名
し め い

所属
しょぞく
団体
だんたい
等
とう

旦尾
あさお
 真澄

ますみ
公益
こうえき

社団
しゃだん

法人
ほうじん

成年
せいねん

後見
こうけん

センター
せ ん た ー

・リーガルサポート
り ー が る さ ぽ ー と

札幌
さっぽろ

支部
し ぶ
 幹事

か ん じ

浅香
あさか
 博文
ひろふみ
 公益

こうえき
社団
しゃだん
法人
ほうじん
札幌市
さっぽろし

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

協会
きょうかい

会長
かいちょう

安達
あだち
 亮
りょう
介
すけ
 社会

しゃかい
福祉
ふくし
法人
ほうじん
札幌市
さっぽろし

社会
しゃかい
福祉協
ふくしきょう

議会
ぎかい
 事務局

じむきょく
副 局 長
ふくきょくちょう

石山
いしやま
 貴
たか
博
ひろ
 札幌市

さっぽろし
精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

回復者
かいふくしゃ

クラブ
く ら ぶ

連合会
れんごうかい

副会長
ふくかいちょう

市川
いちかわ
 淳二
じゅんじ
 北海道

ほっかいどう
立
りつ
心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう
相談所
そうだんじょ

所長
しょちょう

加藤
かとう
 法子

のりこ
 社会

しゃかい
福祉
ふくし
法人
ほうじん
楡
にれ
の会
かい
 総合
そうごう
施設
しせつ

長
ちょう

小木
こ ぎ
 基
もとい
 札幌

さっぽろ
公共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定所
あんていじょ

 統括
とうかつ

職 業
しょくぎょう

指導官
しどうかん

小山
こやま
 学
まなぶ
 市立

しりつ
札幌
さっぽろ
豊明
ほうめい
高等
こうとう
支援
しえん
学校
がっこう

校長
こうちょう

近藤
こんどう
 久
ひさ
江
え
 公益

こうえき
社団
しゃだん
法人
ほうじん
札幌市
さっぽろし

視覚
しかく
障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

協会
きょうかい

会長
かいちょう

菅原
すがわら
 悦子

えつこ
 特定

とくてい
非営利
ひ え い り

活動
かつどう
法人
ほうじん
札幌市
さっぽろし

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

家族
かぞく
連合会
れんごうかい

会長
かいちょう

高柳
たかやなぎ

 司
つかさ
 札幌市

さっぽろし
民生
みんせい
児童
じどう
委員協
いいんきょう

議会
ぎかい
 理事

り じ

長江
ながえ
 睦子

ちかこ
 一般

いっぱん
社団
しゃだん
法人
ほうじん
札幌市
さっぽろし

手
て
をつなぐ育成会

いくせいかい
会長
かいちょう

花田
はなだ
 裕
ひろ
芳
よし
 一般

いっぱん
社団
しゃだん
法人
ほうじん
札幌市中途失聴
さっぽろしちゅうとしっちょう

・難聴者
なんちょうしゃ

協会
きょうかい

会長
かいちょう

増田
ますだ
 靖子

やすこ
 一般

いっぱん
財団
ざいだん
法人
ほうじん
北海道
ほっかいどう

難病連
なんびょうれん

 代表
だいひょう

理事
り じ

森本
もりもと
 千尋

ちひろ
 社

しゃ
会
かい
福
ふく
祉
し
法
ほう
人
じん
朔
さく
風
ふう
 常務
じょうむ
理事
り じ

安井
やすい
 友
とも
康
やす

国立
こくりつ

大学
だいがく

法人
ほうじん

北海道
ほっかいどう

教育
きょういく

大学
だいがく

札幌校
さっぽろこう

 特別
とくべつ

支援
しえ ん

教育
きょういく

専攻
せんこう

（障害
しょうがい

福祉
ふく し

研究室
けんきゅうしつ

） 教授
きょうじゅ

柳川
やながわ
 久美子

く み こ
一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

北海道
ほっかいどう

中 小
ちゅうしょう

企業家
きぎょうか

同友会
どうゆうかい

札幌
さっぽろ

支部
し ぶ
インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

委員会
いいんかい

副委員長
ふくいいんちょう

山内
やまうち
 まゆみ 社会

しゃかい
福祉
ふくし
法人
ほうじん
札幌
さっぽろ
肢体
したい
不自由
ふ じ ゆ う

福祉会
ふくしかい

理事長
りじちょう

（敬称
けいしょう

略
りゃく
・五十音
ごじゅうおん

順
じゅん
）
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【参考
さんこう
３】 札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい者

しゃ
施策
し さ く
推進審
すいしんしん

議会
ぎ か い
計画
けいかく
検討
けんとう
部会
ぶ か い
 委員

い い ん
名簿
め い ぼ

氏名
し め い

所属
しょぞく
団体
だんたい
等
とう

浅香
あさか
 博文
ひろふみ
 公益

こうえき
社団
しゃだん
法人
ほうじん
札幌市
さっぽろし

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

協会
きょうかい

会長
かいちょう

荒川
あらかわ
 倫代

みちよ
 相談

そうだん
支援
しえん
事業所
じぎょうしょ

ノック
の っ く

所長
しょちょう

石山
いしやま
 貴
たか
博
ひろ
 札幌市

さっぽろし
精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

回復者
かいふくしゃ

クラブ
く ら ぶ

連合会
れんごうかい

副会長
ふくかいちょう

北川
きたがわ
 聡子

さとこ
 社会

しゃかい
福祉
ふくし
法人
ほうじん
麦
むぎ
の子会

こかい
 総合
そうごう
施設
しせつ

長
ちょう

菅原
すがわら
 悦子

えつこ
 特定

とくてい
非営利
ひ え い り

活動
かつどう
法人
ほうじん
札幌市
さっぽろし

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

家族
かぞく
連合会
れんごうかい

会長
かいちょう

重泉
しげいずみ

 敏
とし
聖
まさ
 就 業

しゅうぎょう
・生活
せいかつ
応援
おうえん
プラザ
ぷ ら ざ

とねっと センター
せ ん た ー

長
ちょう

永井
ながい
 順子
じゅんこ
 北星

ほくせい
学園
がくえん
大学
だいがく
社会
しゃかい
福祉
ふくし
学部
がくぶ
 教授
きょうじゅ

長江
ながえ
 睦子

ちかこ
 一般

いっぱん
社団
しゃだん
法人
ほうじん
札幌市
さっぽろし

手
て
をつなぐ育成会

いくせいかい
会長
かいちょう

長田
ながた
 じゅん子

こ 特定
とくてい
非営利
ひ え い り

活動
かつどう
法人
ほうじん
北海道
ほっかいどう

学習
がくしゅう

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ
親
おや
の会
かい
クローバー
く ろ ー ば ー

事務
じ む
局 長
きょくちょう

原田
はらだ
 千代子

ち よ こ
 札幌

さっぽろ
みんなの会

かい
 事務

じ む
局 長
きょくちょう

増田
ますだ
 靖子

やすこ
 一般

いっぱん
財団
ざいだん
法人
ほうじん
北海道
ほっかいどう

難病連
なんびょうれん

 代表
だいひょう

理事
り じ

（敬称
けいしょう

略
りゃく
・五十音
ごじゅうおん

順
じゅん
）  
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４ パ
ぱ
ブ
ぶ
リ
り
ッ
っ
ク
く
コ
こ
メ
め
ン
ん
ト
と
で寄

よ
せられた意

い
見
けん

 計画
けいかく
案
あん
について、2020年

ねん
●●月

がつ
●●日

にち
から 2021年

ねん
●●月

がつ
●●日

にち
までの 間

あいだ
、

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

を実施
じっし
し、市民

しみん
のみなさまからたくさんのご意見

いけん
をいただきまし

た。 

（１）意見
い け ん
提出者
ていしゅつしゃ

・件数
けんすう

●●人、●●件

（２）寄
よ
せられた主

おも
な意

い
見
けん
の概
がい
要
よう
と市

し
の考
かんが
え方
かた

５ 計
けい
画
かく
案
あん
からの修

しゅう
正
せい
点
てん

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

実施後
じ っ し ご

に記載
き さ い
します。 

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

実施後
じ っ し ご

に記載
き さ い
します。 
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６ 障
しょう
がい児

じ
・者数
しゃすう

（１）身体障
しんたいしょう

がい・知的
ち て き

障
しょう
がい、精神障

せいしんしょう
がい 

（単位
たんい
：人
にん
／ ％
ぱーせんと

） 

人口
じんこう 身体障

しんたいしょう
がい 知的

ちてき
障
しょう
がい 精神障

せいしんしょう
がい 

手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

対人口比
たいじんこうひ

手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

対人口比
たいじんこうひ

手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

対人口比
たいじんこうひ

中央
ちゅうおう 238,443 8,920 3.7 1,552 0.6 3,545 1.5

北
きた 285,455 12,281 4.3 2,827 1.0 4,075 1.4

東
ひがし 262,020 11,728 4.5 3,095 1.2 4,094 1.6

白石
しろいし 213,545 9,299 4.4 2,372 1.1 3,799 1.8

厚別
あつべつ 127,058 5,786 4.6 1,315 1.0 1,875 1.5

豊平
とよひら 223,791 8,776 3.9 1,995 0.9 3,337 1.5

清田
きよた 113,093 4,557 4.0 1,041 0.9 1,177 1.0

南
みなみ 136,090 6,842 5.0 1,473 1.1 2,050 1.5

西
にし 217,140 9,164 4.2 2,233 1.0 3,178 1.5

手稲
ていね 141,773 6,427 4.5 1,513 1.1 1,765 1.2

総数
そうすう 1,958,408 83,780 4.3 19,416 1.0 28,895 1.5

 ※人口
じんこう
：2020年

ねん
４月
がつ
１日
にち
現在
げんざい

 ※手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

：2019年度
ねんど
末
まつ
現在
げんざい
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（２）身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

（障
しょう
がい等

とう
級別
きゅうべつ

） 
（単位

たんい
：人
にん
／ ％
ぱーせんと

） 

2017年
ねん

2018年
ねん

2019年
ねん

人数
にんずう

構成比
こうせいひ

人数
にんずう

構成比
こうせいひ

人数
にんずう

構成比
こうせいひ

１級
きゅう 29,523 35.3 29,541 35.4 29,733 35.5

２級
きゅう 13,205 15.8 13,150 15.7 13,067 15.6

３級
きゅう 12,120 14.5 12,262 14.7 12,352 14.7

４級
きゅう 20,095 24.0 19,858 23.8 19,861 23.7

５級
きゅう 4,800 5.7 4,827 5.8 4,850 5.8

６級
きゅう 3,842 4.7 3,896 4.6 3,917 4.7

合計
ごうけい 83,585 100.0 83,534 100.0 83,780 100.0

   ※各
かく
年度
ねんど
末
まつ
現在
げんざい
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（３）身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

（障
しょう
がい状 況

じょうきょう
別
べつ
） 

（単位
たんい
：人
にん
） 

2017年
ねん

2018年
ねん

2019年
ねん

人数
にんずう

人数
にんずう

人数
にんずう

視覚障
しかくしょう

がい 4,394 4,402 4,439

聴覚
ちょうかく

・平
へい
衡
こう
機能
きのう

障
しょう
がい 5,263 5,269 5,296

聴覚
ちょうかく 5,194 5,204 5,234

平衡
へいこう
機能
きのう 69 65 62

音声
おんせい
・言語

げんご
・そしゃく機能

きのう
障
しょう
がい 832 860 863

肢体
したい
不自由
ふ じ ゆ う 47,494 46,710 46,093

上肢
じょうし 15,471 15,341 15,210

下肢
か し 26,740 26,277 25,895

体
たい
幹
かん 4,949 4,761 4,666

乳幼児期
にゅうようじき

以前
いぜん
の非進行性

ひしんこうせい
の脳

のう
病変
びょうへん

によ

る運動
うんどう
機能
きのう 334 331 322

上肢
じょうし
機能
きのう 189 186 182

下肢
か し
機能
きのう 145 145 140

内部
ないぶ
機
き
能
のう
障
しょう
がい 25,602 26,273 27,089

心臓
しんぞう
機能
きのう 14,612 15,027 15,501

じん臓
ぞう
機能
きのう 5,998 6,212 6,435

呼吸器
こきゅうき

機能
きのう 1,271 1,233 1,177

ぼうこう・直 腸
ちょくちょう

機能
きのう 3,161 3,266 3,350

小 腸
しょうちょう

機能
きのう 141 141 136

免疫
めんえき
機能
きのう 226 262 320

肝臓
かんぞう
機能
きのう 157 172 170

   ※各
かく
年度
ねんど
末
まつ
現在
げんざい
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（４）療育
りょういく

手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

（単位
たんい
：人
にん
／ ％
ぱーせんと

） 

2017年
ねん

2018年
ねん

2019年
ねん

人数
にんずう

構成比
こうせいひ

人数
にんずう

構成比
こうせいひ

人数
にんずう

構成比
こうせいひ

Ａ
えー
（重度
じゅうど
） 5,870 32.5 5,974 31.9 6,083 31.3

Ｂ
びー
（中度
ちゅうど
） 3,943 21.9 4,032 21.5 4,108 21.2

Ｂ―
びーばー
（軽度

けいど
） 8,228 45.6 8,716 46.6 9,225 47.5

合計
ごうけい 18,041 100.0 18,722 100.0 19,416 100.0

   ※各
かく
年度
ねんど
末
まつ
現在
げんざい

（５）精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん
福祉
ふ く し
手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

（単位
たんい
：人
にん
／ ％
ぱーせんと

） 

2017年
ねん

2018年
ねん

2019年
ねん

人数
にんずう

構成比
こうせいひ

人数
にんずう

構成比
こうせいひ

人数
にんずう

構成比
こうせいひ

１級
きゅう 1,362 5.2 1,397 5.2 1,460 5.1

２級
きゅう 13,500 51.9 13,981 51.1 14,484 50.1

３級
きゅう 11,164 42.9 11,960 43.7 12,951 44.8

合計
ごうけい 26,026 100.0 27,338 100.0 28,895 100.0

   ※各
かく
年度
ねんど
末
まつ
現在
げんざい
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７ 事業所数
じぎょうしょすう

（指
し
定
てい
障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
事
じ
業
ぎょう
所
しょ
等
とう
）

（１）訪問
ほうもん
系
けい
サービス
さ ー び す

2018年
ねん

2019年
ねん

2020年
ねん

居宅
きょたく
介護
かいご 541 524 525

重度
じゅうど
訪問
ほうもん
介護
かいご 533 507 504

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう
包括
ほうかつ
支援
しえん 2 1 1

行動
こうどう
援護
えんご 120 118 118

同行
どうこう
援護
えんご 264 246 225

（参考
さんこう
）移動

いどう
支援
しえん 454 438 417

 ※各
かく
年
ねん
４月
がつ
１日
にち
現
げん
在
ざい

（２）日中
にっちゅう

活動
かつどう
系
けい
サービス
さ ー び す

2018年
ねん

2019年
ねん

2020年
ねん

療養
りょうよう

介護
かいご 事業所数

じぎょうしょすう 2 2 2

定員
ていいん 344 344 344

生活
せいかつ
介護
かいご 事業所数

じぎょうしょすう 135 147 166

定員
ていいん 3,940 4,128 4,419

自立
じりつ
訓練
くんれん
（機能

きのう
訓練
くんれん
） 

事業所数
じぎょうしょすう 0 2 9

定員
ていいん 0 34 180

自立
じりつ
訓練
くんれん
（生活
せいかつ
訓練
くんれん
） 

事業所数
じぎょうしょすう 27 28 35

定員
ていいん 296 336 448

宿泊型
しゅくはくがた

自立
じりつ
訓練
くんれん 事業所数

じぎょうしょすう 6 7 7

定員
ていいん 94 111 109

就労
しゅうろう

移行
いこう
支援
しえん 事業所数

じぎょうしょすう 82 83 78

定員
ていいん 968 1,007 1,016
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2018年
ねん

2019年
ねん

2020年
ねん

就
しゅう
労
ろう
継
けい
続
ぞく
支
し
援
えん
（Ａ
えー
型
がた
） 

事業所数
じぎょうしょすう 119 117 113

定員
ていいん 2,196 2,131 2,122

就労
しゅうろう

継続
けいぞく
支援
しえん
（Ｂ
びー
型
がた
） 

事業所数
じぎょうしょすう 327 353 389

定員
ていいん 6,357 6,924 7,606

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん
 事業所数

じぎょうしょすう 9 34 40

短期
たんき

入所
にゅうしょ 事業所数

じぎょうしょすう 83 91 104

定員
ていいん 307 321 333

（参考
さんこう
） 

日中
にっちゅう

一時
いちじ
支援
しえん

事業所数
じぎょうしょすう 61 63 60

定員
ていいん 578 570 578

（参考
さんこう
） 

地域
ちいき
活動
かつどう
支援
しえん
センター
せ ん た ー

事業所数
じぎょうしょすう 46 47 42

定員
ていいん 759 718 669

  ※各
かく
年
ねん
４月
がつ
１日
にち
現
げん
在
ざい

（３）居住
きょじゅう

系
けい
サービス
さ ー び す

2018年
ねん

2019年
ねん

2020年
ねん

自立
じりつ
生活
せいかつ
援助
えんじょ
 事業所数

じぎょうしょすう - 2 2

共同
きょうどう

生活
せいかつ
援助
えんじょ 事業所数

じぎょうしょすう 179 207 241

定員
ていいん 3,165 3,565 4,019

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん 事業所数

じぎょうしょすう 30 30 30

定員
ていいん 1,431 1,431 1,431

  ※各
かく
年
ねん
４月
がつ
１日
にち
現
げん
在
ざい
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（４）相談
そうだん
系
けい
サービス
さ ー び す

2018年
ねん

2019年
ねん

2020年
ねん

計画
けいかく
相談
そうだん
支援
しえん
 事業所数

じぎょうしょすう 112 126 136

地域
ちいき
移行
いこう
支援
しえん
 事業所数

じぎょうしょすう 67 76 80

地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん
 事業所数

じぎょうしょすう 67 76 80

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん
支援
しえん
事業
じぎょう
 事業所数

じぎょうしょすう 82 92 102

  ※各
かく
年
ねん
４月
がつ
１日
にち
現
げん
在
ざい

（５）障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん
サービス
さ ー び す

  ※各
かく
年
ねん
４月
がつ
１日
にち
現
げん
在
ざい

2018年
ねん

2019年
ねん

2020年
ねん

児童
じどう
発達
はったつ
支援
しえん 事業所数

じぎょうしょすう 346 380 431

定員
ていいん 3,832 4,423 4,771

福祉型
ふくしがた

児童
じどう
発達
はったつ
支援
しえん

センター
せ ん た ー

事業所数
じぎょうしょすう 7 7 7

定員
ていいん 233 229 225

医療型
いりょうがた

児童
じどう
発達
はったつ
支援
しえん

センター
せ ん た ー

事業所数
じぎょうしょすう 3 3 3

定員
ていいん 100 100 100

放課後
ほ う か ご

等
とう
デイサービス
で い さ ー び す 事業所数

じぎょうしょすう 408 444 509

定員
ていいん 4,494 4,914 5,582

保育所
ほいくしょ

等
とう
訪問
ほうもん
支援
しえん
 事業所数

じぎょうしょすう 3 5 5

居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じど う
発達
はったつ

支援
しえ ん
 事業所数

じぎょうしょすう 28 32 34
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８ 障
しょう
がい福祉

ふ く し
計画
けいかく
（第
だい
５期

き
）・障

しょう
がい児

じ
福祉
ふ く し
計画
けいかく
（第
だい
１期

き
）の成果

せ い か
目標
もくひょう

  の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

（１）施設
し せ つ
入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き
生活
せいかつ
への移行者数

いこうしゃすう

2020年度
ねんど
末
まつ
の目標
もくひょう

2017年
ねん
４月
がつ
から 2019年

ねん
３月
がつ
末
まつ
までの実

じっ
績
せき
（累計
るいけい
）／進

しん
捗
ちょく
率
りつ

125人
にん

27人
にん
 ／ 21.6 ％

ぱーせんと

※北海道
ほっかいどう

調
しら
べ 

（２）施設
し せ つ
入所者数
にゅうしょしゃすう

の減少
げんしょう

2020年度
ねんど
末
まつ
の目標
もくひょう

2017年
ねん
４月
がつ
から 2020年

ねん
３月
がつ
末
まつ
までの実

じっ
績
せき
（累計
るいけい
）／進

しん
捗
ちょく
率
りつ

83人
にん

85人
にん
 ／ 102.4 ％

ぱーせんと

（３）精神障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ち い き
包括
ほうかつ

ケアシステム
け あ し す て む

の構築
こうちく

に向
む
けた協議

きょうぎ
の場

ば
の設置

せ っ ち

2020年度
ねんど
末
まつ
までの目標

もくひょう
2020年

ねん
３月
がつ
末
まつ
までの実

じっ
績
せき
／進
しん
捗
ちょく
率
りつ

協議
きょうぎ
の場

ば
の設置

せっち 未設置
み せ っ ち

 ／ ０ ％
ぱーせんと

※2021年
ねん
３月
がつ
末
まつ
までに設置

せっち
予定
よてい

（４）地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
拠点
きょてん
等
とう
の整備

せ い び

2020年度
ねんど
末
まつ
までの目標

もくひょう
2017年

ねん
４月
がつ
から 2020年

ねん
３月
がつ
末
まつ
までの実

じっ
績
せき
／進
しん
捗
ちょく
率
りつ

設置
せっち 未設置

み せ っ ち
 ／ ０ ％

ぱーせんと

※2021年
ねん
３月
がつ
末
まつ
までに設置

せっち
予定
よてい

（５）福祉
ふ く し
施設
し せ つ
から一般

いっぱん
就労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

2020年度
ねんど
末
まつ
までの目標

もくひょう
2020年

ねん
３月
がつ
31日

にち
時点
じてん
の実
じっ
績
せき
／進
しん
捗
ちょく
率
りつ

666人
にん

621人
にん
 ／ 93.2 ％

ぱーせんと

※北
ほっ
海
かい
道
どう
調
しら
べ
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（６）就労
しゅうろう

移行
い こ う
支援
し え ん
事業
じぎょう
の利用者数

りようしゃすう

2020年度
ねんど
末
まつ
までの目標

もくひょう
2020年

ねん
３月
がつ
31日

にち
時点
じてん
の実
じっ
績
せき
／進
しん
捗
ちょく
率
りつ

846人
にん

797人
にん
 ／ 94.2 ％

ぱーせんと

（７）就労
しゅうろう

移行
い こ う
支援
し え ん
事業所
じぎょうしょ

の就労
しゅうろう

移行率
いこうりつ

2020年度
ねんど
末
まつ
の目標
もくひょう

2019年
ねん
３月
がつ
31日

にち
時点
じてん
の実
じっ
績
せき
／進
しん
捗
ちょく
率
りつ

５割
わり
以上
いじょう

51.4 ％
パーセント

（約
やく
５割
わり
） ／102.8 ％

ぱーせんと

（８）就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん
事業
じぎょう
による職場

しょくば
定着率
ていちゃくりつ

2020年度
ねんど
末
まつ
までの目標

もくひょう
2020年

ねん
３月
がつ
31日

にち
時点
じてん
の実
じっ
績
せき
／進
しん
捗
ちょく
率
りつ

８割
わり
以上
いじょう

84.6 ％
ぱーせんと

（約
やく
８割
わり
） ／105.8 ％

ぱーせんと

（９）医療的
いりょうてき

ケア
け あ
を必要
ひつよう
とする障

しょう
がいのある子

こ
どもを支援

し え ん
するための関係

かんけい
機関
き か ん
の 

   協
きょう
議
ぎ
の場

ば
の設置

せ っ ち

2018年度
ねんど
末
まつ
までの目標

もくひょう
2019年

ねん
３月
がつ
31日

にち
時点
じてん
の実
じっ
績
せき
／進
しん
捗
ちょく
率
りつ

設置
せっち

2018年度
ねんど
に設置

せっち
 ／ 100 ％

ぱーせんと

（10）障
しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する理解

り か い
促進
そくしん

2020年度
ねんど
末
まつ
の目
もく
標
ひょう 2020年

ねん
３月
がつ
31日

にち
時
じ
点
てん

の実
じっ
績
せき

障
しょう
がいのある方

かた
にとって地域

ちいき

で暮
く
らしやすいまちであると思

おも

う障
しょう
がいのある人

ひと
の割合
わりあい

60 ％
ぱーせんと

48.4 ％
ぱーせんと

障
しょう
がいのある子

こ
どもにとって地

ち

域
いき
で暮

く
らしやすいまちであると思

おも

う保
ほ
護
ご
者
しゃ
の割合
わりあい

60 ％
ぱーせんと

35.4 ％
ぱーせんと
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９ 障
しょう
がい福祉

ふ く し
計画
けいかく
（第
だい
６期

き
）・障

しょう
がい児

じ
福祉
ふ く し
計画
けいかく
（第
だい
２期

き
）の成果

せ い か
目標
もくひょう

  の国
くに
の基本

き ほ ん
指針
し し ん
との対応

たいおう
関係
かんけい

福祉
ふくし
施設
しせつ
の入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

１ 施設
し せ つ
入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き
生活
せいかつ
移行者数
いこうしゃすう

国
くに
の基本

き ほ ん
指針
し し ん

札幌市
さっぽろし

の成果
せ い か

目標
もくひょう

2020年
ねん
３月
がつ
31日

にち
の時点

じてん
で福祉

ふくし
施設
しせつ
に

入所
にゅうしょ

している障
しょう
がいのある方

かた
のう

ち、2024年
ねん
３月
がつ
31日

にち
までに６ ％

ぱーせんと

以上
いじょう
が地域

ちいき
での生活

せいかつ
に移
うつ
ることを基本

きほん

とする。 

2020年
ねん
３月
がつ
31日

にち
の施設

しせつ
入所者
にゅうしょしゃ

2,009

人
にん
のうち、2023年度

ねんど
末
まつ
において 60人

にん

（約
やく
３ ％
ぱーせんと

）以上
いじょう
の方
かた
が地域

ちいき
生活
せいかつ
に

移行
いこう
することを目指

め ざ
します。 

２ 施設
し せ つ
入所者数
にゅうしょしゃすう

の削減
さくげん

国
くに
の基本

き ほ ん
指針
し し ん

札幌市
さっぽろし

の成果
せ い か

目標
もくひょう

2020年
ねん
３月
がつ
31日

にち
の時点

じてん
で、福

ふく
祉
し
施
し
設
せつ

に入所
にゅうしょ

している障
しょう
がいのある方

かた
のう

ち、2024年
ねん
３月
がつ
31日

にち
までに 1.6 ％

ぱーせんと

以上
いじょう
削減
さくげん
することを基本

きほん
とする。 

 2020年
ねん
３月
がつ
31日

にち
の時点

じてん
で、福

ふく
祉
し
施
し
設
せつ

に入所
にゅうしょ

している障
しょう
がいのある方

かた
のう

ち、2024年
ねん
３月
がつ
31日

にち
までに 110人

にん
（約
やく

5.5 ％
ぱーせんと

）以上
いじょう

減少
げんしょう

することを目指
め ざ
し

ます。 

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう
が有
ゆう
する機能

きのう
の充 実
じゅうじつ

国
くに
の基本

き ほ ん
指針
し し ん

札幌市
さっぽろし

の成果
せ い か

目標
もくひょう

 2023年度
ねんど
までの間

あいだ
、各
かく
市町
しちょう
村
そん
または

各圏域
かくけんいき

に少
すく
なくとも１つを確保

かくほ
しつつ、

その機能
きのう
の充実
じゅうじつ

のため、年
ねん
１回
かい
以上
いじょう
運
うん

用
よう
状
じょう
況
きょう
を検
けん
証
しょう
、検討
けんとう
することを基本

きほん

とする。 

 2023年度
ねんど
末
まつ
までの間

あいだ
、１か所

しょ
以上
いじょう
の

地域
ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
拠点
きょてん
等
とう
を確保

かくほ
しつつ、その

機能
きのう

の充実
じゅうじつ

のため、年
ねん
１回

かい
以上
いじょう
運用
うんよう

状 況
じょうきょう

を検証
けんしょう

、検討
けんとう
することを目

め
指
ざ
し

ます。 
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福祉
ふくし
施設
しせつ
から一般

いっぱん
就 労
しゅうろう

への移行
いこう

等
とう

１ 就
しゅう
労
ろう
移行
いこう
支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう
を通
つう
じた一般

いっぱん
就 労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

に関
かん
する 

  目 標
もくひょう

について

国
くに
の基本

き ほ ん
指針
し し ん
 札幌市

さっぽろし
の成果

せ い か
目標
もくひょう

 2023 年度
ねんど

において、福祉
ふくし
施設
しせつ

の

利用者
りようしゃ

のうち一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移
い
行
こう
者
しゃ
数
すう
を

2019年度
ねんど
の移行

いこう
実績
じっせき
の 1.27倍

ばい
以上
いじょう
とす

る。就
しゅう
労
ろう
移
い
行
こう
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
は 2019年度

ねんど
の

移
い
行
こう
実
じっ
績
せき
の 1.30倍

ばい
以上
いじょう
、就労
しゅうろう

継続
けいぞく
支援
しえん

A
えー
型
がた
は 概

おおむ
ね 1.26倍

ばい
以上
いじょう

、 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

B
びー
型
がた
は概
おおむ
ね 1.23倍

ばい
以上
いじょう
とする。 

2023 年度
ねんど

に お いて、福祉
ふくし
施設
しせつ

の

利用者
りようしゃ

のうち一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移
い
行
こう
者
しゃ
数
すう
を

2019年度
ねんど
の移行

いこう
実績
じっせき
の 1.11倍

ばい
（680人

にん
）

以上
いじょう
とすることを目指

め ざ
します。また、就

しゅう

労
ろう
移
い
行
こう
支
し
援
えん
事
じ
業
ぎょう
は 1.01倍

ばい
（430人

にん
）

以上
いじょう
、就労
しゅうろう

継続
けいぞく
支援
しえん

A
えー
型
がた
は 1.15倍

ばい
（100

人
にん
）以上
いじょう
、就労
しゅうろう

継続
けいぞく
支援
しえん

B
びー
型
がた
は 1.36倍

ばい

（150人
にん
）以上

いじょう
とすることを目指

め ざ
しま

す。 

２ 就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

に関
かん
する目 標

もくひょう
について

国
くに
の基本

き ほ ん
指針
し し ん

札幌市
さっぽろし

の成果
せ い か

目標
もくひょう

 2023年度
ねんど

における 就
しゅう
労
ろう
移行
いこう
支援
しえん
事
じ

業
ぎょう
所
しょ
等
とう
を通

つう
じて一般

いっぱん
就労
しゅうろう

に移行
いこう
する

方
かた
のうち、７割

わり
が就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん
事業
じぎょう
を

利用
りよう
することを基

き
本
ほん
とする。

 2023年度
ねんど

における 就
しゅう
労
ろう
移行
いこう
支援
しえん
事
じ

業
ぎょう
所
しょ
等
とう
を通

つう
じて一般

いっぱん
就労
しゅうろう

に移行
いこう
する

方
かた
のうち、７割

わり
が就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん
事業
じぎょう
を

利用
りよう
することを目指

め ざ
します。

 就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん
事業所
じぎょうしょ

のうち、就労
しゅうろう

定
てい
着
ちゃく
率
りつ
が８割

わり
以上
いじょう
の事業所
じぎょうしょ

を全体
ぜんたい
の７

割
わり
以上
いじょう
とすることを基本

きほん
とする。

達
たっ
成
せい
済
ず
みであるため、成果

せいか
目標
もくひょう

は

設定
せってい
しません。 

（2020年
ねん
４月

がつ
時
じ
点
てん
で、就

しゅう
労
ろう
定
てい
着
ちゃく
率
りつ
が

８割
わり
以
い
上
じょう
の事

じ
業
ぎょう
所
しょ
が全
ぜん
体
たい
の 87 ％

ぱーせんと
）



第
だい
６ 章
しょう

 資 料 編
しりょうへん

102

障
しょう
害
がい
児
じ
支援
しえん
の提 供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せいび

等
とう

１ 重層的
じゅうそうてき

な地域
ち い き
支援
し え ん
体制
たいせい
の構築
こうちく
を目

め
指
ざ
すための児童

じ ど う
発達
はったつ
支援
し え ん
センター
せ ん た ー

の設置
せ っ ち

  及
およ
び保育所

ほいくしょ
等
とう
訪問
ほうもん
支援
し え ん
の充実
じゅうじつ

国
くに
の基本

き ほ ん
指針
し し ん

札幌市
さっぽろし

の成果
せ い か

目標
もくひょう

 2023年
ねん
度
ど
末
まつ
までに、児童

じどう
発達
はったつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

を各市町村
かくしちょうそん

又
また
は圏域
けんいき

に少
すく
な

くとも１か所
しょ
以上
いじょう

設置
せっち
することを基本

きほん

とする。

達
たっ
成
せい
済
ず
みであるため、成果

せいか
目標
もくひょう

は

設定
せってい
しません。 

（2020年
ねん
４月

がつ
時
じ
点
てん
で、児童

じどう
発達
はったつ
支援
しえん

センター
せ ん た ー

は市内
しない
９か所

しょ
） 

 2023年
ねん
度
ど
末
まつ
までに、全

すべ
ての市町村

しちょうそん

において、保育所
ほいくしょ

等
とう
訪問
ほうもん

支援
しえん
を利用
りよう
で

きる体制
たいせい

を構築
こうちく

することを基本
きほん

とす
る。

達
たっ
成
せい
済
ず
みであるため、成果

せいか
目標
もくひょう

は

設定
せってい
しません。 

（2020年
ねん
４月

がつ
時
じ
点
てん
で、保育所

ほいくしょ
等
とう
訪問
ほうもん

支援
しえん
事業所数
じぎょうしょすう

は市内
しない
34事業所

じぎょうしょ
）

２ 主
おも
に 重 症
じゅうしょう

心
しん
身 障
しんしょう

がい児
じ
を支援

し え ん
する児童

じ ど う
発達
はったつ
支援
し え ん
事業所
じぎょうしょ

及
およ
び放課後

ほ う か ご
等
とう

  デイサービス
で い さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

の確保
か く ほ

国
くに
の基本

き ほ ん
指針
し し ん

札幌市
さっぽろし

の成果
せ い か

目標
もくひょう

2023年
ねん
度
ど
末
まつ
までに、主

おも
に 重
じゅう

症
しょう
心
しん

身
しん
障
しょう
がい児

じ
を支援
しえん
する児童

じどう
発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

及
およ
び放課後
ほうかご

等
とう
デ
で
イ
い
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
事
じ

業
ぎょう
所
しょ
を各市町村
かくしちょうそん

又
また
は圏域
けんいき

に少
すく
なく

とも１か所
しょ
以
い
上
じょう
確
かく
保
ほ
することを基

き
本
ほん

とする。 

 達
たっ
成
せい
済
ず
みであるため、成果

せいか
目標
もくひょう

は

設定
せってい
しません。 

（2020年
ねん
４月
がつ
時
じ
点
てん
で、主

おも
に重 症
じゅうしょう

心
しん
身
しん

障
しょう
がい児

じ
を支援

しえん
する児童

じどう
発達
はったつ
支援
しえん
事
じ

業
ぎょう
所
しょ
、放課後

ほ う か ご
等
とう
デ
で
イ
い
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
事業所
じぎょうしょ

は

市内
しない
15 か所

しょ
（うち、児童

じどう
発達
はったつ
支援
しえん
単独
たんどく

３か所
しょ
、放課後

ほ う か ご
等
とう
デ
で
イ
い
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
単独
たんどく
４

か所
しょ
、児童

じどう
発達
はったつ
支援
しえん
と放課後

ほ う か ご
等
とう
デ
で
イ
い
サ
さ

ー
ー
ビ
び
ス
す
との多

た
機
き
能
のう
型
がた
が８か所

しょ
）） 
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３ 医療的
いりょうてき

ケア児
け あ じ

支援
しえん
のための関係

かんけい
機関
き か ん
の協議
きょうぎ
の場

ば
の設置

せ っ ち
及
およ
びコ

こ
ー
ー
デ
で
ィ
ぃ
ネ
ね
ー
ー
タ
た

  ー
ー
の配置

は い ち

国
くに
の基本

き ほ ん
指針
し し ん

札幌市
さっぽろし

の成果
せ い か

目標
もくひょう

 2023年
ねん
度
ど
末
まつ
までに、各都道府県

かくとどうふけん
、

各圏域
かくけんいき

及
およ
び各市町村
かくしちょうそん

において、保健
ほけん
・

医療
いりょう

・障 害
しょうがい

福祉
ふくし
・保育
ほいく
・教 育
きょういく

等
とう
の

関係
かんけい

機関
きかん
が連携
れんけい

を図
はか
るための協議

きょうぎ
の

場
ば
を 設

もう
けるとともに医療的

いりょうてき
ケア児
け あ じ

支援
しえん
コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

の配置
はいち

を基本
きほん

と
する。 

 2023年度
ねんど

末
まつ
までに、医療的

いりょうてき
ケ
け
ア
あ
を

必要
ひつよう

とする 障
しょう
がいのある子

こ
ども等

とう
に

関
かん
するコ

こ
ー
ー
デ
で
ィ
ぃ
ネ
ね
ー
ー
ト
と
機
き
能
のう
の構築
こうちく

を

目
め
指
ざ
します。 

（協
きょう
議
ぎ
の場

ば
として札幌市

さっぽろし
医療的
いりょうてき

ケア児
け あ じ

支援
しえん
検討会
けんとうかい

を 2018年
ねん
３月
がつ
に設
せっ
置
ち
済
ず
み。）

相談
そうだん
支援
し え ん
体制
たいせい
の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか
等
とう

国
くに
の基本

き ほ ん
指針
し し ん

札幌市
さっぽろし

の成果
せ い か

目標
もくひょう

 2023年
ねん
度
ど
末
まつ
までに、市町村

しちょうそん
又
また
は圏域

けんいき

において、相談
そうだん
支援
しえん
体制
たいせい
の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

等
とう
に向

む
けた取組

とりくみ
の実施

じっし
体制
たいせい
を確保

かくほ
する。

 達
たっ
成
せい
済
ず
みであるため、成果

せいか
目標
もくひょう

は

設定
せってい
しません。 

（総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

相談
そうだん
支援
しえん
体制
たいせい
の実施

じっし
、

相談
そうだん
支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

に対
たい
する訪問

ほうもん
等
とう
による

指導
しどう
助言
じょげん

の実施
じっし

、相談
そうだん
支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

の

人材
じんざい
育成
いくせい

のために 行
おこな
う支援

しえん
の実施

じっし
、

相談
そうだん
支援
しえん
機関
きかん
との連携

れんけい
強
きょう
化
か
の取

と
り組

く
み

の実
じっ
施
し
を行
おこな
っている。） 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の質
しつ
の向 上
こうじょう

させるための取
とり
組
くみ
に係
かか
る体制
たいせい

の構築
こうちく

国
くに
の基本

き ほ ん
指針
し し ん

札幌市
さっぽろし

の成果
せ い か

目標
もくひょう

 2023年
ねん
度
ど
末
まつ
までに、都道府県

とどう ふ け ん
や市

し
町
ちょう

村
そん
において、サービス

さ ー び す
の質
しつ
の向上
こうじょう

を図
はか

るための取
とり
組
くみ
に係
かか
る体制
たいせい
を構築
こうちく
する。 

 2023年度
ねんど
末
まつ
までに、障

しょう
がい福祉

ふくし
サ
さ
ー
ー

ビ
び
ス
す
等
とう
の質
しつ
の向上
こうじょう

を図
はか
るための取組

とりくみ
の

実施
じっし
体制
たいせい

を確保
かくほ

していくとともに、

事業所
じぎょうしょ

支援
しえん
の取組
とりくみ
を推進
すいしん
します。 
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10 障
しょう
がい福祉

ふ く し
計画
けいかく
（第
だい
５期

き
）・障

しょう
がい児

じ
福祉
ふ く し
計画
けいかく
（第
だい
１期

き
）のサービス

さ ー び す

  見
み
込
こみ
量
りょう
の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

（１）訪問
ほうもん
系
けい
サービス
さ ー び す

単位
たんい

2018年
ねん

2019年
ねん

居宅
きょたく
介護
かいご 利用

りよう
人数
にんずう 4,028 4,118

時間
じかん
/月
つき 79,824 80,339

重度
じゅうど
訪問
ほうもん
介護
かいご 利用

りよう
人数
にんずう 407 412

時間
じかん
/月
つき 106,247 108,987

行動
こうどう
援護
えんご 利用

りよう
人数
にんずう 740 738

時間
じかん
/月
つき 12,884 12,092

同行
どうこう
援護
えんご 利用

りよう
人数
にんずう 469 472

時間
じかん
/月
つき 9,837 9,573

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう
包括
ほうかつ
支援
しえん 利用

りよう
人数
にんずう 0 0

時間
じかん
/月
つき 0 0

（２）日中
にっちゅう

活動
かつどう
系
けい
サービス
さ ー び す

単位
たんい

2018年
ねん

2019年
ねん

生活
せいかつ
介護
かいご 利用

りよう
人数
にんずう 4,908 4,994

人
にん
日
にち
/月
つき 96,954 95,698

自立
じりつ
訓練
くんれん
（機能

きのう
訓練
くんれん
） 

利用
りよう
人数
にんずう 12 17

人
にん
日
にち
/月
つき 159 236

自立
じりつ
訓練
くんれん
（生活
せいかつ
訓練
くんれん
） 

利用
りよう
人数
にんずう 226 236

人
にん
日
にち
/月
つき 3,303 2,941

宿泊型
しゅくはくがた

自立
じりつ
訓練
くんれん 利用

りよう
人数
にんずう 57 51

人
にん
日
にち
/月
つき 1,606 1,446
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単位
たんい

2018年
ねん

2019年
ねん

就労
しゅうろう

移行
いこう
支援
しえん 利用

りよう
人数
にんずう 828 797

人
にん
日
にち
/月
つき 14,544 12,938

就
しゅう
労
ろう
継
けい
続
ぞく
支
し
援
えん
Ａ
えー
型
がた 利用

りよう
人数
にんずう 1,928 2,027

人
にん
日
にち
/月
つき 38,574 38,948

就労
しゅうろう

継続
けいぞく
支援
しえん
Ｂ
びー
型
がた 利用

りよう
人数
にんずう 6,617 7,224

人
にん
日
にち
/月
つき 111,978 117,359

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん
 利用

りよう
人数
にんずう 175 248

療養
りょうよう

介護
かいご
 利用

りよう
人数
にんずう 304 306

短期
たんき

入所
にゅうしょ

（福祉型
ふくしがた

） 
利用
りよう
人数
にんずう 912 975

人
にん
日
にち
/月
つき 7,015 7,009

短期
たんき

入所
にゅうしょ

（医療型
いりょうがた

） 
利用
りよう
人数
にんずう 136 188

人
にん
日
にち
/月
つき 965 767

（３）居住
きょじゅう

系
けい
サービス
さ ー び す

単位
たんい

2018年
ねん

2019年
ねん

自立
じりつ
生活
せいかつ
援助
えんじょ
 利用

りよう
人数
にんずう 3 10

共同
きょうどう

生活
せいかつ
援助
えんじょ 利用

りよう
人数
にんずう 3,172 3,395

定員数
ていいんすう 3,565 4,019

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん
 利用

りよう
人数
にんずう 2,005 2,009

（４）相談
そうだん
支援
し え ん
サービス
さ ー び す

単位
たんい

2018年
ねん

2019年
ねん

計画
けいかく
相談
そうだん
支援
しえん
 利用

りよう
人数
にんずう 8,201 8,313

地域
ちいき
移行
いこう
支援
しえん

延
の
べ利

り
用
よう
人数
にんずう 19 34

地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

延
の
べ利

り
用
よう
人数
にんずう 24 25
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（５）障
しょう
がい児

じ
支援
し え ん
サービス
さ ー び す

単位
たんい

2018年
ねん

2019年
ねん

児童
じどう
発達
はったつ
支援
しえん 利用

りよう
人数
にんずう 3,863 4,101

人
にん
日
にち
/月
つき 45,852 47,039

医療型
いりょうがた

児童
じどう
発達
はったつ
支援
しえん 利用

りよう
人数
にんずう 55 51

人
にん
日
にち
/月
つき 356 265

放課後
ほ う か ご

等
とう
デイサービス
で い さ ー び す 利用

りよう
人数
にんずう 5,621 6,281

人
にん
日
にち
/月
つき 64,414 67,385

保育所
ほいくしょ

等
とう
訪問
ほうもん
支援
しえん 利用

りよう
人数
にんずう 67 57

人
にん
日
にち
/月
つき 125 126

居宅
きょたく
訪問型
ほうもんがた

児童
じどう
発達
はったつ
支援
しえん 利用

りよう
人数
にんずう 4 3

人
にん
日
にち
/月
つき 10 6

福祉型
ふくしがた

障
しょう
がい児

じ
入所
にゅうしょ

支援
しえん

延
の
べ利

り
用
よう
人数
にんずう 702 687

医療型
いりょうがた

障
しょう
がい児

じ
入所
にゅうしょ

支援
しえん

延
の
べ利

り
用
よう
人数
にんずう 718 699

障
しょう
がい児

じ
相談
そうだん
支援
しえん
 利用

りよう
人数
にんずう 2,086 2,216

（６）発達障
はったつしょう

がい者
しゃ
支援
し え ん

単位
たんい

2018年
ねん

2019年
ねん

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん
センター
せ ん た ー

による相談
そうだん

相談
そうだん
件数
けんすう 1,173 1,079

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん
センター
せ ん た ー

による 

機関
きかん
支援
しえん
、研修
けんしゅう

等
とう

関係
かんけい
機関
きかん
へ

の助言
じょげん
件数
けんすう 1,382 1,771

外
がい
部
ぶ
機
き
関
かん
や

地
ち
域
いき
住
じゅう
民
みん

への研
けん
修
しゅう
、

啓
けい
発
はつ
件
けん
数
すう

298 256
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（７）地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
事業
じぎょう
（必須

ひ っ す
事業
じぎょう
） 

単位
たんい

2018年
ねん

2019年
ねん

理解
りかい
促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ
事業
じぎょう

実施
じっし
の有無

う む あり あり

自発的
じはつてき

活動
かつどう
支援
しえん
事業
じぎょう

実施
じっし
の有無

う む あり あり

相談
そうだん
支援
しえん
事業
じぎょう

障
しょう
がい者

しゃ
相談
そうだん
支援
しえん
事業
じぎょう

箇所数
かしょすう 20 20

基幹
きかん
相談
そうだん
支援
しえん
センター
せ ん た ー

設置
せっち
の有無

う む あり あり

市町村
しちょうそん

相談
そうだん
支援
しえん
機能
きのう
強化
きょうか
事業
じぎょう

実施
じっし
の有無

う む あり あり

住宅
じゅうたく

入居
にゅうきょ

等
とう
支援
しえん
事業
じぎょう

実施
じっし
の有無

う む あり あり

成年
せいねん
後見
こうけん
制度
せいど
利用
りよう
支援
しえん
事業
じぎょう

実利用
じつりよう

人数
にんずう 16 16

成年
せいねん
後見
こうけん
制度
せいど
法人
ほうじん
後見
こうけん
支援
しえん
事業
じぎょう

実施
じっし
の有無

う む あり あり

意思
い し
疎通
そつう
支援
しえん
事業
じぎょう

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ
派遣
はけん
事業
じぎょう

利用
りよう
人数
にんずう 593 581

要約
ようやく
筆
ひっ
記者
きしゃ
派遣
はけん
事業
じぎょう

利用
りよう
人数
にんずう 56 51

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ
設置
せっち
事業
じぎょう

通
つう
訳者数
やくしゃすう 67 64

日常
にちじょう

生活
せいかつ
用具
ようぐ
給付
きゅうふ
等
とう
事業
じぎょう

介護
かいご
・訓練
くんれん
支援
しえん
用具
ようぐ

給付
きゅうふ
件数
けんすう 130 180

自立
じりつ
生活
せいかつ
支援
しえん
用具
ようぐ

給付
きゅうふ
件数
けんすう 558 630

在宅
ざいたく

療養
りょうよう

等
とう
支援
しえん
用具
ようぐ

給付
きゅうふ
件数
けんすう 460 418

情報
じょうほう

・意思
い し
疎通
そつう
支援
しえん
用具
ようぐ

給付
きゅうふ
件数
けんすう 320 493

排泄
はいせつ
管理
かんり
支援
しえん
用具
ようぐ

給付
きゅうふ
件数
けんすう 36,004 36,496

居宅
きょたく

生活
せいかつ

動作
ど う さ
補助
ほ じ ょ
用具
よ う ぐ
（住宅

じゅうたく
改修費
かいしゅうひ

） 給付
きゅうふ
件数
けんすう 68 69

手話
しゅわ
奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

修了者数
しゅうりょうしゃすう 243 261

移動
いどう
支援
しえん
事業
じぎょう 利用

りよう
人数
にんずう 3,260 3,204

延
の
べ利

り
用
よう
時間数
じかんすう 357,633 377,676
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単位
たんい

2018年
ねん

2019年
ねん

地域
ちいき
活動
かつどう
支援
しえん
センター
せ ん た ー

機能
きのう
強化
きょうか
事業
じぎょう 箇所数

かしょすう 50 50

利用
りよう
人数
にんずう 524 515

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん
センター
せ ん た ー

運営
うんえい
事業
じぎょう 箇所数

かしょすう 1 1

利用
りよう
人数
にんずう 1,016 959

障
しょう
がい児

じ
等
とう
療育
りょういく

支援
しえん
事業
じぎょう

箇所数
かしょすう 5 5

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ
・要約
ようやく
筆
ひっ
記者
きしゃ
の養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ
養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

修了者数
しゅうりょうしゃすう 15 13

要約
ようやく
筆
ひっ
記者
きしゃ
養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

修了者数
しゅうりょうしゃすう 36 7

盲
もう
ろう者

しゃ
通訳
つうやく

・介助員
かいじょいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

事業
じぎょう

修了者数
しゅうりょうしゃすう 0 6

盲
もう
ろう者

しゃ
向
む
け通
つう
訳
やく
・介
かい
助
じょ
員
いん
派
は
遣
けん
事
じ
業
ぎょう

利用
りよう
人数
にんずう 816 970

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

地域
ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
広域
こういき

調整
ちょうせい

等
とう
事業
じぎょう

地域
ちいき
移行
いこう
・地域

ちいき
生活
せいかつ
支援
しえん
事業
じぎょう ピ

ぴ
ア
あ
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と

従
じゅう
事
じ
者
しゃ
数
すう 4 3

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん
地域協
ちいききょう

議会
ぎかい
による

体制
たいせい
整備
せいび
事業
じぎょう

協
きょう
議会
ぎかい

の開
かい
催
さい
数
すう 8 7
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（８）地域
ち い き
生活
せいかつ
支援
し え ん
事業
じぎょう
（任意

に ん い
事業
じぎょう
） 

単位
たんい

2018年
ねん

2019年
ねん

福祉
ふくし
ホーム
ほ ー む

の運営
うんえい

定員数
ていいんすう 37 37

訪問
ほうもん

入浴
にゅうよく

サービス
さ ー び す 利用

りよう
人数
にんずう 145 147

延
の
べ利

り
用
よう
人数
にんずう 7,737 9,704

生活
せいかつ
訓練
くんれん
等
とう

中途
ちゅうと
失明者
しつめいしゃ

社会
しゃかい
適応
てきおう
訓練
くんれん
事業
じぎょう

延
の
べ利

り
用
よう
人数
にんずう 704 691

聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

社会
しゃかい

生活
せいかつ

教室
きょうしつ

開催
かいさい

事業
じぎょう

延
の
べ利

り
用
よう
人数
にんずう 741 547

日中
にっちゅう

一時
いちじ
支援
しえん

利用
りよう
人数
にんずう 873 833

延
の
べ利

り
用
よう
人数
にんずう 32,180 29,064

箇所数
かしょすう 61 63

点字
てんじ
・声
こえ
の広報
こうほう
等
とう
発行
はっこう

点字
てんじ
さっぽろ・声

こえ
のさっぽろ発行

はっこう
利用
りよう
人数
にんずう 663 637

点字
てんじ
即時
そくじ
ネットワーク
ね っ と わ ー く

事業
じぎょう

延
の
べ利

り
用
よう
人数
にんずう 5,280 5,280

奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

点訳
てんやく
奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい
事業
じぎょう

修了者数
しゅうりょうしゃすう 17 0

朗読
ろうどく
奉仕員
ほうしいん

養成
ようせい
事業
じぎょう

修了者数
しゅうりょうしゃすう 0 17

自動車
じどうしゃ

運転
うんてん
訓練費
くんれんひ

・改造
かいぞう
補助
ほじょ
事業
じぎょう

運転
うんてん
訓練
くんれん

利用
りよう
人数
にんずう 21 17

改造
かいぞう
補助
ほじょ

利用
りよう
人数
にんずう 45 41

障
しょう
がい者

しゃ
あんしん相談

そうだん
運営
うんえい
事業
じぎょう

箇所数
かしょすう 1 1

障
しょう
がい者

しゃ
ＩＴ
あいてぃー

サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と
セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー

運営
うんえい
事業
じぎょう 実施

じっし
の有無

う む あり あり
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11 用語集
ようごしゅう

ページ
ぺ ー じ

言葉
こ と ば

意味
い み

１ 
障
しょう
がい福祉

ふくし
サ
さ
ー
ー
ビ
び

ス
す

 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう
支援法
しえんほう

に基
もと
づいて障

しょう
がいのある人

ひと
や

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

を対象
たいしょう

に 行
おこな
われる支援

しえん
の総称

そうしょう
のこと。

支援
しえん

の種類
しゅるい

は日常
にちじょう

生活
せいかつ

の介護
かいご
支援
しえん

を 行
おこな
う「介護

かいご

給付
きゅうふ

」と、自立
じりつ
支援
しえん
や就労

しゅうろう
を目

め
指
ざ
す人

ひと
を支援

しえん
する

「訓練
くんれん
等
とう
給付
きゅうふ
」の２つに大

おお
きく分

わ
けられます。支援

しえん
の

種類
しゅるい

や内容
ないよう

の詳細
しょうさい

については、48～55ページ
ぺ ー じ

を

参照
さんしょう

。 

2 障
しょう
がい者

しゃ
計画
けいかく

 障
しょう
害
がい
者
しゃ
基
き
本
ほん
法
ほう
に基
もと
づく「市

し
町
ちょう
村
そん
障
しょう
害
がい
者
しゃ
計
けい
画
かく
」。 

 札
さっ
幌
ぽろ
市
し
の 障

しょう
がい福祉

ふくし
に関

かん
する基

き
本
ほん
的
てき
な施

し
策
さく
を定

さだ

めている。 

4 
札幌市
さっぽろし

保健
ほけん

福祉
ふくし

施
し

策
さく
総合
そうごう
推進
すいしん
本部
ほんぶ

 札幌市
さっぽろし

における保健
ほけん
福祉
ふくし
施策
しさく
を総合的

そうごうてき
かつ効

こう
果
か
的
てき

に推進
すいしん

するために、札幌市
さっぽろし

内部
ないぶ
に設

もう
けられた委

い
員
いん
会
かい

のこと。 

7 バリアフリー
ば り あ ふ り ー

 障
しょう
がいのある方

かた
や高齢

こうれい
の方

かた
が日常

にちじょう
生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな
む上

うえ
で障壁

しょうへき
となるもの（物理的

ぶつりてき
なものや

制度
せいど
、文化

ぶんか
、意識上
いしきじょう

のものなど）を解消
かいしょう

すること。

8 アクセシビリティ
あ く せ し び り て ぃ

 このプラン
ぷ ら ん

では、障
しょう
がいのある方

かた
や高齢
こうれい
の方
かた
にと

っての、使
つか
いやすさや利用

りよう
のしやすさを意味

い み
し、近

ちか
づ

きやすさという意
い
味
み
もある。 

9 サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

基盤
きばん

 このプラン
ぷ ら ん

では、障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
を提供

ていきょう

する事業所
じぎょうしょ

や人
ひと
など、障

しょう
がいにある人

ひと
の生活
せいかつ
を支援

しえん

する土台
どだい
となるもののことをいう。 

10 療育
りょういく  障

しょう
がいのある子

こ
どもが、社会的

しゃかいてき
に自立

じりつ
できるよう

に取
と
り組

く
む治療
ちりょう
と教育
きょういく

のこと。 
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10 ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

 人
ひと
の一生
いっしょう

における、出 生
しゅっしょう

、入学
にゅうがく

、卒業
そつぎょう

、就
しゅう
職
しょく
、

結婚
けっこん
、出産
しゅっさん

、子
こ
育
そだ
て、退職

たいしょく
などの節目

ふしめ
となる出来事

で き ご と

の段階
だんかい
のこと。 

22 事業所
じぎょうしょ  札幌市

さっぽろし
が指定

してい
している 障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう

提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

のこと。 

30 心
こころ
のバリアフリー

ば り あ ふ り ー

 障
しょう
がいのある人

ひと
や高齢

こうれい
の人

ひと
に対

たい
して「かわいそ

う」と思
おも
ったり、「かばってあげなければならない」

と思
おも
ったりする、私

わたし
たちの意識

いしき
の中

なか
にある差別

さべつ
や

偏見
へんけん
といった「心

こころ
のバリア

ば り あ
（障壁
しょうへき

）」を解消
かいしょう

するこ

と。

37 
地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

 障
しょう
がいのある方

かた
の高齢化

こうれいか
・重度化

じゅうどか
や「親

おや
亡
な
き後
あと
」

を見
み
据
す
えつつ、障

しょう
がいのある方

かた
の地域

ちいき
生活
せいかつ
支
し
援
えん
をさ

らに推進
すいしん
する観点

かんてん
から、相談

そうだん
、緊急
きんきゅう

時
じ
の受

う
け入

い
れ・

対応
たいおう
、体験
たいけん
の機会

きかい
・場

ば
、専門的
せんもんてき

人材
じんざい
の確
かく
保
ほ
・養成
ようせい
、地域
ちいき

の体制
たいせい
づくりなどの機能

きのう
を整備

せいび
するもの。 

40 ジョブサポーター
じ ょ ぶ さ ぽ ー た ー

 障
しょう
がいのある方

かた
の就労

しゅうろう
支援
しえん
や職場

しょくば
定着
ていちゃく

を図
はか
る

ために、職場
しょくば
に出

で
向
む
いて障

しょう
がいのある方

かた
や雇用

こよう
主
ぬし
に

助言
じょげん
などを行

おこな
う支

し
援
えん
員
いん
のこと。計

けい
８名
めい
で対
たい
応
おう
。 

41 
医療的
いりょうてき

ケア
け あ
を必要
ひつよう

とする障
しょう
がいの 

ある子
こ
ども 

 ＮＩＣＵ
えぬあいしーゆー

（新生児
しんせいじ

集 中
しゅうちゅう

治療室
ちりょうしつ

）などに長期
ちょうき

入院
にゅういん

したあと、引
ひ
き続
つづ
き人工
じんこう
呼吸器
こきゅうき

や胃
い
ろう等

とう
を使用

しよう
し、

たんの吸引
きゅういん

や経管
けいかん
栄養
えいよう
等
とう
の医療的

いりょうてき
ケア
け あ
が必

ひつ
要
よう
な子

こ

どものこと。 
44 キャリアパス

き ゃ り あ ぱ す
制度
せいど
  経

けい
験
けん
や資

し
格
かく
に応
おう
じた昇

しょう
給
きゅう
・手

て
当
あて
制
せい
度
ど
等
とう
のこと。

47 出前
でまえ
講座
こうざ

市民
しみん
への情報

じょうほう
提供
ていきょう

と対話
たいわ
の一環
いっかん
として、市

し
職
しょく
員
いん

が市民
しみん
からの要望

ようぼう
に応

おう
じて地域

ちいき
に出

で
向
む
き、市

し
の施策

しさく

や事業
じぎょう
についてわかりやすく説明

せつめい
を行
おこな
う取組
とりくみ
。 
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47 ヘルプマーク
へ る ぷ ま ー く  周

まわ
りの人々

ひとびと
に援助

えんじょ
や配慮

はいりょ
が必要

ひつよう
なことを知

し
らせる

ことができるマーク
ま ー く

のこと。 

47 ヘルプカード
へ る ぷ か ー ど

 緊急
きんきゅう

連絡先
れんらくさき

や必要
ひつよう

な支援
しえん
内容
ないよう
等
とう
を書

か
くことがで

き、日常
にちじょう

場面
ばめん
で困
こま
ったとき、緊急

きんきゅう
時
じ
、災害
さいがい
時
じ
等
とう
に、

周
まわ
りの援助

えんじょ
や配慮

はいりょ
をお願

ねが
いしやすくするカード

か ー ど
のこ

と。 

61 
ペ
ぺ
ア
あ
レ
れ
ン
ん
ト
と
メ
め
ン
ん
タ
た

ー
ー

 発達障
はったつしょう

がいのある子
こ
どもを育

そだ
てた経験

けいけん
を活

い
かし

て、同
おな
じ悩
なや
みを持

も
つ親
おや
たちの気

き
持
も
ちに寄

よ
り添

そ
い、相談

そうだん

を受
う
けたり関係

かんけい
機関
きかん
の紹介

しょうかい
を 行

おこな
ったりする先

せん
輩
ぱい
親
おや

のこと。 

62 
精
せい
神
しん
障
しょう
がいにも対

たい

応
おう
した地

ち
域
いき
包
ほう
括
かつ
ケ
け

ア
あ
シ
し
ス
す
テ
て
ム
む

 精神
せいしん
に障
しょう
がいのある方

かた
が、地域

ちいき
の一員
いちいん
として、

安
あん
心
しん
して自分

じぶん
らしい暮

く
らしをすることができるよ

う、医療
いりょう
、障
しょう
がい福

ふく
祉
し
、介護

かいご
、住

す
まい、社

しゃ
会
かい
参
さん
加
か

（就労
しゅうろう

など）、地域
ちいき
の助
たす
け合

あ
い、教育

きょういく
などの各

かく
分
ぶん

野
や
の取
とり
組
くみ
が機

き
能
のう
的
てき
に提
てい
供
きょう
されるシ

し
ス
す
テ
て
ム
む
のこと。

72 
地域
ちいき
活動
かつどう
支援
しえん

セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー

（１）一般型
いっぱんがた

：地域
ちいき
で暮

く
らす障

しょう
がいのある方

かた
が日
にっ

中
ちゅう
活動
かつどう
等
とう
を行
おこな
うセンター

せ ん た ー
のこと。 

（２）相談
そうだん
支援
しえん
併設型
へいせつがた

：札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい者

しゃ
相談
そうだん
支援
しえん

事
じ
業
ぎょう
所
しょ
と一体的
いったいてき

に運営
うんえい
し、主

おも
に精神障
せいしんしょう

がい

のある人
ひと
を対象
たいしょう

に、日
にっ
中
ちゅう
活動
かつどう
等
とう
を行
おこな
うセ

せ

ン
ん
タ
た
ー
ー
のこと。 

（３）就労者
しゅうろうしゃ

支援型
しえんがた

：札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい者

しゃ
就 業
しゅうぎょう

・生
せい

活
かつ
相談
そうだん
支援
しえん
事業所
じぎょうしょ

と一体的
いったいてき

に運営
うんえい
し、就

しゅう
職
しょく

又
また
は雇用

こよう
の継続
けいぞく
を目

め
指
ざ
す障
しょう
がいのある方

かた
同
どう

士
し
の交流
こうりゅう

促進
そくしん
、情報
じょうほう

交換
こうかん
を行
おこな
う場

ば
を提供
ていきょう

するセンター
せ ん た ー

のこと。 
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74 ピ
ぴ
ア
あ
サ
さ
ポ
ぽ
ー
ー
ト
と

 同
おな
じ問題

もんだい
を抱

かか
える人

ひと
を仲間

なかま
の立場

たちば
で支援

しえん
し合

あ
う人

ひと

のこと。このプラン
ぷ ら ん

では自分
じぶん
の体験
たいけん
に基
もと
づいて、同

おな
じ

障
しょう
がいのある人

ひと
を支援

しえん
する活動

かつどう
のこと。 

76 
点字
てんじ
即時
そくじ

ネ
ね
ッ
っ
ト
と
ワ
わ
ー
ー
ク
く
事業
じぎょう

 視覚障
しかくしょう

がいのある方
かた
の社会

しゃかい
参加
さんか
促進
そくしん

と、福祉
ふくし

の

向上
こうじょう

を図
はか
るため新聞

しんぶん
などによる最新

さいしん
の情報

じょうほう
を点訳

てんやく

し、閲覧
えつらん
、提供
ていきょう

する事業
じぎょう
のこと。 

78 ＩＣＴ
あいしーてぃー  コンピューター

こ ん ぴ ゅ ー た ー
やインターネット

い ん た ー ね っ と
などの情報

じょうほう
・通
つう

信
しん
に関
かん
する技術

ぎじゅつ
の総称
そうしょう

。 



■お問
と

い合
あ

わせ先
さき

札幌市
さっぽろし

 障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

（事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

） 

電話
で ん わ

：011-211-2936  F A X
ふぁくす

：011-218-5181 

電子
で ん し

メール
め ー る

：jigyoukeikaku@city.sapporo.jp 

のりしろ 

のりしろ 

０６０－８７８８ 

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁
目

札
幌
市
保
健
福
祉
局

障
が
い
保
健
福
祉
部

障
が
い
福
祉
課
（
事
業
計
画
担
当
）

行

や
ま
折お

り

の

り

し

ろ 

札幌中央局

承 認 

6291 

料金受取人払郵便

差出有効期間 

2021 年 2 月 

28 日まで 

●切手不要

や
ま
折お

り

５５９ 



札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい福祉
ふ く し

計画
けいかく

(第
だい

６期
き

)札幌市
さっぽろし

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

(第
だい

２期
き

)

ご意
い

見
けん

記
き

入
にゅう

用紙
よ う し

氏名
し め い

年齢
ねんれい

     歳
さい

住所
じゅうしょ

意見
い け ん

 ※どの項目
こうもく

に対
たい

するご意
い

見
けん

か分
わ

かるように記載
き さ い

してください。

※ 用紙
よ う し

が足
た

りない場合
ば あ い

は、別紙
べ っ し

にご記入
きにゅう

のうえご提
てい

出
しゅつ

ください。（氏名
し め い

・住所
じゅうしょ

は必
かなら

ず記
き

載
さい

してください。） 

※ 氏名
し め い

、住所
じゅうしょ

などの情報
じょうほう

は、ご意
い

見
けん

の集計
しゅうけい

以外
い が い

の目的
もくてき

に用
もち

いることはありま

せん。

き
り
と
り
せ
ん


